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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　──問おう。貴女あなたたちが、私の敵か。




　冬ふゆ木き市は、某ぼう県にある地方都市。

　都会と呼ぶほどではないが、かといって田舎いなかというわけでもない。全国的に見ても、ごく平均的かつ標準的な町だった。

　そして深み山やま町ちようといえば、そんな冬木市の中でも特に『普ふ通つう』の住宅地。

　そんなごくごく普通の町に、一人の少女が住んでいた。

　その名はイリヤスフィール・フォン・アインツベルン。

　通つう称しよう、イリヤ。

　いくつかの点を除いては、これまた普通の小学五年生だ。

　この『いくつかの点』というのは、つまり──、

　冬服よりも夏の半はん袖そでが似合う、きらきらと健康的な女の子であることだとか。

　男子にも負けないくらいに元気だということだとか。

　お母さんが外国人であることだとか。

　自分もお母さんゆずりの見事な銀ぎん髪ぱつと白い肌はだの持ち主であることだとか。

　家に住み込みのお手伝いさんが二人もいることだとか。

　血の繫つながっていない、お兄さんがいることだとか。そういった点のことだ。

　そして最近は、それらに加えて、もう一つ。

　魔法の杖カレイドステツキマジカルルビーと出会ったこと。

　三日前の夜、このマジカルルビーと出会って、イリヤスフィール・フォン・アインツベルンは『魔法少女』となった。

　深山町に散らばる魔法のカード〝クラスカード〟を回収する使命を帯びた、魔法少女カレイドライナープリズマイリヤに。

　そして前回、謎なぞの敵に襲おそわれて、大ピンチとなったプリズマイリヤだが…………。







「はっ……ここは、わたしんち⁉」

　気がつくと、イリヤの目の前には──よく見知った蛍けい光こう灯とうと、そして、よく見知った白い天てん井じよう。

　それは自分の家の、自分の部屋の天井。

　ベッドに入るたびに見上げている、イリヤの部屋の蛍光灯だ。

「あ……あれぇ？　でも、さっきまで……」

　さっきまで、鏡きよう面めん界かいの中にいたと思っていたのに。

　着ている服も、魔法少女の服でなく、いつも着ているピンクのパジャマ。

「起きました、イリヤさん？」

「セラ……」

　傍そばにいる人も、美み遊ゆやルビーや凛りんじゃない。お手伝いさんのセラだった。知らないうちに、口に体温計を入れられていたらしい。セラは体温計を睨にらみながら、眉み間けんに皺しわを寄せていた。

「37度２分……。風邪かぜではないようですが、熱がありますね」

「んー、確かにちょっと熱っぽいかも……」

「ええ。夜よ更ふかししてアニメを観みたりしているから、こんなことになるんですよ。養生のために学校はお休みしましょう。今日はゆっくり寝ねていて下さい」

「えー。風邪じゃないのにー。セラ過保護すぎー」

「過保護で結構です。万が一のことがあっては奥様に顔向けできません」

「おおげさだってばー。別にこんなの」

「（遮さえぎって）と・に・か・く、今日はお休みです！　お昼には食事を持っていきますので、安静にしていて下さいね！」

「はーい」

　部屋を出て行くセラ。イリヤはその背中を見送ったあと、ベッドの中で、

「ふぅ……」

　と息をついた。

「ああ、そっか……。なんか、いろんなことがあった気がしたけれど──」

　タネが分かればなんてことはない。

　魔法の杖。魔法少女。魔ま術じゆつ師し。クラスカード。謎の転校生。そして突とつ如じよ訪おとずれた最大のピンチ。それらは全すべて……。

「なーんだ、夢オチかー」

「いやー、それが違ちがうんですねー」

「ギャーッ！」

　突如、布ふ団とんの中からピョコンと現れた魔法の杖カレイドステツキマジカルルビーの姿を見て、イリヤは思わず悲鳴を上げた。

「ルルルルルルルビー⁉」

「はーい、ルビーちゃんです。ひどいじゃないですかイリヤさん。いくら寝ぼけてたからといって、人のことを夢オチ扱あつかいなんてー。それに最近のアニメじゃ『夢と思わせて敵の精神攻こう撃げき』というパターンも多いので油断してはいけませんよー？」

「う……うん、それは分かったけど……」

　このルビーが実在する以上、どうやら夢ではなかったらしい。だが、だとすれば……、

「どうしてわたし、家で寝てるの？」

　イリヤがきょとんと首を傾かしげると、

「憶おぼえてないんですか？」

　ルビーは、もっと大きな角度で首（に相当する部分の柄え）を傾げた。

　そう言われてみれば、なんとなく思い出せそうな気もしてきた。

　あれは、昨日の夜よる遅おそく。

　カードを回収するために訪れた川辺の公園。そこから入った鏡面界で──。
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（そんな、まさか……‼　やだ──こわいこわいこわいこわいこわいこわいっ！）

　ここは、夜でも星すらなき鏡面界。

　イリヤと、もう一人の魔法少女カレイドライナーである美み遊ゆの目の前には、信じたくもない光景が広がっていた。

（どうして、まだ敵が⁉『キャスター』のカードはさっき回収したのに？──それに凛りんさんとルヴィアさんが！）

　凛とルヴィアは、この異空間の地面に伏ふしていた。

〝敵〟の足あし下もとに。傷つき、血を流しながら。

　ずどん、という鏡面界そのものを揺ゆるがす轟ごう音おんと共に。

　イリヤの保護者たる遠とお坂さか凛と、美遊の保護者たるルヴィアゼリッタ・エーデルフェルト──どちらもまだ若く、素行と性格に難ありとはいえ、腕うで利ききの魔術師であることに疑いの余地はない。

　でありながら、二人は倒たおれ、血で土を赤く染めるのみ。この〝敵〟の剣けんで、ただの一いち撃げきのもと地に伏したのだ。

「……姉さん、最悪の事態です」

「ええ、サファイアちゃん。これは完全に想定外……ですが現実に起こってしまいました。起こる確率はほぼゼロパーセント──しかし理論上、決してあり得ないというわけではない偶ぐう然ぜん！

　まさか一つのポイントに、もう一体クラスカードが存在するとは！」

　しかも、そのカードは強敵だ。

　まだ戦い慣れしていないイリヤですら、そのことは理解できた。幼い野性の勘かんなのだろう。さきほどから膝ひざが震ふるえっぱなしだ。イリヤの隣となりに立つもう一人の魔法少女カレイドライナー美遊は、震えてこそいないもののその表情は強こわ張ばっていた。

　黒い剣。黒い鎧よろい。

　それは鮮せん烈れつな闇やみの色。裁かれるべき罪の色。ただ立っているだけで瘴気オーラが周囲を、不ふ吉きつな暗黒色に染め上げるかのよう。

　特にその剣は黒く、そして怖ろしい。

　まるで人間が根源的に持つ闇への恐きよう怖ふを実体化させたかのよう。

　夜闇とそこに潜ひそむ怪かい物ぶつを、鍛きたえて剣にしたとでもいうのだろうか。

　凛とルヴィアを屠ほふったのもこの剣だ。イリヤと美遊がほんの一いつ瞬しゆん目を離はなした隙すきに、ただの一ひと振ふりで凛たちを倒した。恐怖に見合った威力ちからも持つ。イリヤの震えは、まだ止まらない。

（黒い、鎧よろい騎き士し……）

　これほど鮮烈に『黒』をイメージさせる鎧騎士は、外国のおとぎ話になぞらえて『黒くろ騎き士し』とでも呼ぶべきであろう。──イリヤは幼いころ母から聞いた寝ね物もの語がたりを思い出しつつ、そう感じた。

「──オオオオ！」

　黒騎士の口から唸うなりが聞こえる。それは言葉どころか声ですらなく、ただ大きく吐はいた息が奇音おとを鳴らしたにすぎなかったのだが──しかしイリヤと美遊は魂の奥底で、間違いなくそれを聞いた。




　──問おう。貴女あなたたちが、私の敵か。




　耳でなく、胸で聞いた。

　剣の刃やいばよりも鋭するどい殺意が、言葉となって魂こん魄ぱくの底へと届いたのだ。

　実のところ、このときイリヤは失禁する寸前だった。だが、もし下着を熱く濡ぬらしていても恥はじる必要はなかったろう。死の恐怖の前には、その程度を恥はじとは呼ばない。

「イリヤさんっ！　しっかりしてください！」

　手にした魔法の杖カレイドステツキマジカルルビーのきんきん声で、イリヤははっと我に返る。

「──っ！　そうだ、怖こわがってる場合じゃない！」

　黒騎士の足下には、まだ凛とルヴィアが倒れたままだ。これほどの力と殺意の持ち主の前で、意識を失い、無防備な姿を晒さらしていたとは。

「リンさん！　ルヴィアさん！」

　イリヤは血相を変えて飛び出そうとする……が、その瞬しゆん間かん！

　急に、美遊が服を摑つかんで呼び止めた。

「……待って、イリヤスフィール！」




　──びったん




「はヴァッ⁉」

　今の『びったん』はイリヤが地面に顔面をぶつけた音。『はヴァッ』は悲鳴。

　いきなりスカートの裾すそを摑まれて、バランスを崩くずして転んだ音だ。本当はイリヤの手を摑むつもりだったのだろう。だが、とっさのことであったため、間ま違ちがってスカートの裾を摑んでしまったらしい。転んだ拍ひよう子しにパンツも見えてた。

「ふぇぇ、お鼻痛いよぉ……」

「あっ……ご、ごめんなさい！」

　イリヤは鼻を押さえつつ涙なみだぐみ、美遊は必死で慰なぐさめる。

「おやおや、やっと少し緊きん張ちよう感かんが薄うすれましたねー。このまま大おお真ま面じ目めなままだったら、どうしようかと思いましたよ」

「そうですね姉さん」

「ルビー！　こんなときにノンキなこと言って！」

「いやいや、イリヤさんたちはいつでも子供らしくていいですねーという話です。萌もえーですので。できれば、その笑え顔がおをいつまでも絶やさないでいただきたい」

「なに言ってるのか分かんないよ！　鼻いたたた……。ルビーのことはさておいて──それよりミユさん、なんで止めるの？」

　この状じよう況きようで『待って』とは。

　このままでは、凛とルヴィアの身が危険だというのに。

「……今のは、ごめんなさい。だけど闇やみ雲くもに近づいては駄だ目め」

「そうは言うけど、でも……」

　黒騎士は、今はまだ倒れた二人に興味を示していないようだが、いつ気が変わってとどめを刺さすか分かったものではないだろう。

　いや、それどころか、これは最悪の展開なのだが……ぴくりとも動かない二人の姿。もしや『とどめを刺す必要もない状態』であったのかも！　凛とルヴィアは、すでに絶命しているのでは？　イリヤの小さな胸に不安がよぎり、焦あせりがますます高まっていく。

「こんなの、ほうっておけないよ！」

　だが、そんなイリヤをルビーが制した。

「落ち着いてくださいイリヤさん。焦る気持ちはごもっともなのですが、まずは冷静に。──ルビースコープ！」

「……？　ルビー、なにやってるの？」

　不思議がるイリヤに、美遊の杖つえカレイドサファイアが解説を入れた。

「出ましたね、姉さんのルビースコープ。今、姉さんはサーモグラフィー的な分ぶん析せき画面でルヴィア様と凛様を見ているのです。ほらオレンジ色のポワーッという画面です」

「サーモグラフィー？」

　魔ま法ほうの杖という言葉からは想像つかない、無む闇やみに科学っぽい機能だ。

「生体反応あり！　大だい丈じよう夫ぶ、お二人は生きてます！」

　よかった、生きてた。ルビーの言葉を聞き、イリヤは安あん堵どの息を吐つく。

「ふぅ……。でも、だったらなおさら助けなきゃ……‼」

　だが、そこで美遊は言う。

　いつになく、語気を強めて。

「……ううん！　だからこそ行っては駄目！」

　腕うでを摑むその手にも、一層の力が篭こもる。イリヤは少々痛かったが、しかし、それを口には出さなかった。

「……いい、イリヤスフィール──わたし達は、冷静に、確実に、行動すべきなの！」

「ミユさん……」

　なんという強く真しん剣けんで、同時に深く重い眼まな差ざし！

　その瞳ひとみの前にイリヤはただ、こくり、と頷うなずくしかなかった。

　気圧けおされたわけではない。そして、さしたる意味があるわけでもない。彼女が本気の目をしているから、イリヤもその気持ちを受け止めたというだけだ。

（ミユさんは、きっと心からルヴィアさんとリンさんを心配している……。それに、わたしのことも……）

　イリヤは瞳からそれを察した。

　頷くイリヤの顔を見て、美遊は一瞬だけ目を逸そらすが──すぐに真剣な目のまま話を続ける。

「……わたしたちには、選せん択たく肢しが二つ。一つは『即そく座ざに敵を倒す』。もう一つは『隙をついて二人を確保し脱だつ出しゆつする』。このどちらかを選ぶ必要がある」

「うん……」

　選択肢──とはいうが、どちらもさしたる違ちがいはない。

　いずれにせよ、あのクラスカードの黒騎士と戦い、一定以上の優位を得なければならないのだから。

「あっ、そうだ。ミユさん、あの槍やりは？　あれなら一撃必殺だよ」

「……ううん、駄目。今は使えない」

「えっ、そうなの……？」

　サファイアとルビーがすかさず解説を入れる。

「一度カードをインクルードすると、数時間はそのカードが使えなくなるんです」

「どうも『アク禁』をくらうようですねぇ」

「そんな、困る！」

「ええ、だから困っているのです。とはいえ他ほかのカードは使えるのが不幸中の幸いかと」

　まるでカードゲームのように、手持ちのカードを使うしかない。回収済みカードは、今は使用できない『ランサー』以外だと、

『アーチャー』

『ライダー』

　そして、ついさっき手に入れたばかりの『キャスター』。

　この三枚。

「……『ライダー』のカードは試ためしてみたけど──でも、単体では意味をなさなかった。『キャスター』は不明……本番でいきなり使うには危険が大きすぎる」

「ですね。加えて『アーチャー』は役立たず……と。これは選択肢二番でいくしかありませんか」

「……ええ」

　選択肢その一の『即座に敵を倒たおす』を実行する攻こう撃げき力がない以上、その二の『隙をついて二人を確保し脱出する』を選ぶほかない。

　美遊は、杖サフアイアの柄えをギュッと強く握にぎり直す。

「……私が敵を引きつける」

「！　ミユさん！」

「……イリヤスフィールは右側から木に隠かくれつつ接近して二人を確保。即座にこの空間から脱出して。……いい？」

「わ……わかった！」

　もちろんイリヤは美遊の身が心配だったが、しかし他に手段はなく、そもそもイリヤの返事の前に、美遊はすでに飛び出していた。




　　　　２




　飛び出す、は比ひ喩ゆではない。

　美遊は覚えたての飛行術で宙を駆かけつつ、黒騎士へと接近していた。風を切る高速で。

「美遊様、くれぐれもご用心を……」

「……分かってる」

　一いつ瞬しゆん、美遊の背中がぶるっと震ふるえた。

（……さっきは、目が合っただけで気絶しそうなほど怖かったのに）

　なのに今、自分はあの黒くろ騎き士しに向かって、一直線に翔かけている。美遊は自分自身の勇気に驚おどろいていた。

（……イリヤスフィールがいるから？）

　かすかに脳のう裏りにそんな考えが浮うかびかけたが──、

「──オオオオ！」

　黒騎士の唸うなりを聞き、浮かびかけた考えは一いつ旦たん脇わきへと退どけることにした。

（……やっぱり、怖い。でも──あいつ、どうして動かない？）

　美遊とイリヤが『作戦会議』をしている間、件くだんの黒騎士は一歩たりとも動かなかった。

　ときたま美遊やイリヤへと目を向けていたので、認にん識しき自体はしていたのだろう。

　だが、クラスカードの黒騎士は、最初の位置から移動していない。襲おそい掛かかってくることもなければ、逆に退くこともない。ずっと、その場に立っているのみ。

　倒れた凛とルヴィアの傍かたわらに。ただ、ずっと。

「……サファイア、魔ま力りよく弾だんの用意」

「はい……。ですが、ルヴィア様たちと敵の距きよ離りが近すぎます。威い力りよくを抑おさえたものにしないと」

「……そう。大おお弾だまは撃うてないか……」

　このとき美遊は、初めて気づいた。

（──っ！　あいつが、あそこから動かないのは……まさか二人を囮おとりにするため⁉）

　この状態ならば、ルヴィアたちを盾たてにしているのと同じこと。だからこそ移動せず、そしてとどめも刺さぬまま放置をしているのではなかろうか。

　しかも、よく見ればこの位置関係。

　美遊たちから見て黒騎士の右側には、木々や茂しげみや建物があるが、それ以外はなにもない平地。地面にも、ただ低い草が茂っているのみ。美遊はこの地形も意識した上で、自分は正面から、イリヤは木々の陰かげから接近させたのだが……もともと、この場所では他の方法などはない。

（……最初から、選択肢なんてなかった？　こうするように、あの黒騎士に選ばされていたというの⁉）

　だとすれば、あのクラスカードの黒騎士は、高度な知能と戦術眼の持ち主ということになるが……。

「美遊様！」

　サファイアの声で美遊は、はっ、と我に返った。

（……そうだ、敵の前で迷ってはいけない！）

「……なんにせよ、まずは──敵をあの位置からおびき出す！」

　飛行術で宙を舞いつつ、美遊は杖サフアイアを振ふり上げて──、

「砲射シユートっ！」

　魔力弾を発射する。

　威力を抑えつつも、無数の弾たまを頭上から。マシンガンのように。土ど砂しや降ぶりの雨のように。

　これで、あの黒騎士が怯ひるんでもよし。あるいは怒おこってこちらに向かってきてもよし。その隙すきにイリヤスフィールが気絶しているルヴィアたちを助け出す。それが彼女の目もく論ろ見みだ。

　しかし、そのとき、また黒騎士の口から唸る奇音おと。

「──オオオオオオオオッ！」

　と同時に、その周囲には──霧きりが広がる。

　黒い霧。

　空中に、絵筆で黒い線を引いたかのように、帯状に霧が湧わき上がってきたのだ。

　しかも、それは球を形作るように黒騎士の身体からだを覆おおっていく……。

　やがて美遊の放った魔力弾の群れは、黒騎士へと襲いかかるが──全すべての魔力弾は、ぱきん、ぱきん、と音を立て、霧の球面に弾はじかれる。

「──っ⁉　防がれた！」

「敵、損害なし。攻撃が届いていません……」

「あの霧は、いったい……？」

　いいや、関係ない。今やることは、救出までの時間を稼かせぐだけ。──そう思い美遊は、ぐっとサファイアを握る手に力を込めた。

　そして、また杖サフアイアに力を篭こめて突つき出すと、

「砲射シユート！」

　再び、魔力弾を撃ち出す。

　さっきよりも、さらに多く。ルヴィアたちに被ひ害がいの出ない、ぎりぎりにまで威力を高めて。
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　さて、一方イリヤ。

「これは、まずいですねぇ……」

　イリヤとルビーは、大きな松の木の陰から美遊と黒騎士の攻こう防ぼうを見ていた。

「美遊さんの攻撃、読まれています。すぐそばに倒れてる二人がいるから、威力の弱い攻撃しかできないし、狙ねらいも二人を避さけるしかない。出で鱈たら目めに乱射しているように見えて、実は弾だん道どうははっきりしています。相手は、それが分かっているんです」

　しかも霧が魔力弾を弾くと知ってから、ますます狙いは慎しん重ちようになっていた。倒れる二人には当たらぬように。直ちよく撃げきも跳ちよう弾だんも、二人から必ず逸れるように。

　これでは、攻撃は単調になる一方だった。

「ルビー、あの霧ってなんなの⁉　もしかして、また反射平面とかいうやつ？」

「いいえ、なんらかの術を使っている様子はありません。『魔ま術じゆつ』ではないはずです」

「じゃあ、なあに？」

「さあ、それはわたしにも……。ですが──もしかすると、まさか……」

　イリヤとルビーがそう言葉を交かわす間にも、美遊の魔力弾はまた黒騎士を襲う。だが先ほどと同様に、黒い霧の球面は、全ての弾をぱきんぱきんと弾いていく。

「どうしよう、ミユさんピンチだよ……‼　で、でも、相手が剣けんなのは幸いだよね。ああやって離はなれたところから撃ってれば、反はん撃げきされて怪け我がしたりはしないから……」

「いえ……」

　相手が剣だから、離れれば無事。──それは大きな油断であったのだろう。自分たちだって、小さな杖つえで遠えん距きよ離りからの攻撃をしてるというのに。

　黒い霧の球面の中で、黒騎士はすうっと剣を振りかぶる。

　剣には、霧の一部が纏まとわりついていた。

　そして黒騎士は、その剣を一いつ閃せん！　空を舞う美遊に向けて！

　その剣は、美遊やイリヤの背せ丈たけほどの長さがある大剣であったが、無論空まで届くはずはない。──否いな、そのはずだった。

　だが……。

「な……っ⁉　そんな──‼」

　剣は、発射とばした。

　纏わりついていた黒い霧を。

　ただ剣を振るっただけでありながら、霧は黒い刃はとなって、遥はるか空中の美遊を襲ったのだ。

　美遊とサファイアはとっさに障しよう壁へきを張り、刃を防ぼう御ぎよしようとする。

「いけない、サファイアちゃん！　防御ではなく、避よけるのです！」

　ルビーが、いつになく真しん剣けんな語調で叫さけんでいた。だが、その叫びも虚むなしく……、

「──ううッ⁉」

　美遊が、鈍にぶい悲鳴を上げた。

　霧の刃が、美遊の肩かたを斬きり裂さいたのだ。

　防ぼう御ぎよ障壁を張っていたのに。刃は障壁をすり抜ぬけた。

「ミユさん！」

　血がぷわっと飛び散り、赤い雨となってぽたぽた地面に落ちる。

「間ま違ちがいありません……。やはり、あの霧は『魔術』ではありません。あれは、信じがたいほどに高密度な──魔ま力りよくの霧！　あの異常な高魔力の領域に魔力弾が弾かれていたようです。だから防御障壁を無効化したのです」

「そんな……。じゃあ、障壁じゃ身を守れないってことなの⁉」

　美遊は空に浮かんだまま、『ううっ』と肩を押さえて蹲うずくまる……。

「ミユさん！　しっかりして、ミユさん！」

　今の一いち撃げきで、美遊がしばらく行動不能だと判断したのだろうか。

　黒騎士は、宙で動かぬままの美遊に、くるりと背を向け──『オオオ』と例の呻うめきを上げる。

　イリヤの方へと向き直りながら。

「あー……困りましたね。次はこっちの番らしいですよ」

「えっ⁉」

　黒騎士にとって木々に隠かくれてもう一人が来ていることは、とっくに想定の内だったのだろう。ただ、先に飛んでいる方から仕留めたというだけのこと。

　美遊に深ふか傷でを負わせた今、当然ターゲットは移行する。

「逃にげてください！　今狙われてるのはイリヤさんです！」

　黒騎士は、今度は横一文字に剣を振るう。

　霧の刃は木々を派手に薙なぎ払はらいつつ、イリヤに向かって飛来する。

「きゃあっ⁉」

　慌あわてて身を屈かがめて避けるイリヤ。この一撃目は、なんとかかわした。だが……。

「二撃目、来ます！」

　気がつけば、黒くろ騎き士しは先ほどよりもさらに大きなモーションで剣を振るい──前回より強力な、二撃目の霧きり刃は。今度は縦に振り下ろす。

　猛もう烈れつに大地を抉えぐりつつ、衝しよう撃げきで木々を吹ふき飛ばしながらイリヤに霧刃が迫せまりくる。

　イリヤは地面を転がりながら、その一撃を必死にかわす。男子勝まさりと言われた運動神経を駆く使しして、上手うまく避けたはずだったのだが……、

「きゃああああっ⁉」

　巻き起こる衝撃でマントや服が──そして二の腕うでやふとももの、幼い肌はだが裂けていく。

「痛っ……！　あ、あっ……腕が……血っ……！」

「イリヤさん大だい丈じよう夫ぶ、軽傷です！　すぐ治せます！」

「で、でもぉっ……だって、血が出てるんだよぉ⁉」

　流れる自らの血を見たイリヤは、両りよう脚あしから力が抜けてしまったのだろう。へたり、とそのまま地べたにお尻しりをついた。

　彼女は、たったの一〇歳。まだ小学五年生の女の子。

　そんな幼い少女にとって、皮ひ膚ふが切り裂かれて血が流れるのが、どれほどの大事であったのか。本当はルビーも知らないわけではなかった。

「こんなの強い子ならへっちゃらです！　痛くない！　痛くない！　だから──立ってくださいイリヤさん！」

　黒騎士は、がちゃり、とイリヤに向かって歩を進める。イリヤはへたり込んだまま、必死にお尻で後ずさる。

「イリヤさん、早く逃げて！　追つい撃げききます！」

「う……あうう……」

　そんな涙なみだ目めの少女に向けて、剣を大上段に振りかぶる。きっと、殺す気の一撃だ。

（──だ、だめ……避けられないっ⁉）

　イリヤは恐きよう怖ふに思わず目をつぶる──。

「イリヤさん！」

　そんなルビーの叫びと、奇くしくも全く同じ瞬しゆん間かん。

「イリヤスフィール！」

　もう一人、イリヤの名を呼ぶ声が。

　それは美遊の声。上空から美遊が、手負いのまま叫んだ声だ。

「美遊様、傷の治癒リジエネレートを……」

「いいえサファイア、あとでいい！　それよりも──イリヤスフィールを！」

　もし自分が助けなければ、イリヤスフィールは……。

　想像すると、自然と背筋がぞっとなる。なぜ、こんな気持ちになるのか美遊自身にも理解できていなかったが──ともあれ、彼女は全速力で飛んでいた。とっさに。ほぼ無意識に。慣れない飛行術で、涙目のイリヤのところへと。

　速度が音速近くなると、空気が粘ねばりつくようで鬱うつ陶とうしい。そんないわゆる『音速の壁かべ』を搔かき分けながら。

　黒騎士が、剣をイリヤへと振ふり下ろす──その、わずかコンマ一秒前。

　美遊はイリヤと黒騎士の間に超ちよう音おん速そくで割り込んだ。

「サファイア！　物理保護全開！」

「はい、美遊様。当然です」

　大上段から振り下ろされた黒騎士の剣を、美遊は杖サフアイアで受け止めた。

　その（一見すると）鉄の剣と、（一見すると）プラスチックの杖。二つの武器は、がきん、と鈍い金属音を響ひびかせる。

　美遊と黒騎士の力は、互ご角かくなように見えた。しかも、このように鍔つば迫ぜり合いの状態ならば、例の霧刃攻撃もできないはずだ。あれは剣を大きく振るうことで、霧きりを刃やいば状にして飛ばすのだから。

　だから戦せん況きようは美遊にとって、先ほどまでより好転しているはずであったが──。

「──オオオオオオオオッ！」

　しかし黒騎士の、凄すさまじい膂りよ力りよく。

　美遊も、斬られた肩の治癒促進リジエネレーシヨンを後回しにしてまで、魔力を身体能力の強化に集中させていた。今の彼女の腕わん力りよくならば、大型のダンプカーくらいは持ち上げることも可能だろう。だが、黒騎士はそれ以上。

　これは、純じゆん粋すいな腕力と、プラス技ぎ巧こう。黒騎士の動作は、指の一本の動きまで、自らの肉体の使用法に精通した『訓練された戦士』の動き。対して美遊は『ただ力が強い子供』にすぎない。鍔迫り合いでは、筋肉の強さ以上に、この差が大きな意味を持つ。黒騎士の剣に、美遊はじりじりと圧おされていく。

（……もしかして、誘さそわれたのかも）

　また、黒騎士の策であったのかもしれない。イリヤを狙うことで、飛んでいる美遊を地面にまで誘い出す。それも治癒リジエネレートする間もなく、手負いのままで。実際にクラスカードたる黒騎士がそこまでの複雑な思考でもって行動をしていたのか、現在それを確かめる術すべはない。だが美遊の目には、そう見えた。

　黒騎士の両りよう腕うでは徐じよ々じよに力を増していく。やがて均きん衡こうは崩くずれていき──。

「──オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおオオオオオッ！」

「きゃあああっ！」

　美遊は、大きく吹き飛ばされる。あんな鍔迫り合いの状態からでありながら、何十メートルもの距きよ離りを飛ばされていた。

　真後ろにいたイリヤを巻き込んで。
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　イリヤは土の地面にどさり、と落ちて、

「あいたたた……」

　と痛がった。

　だが、美遊と一いつ緒しよに黒騎士に吹き飛ばされて、二人で団子のように一固まりになりながら地面に激げき突とつしたのだ。『痛い』で済んだのは幸運であったのだろう。

　それに、吹き飛ばされたというのも幸いだ。少しは距離を取ることができた。

「……イリヤ……スフィール、だいじょうぶ……？」

「ミユさん……‼　ミユさんこそ平気なの⁉」

「……私は、へいき」

　噓うそだ。ただの強がりだ。

　吹き飛ばされた瞬間、サファイアは全力で美遊を治癒促進リジエネレーシヨンしていたため、むしろ鍔迫り合いしていたときよりも傷は軽傷になっていた。だが、疲ひ労ろうもあっただろうし、なによりも精神的なダメージはまだ癒いえてはいまい。激痛を感じたという記き憶おくまでは、治癒促進リジエネレーシヨンでは癒えないものなのだから。

　と、そこにルビーとサファイアの甲かん高だかい声。

「ふー皆みなさん、ご無事でなによりです。しかし、まずいですね……あれって、とんでもない強敵ですよ」

「はい姉さん」

　いつもの素すっ頓とん狂きような語調だったが、ほんのわずかに焦あせりが見えた。

「魔ま力りよく砲ほうも魔ま術じゆつも無効。遠えん距きよ離りも近きん距きよ離りも対応可能。こちらのアドバンテージが真正面からことごとく覆くつがえされてます。直球ド真ん中で……最強の敵ですよ、アレ」

「最強……」

　ありふれた言葉でありながら、なんと絶望的な響きであることか。

　ただの喩たとえではなく、説得力を伴ともなう『最強』。しかも、それが敵だとは。

　イリヤはつい、怯おびえた表情で身を震ふるわせる。

　そんなイリヤに美遊は、ぽつり、と小さな声をかけた。

「……イリヤスフィール、逃げたいの？」

「え……っ？　ううん、ミユさん、そんな……」

　これも噓だ。本当は、イリヤは逃げ出したい気持ちでいっぱいだった。

　自分が痛くて危険な目に遭あったのも理由であるし、それに──さっきの美遊。

　身の危険を顧かえりみず、イリヤのことを助けてくれた。もちろん、それには感謝している。だが、だからこそ、イリヤはそんな美遊が傷つくことが怖ろしかった。

「……ううんイリヤスフィール、隠さなくてもいいわ。無理もないもの。状じよう況きようは最悪。今までの敵とは基本性能が違ちがいすぎる。倒たおすどころか撤てつ退たいすらさせてもらえない……‼」

「ミユさん……」

　強くて格好よくてなんでもできる美遊が、弱音を吐はいている。

　イリヤにとっては新たな絶望であるとともに、少しだけ距離が縮まった瞬間でもあった。そんなことを思っている場合でないのは分かっていたが。

　一方、最初の絶望たる黒騎士は、あらためて剣けんを構えながら、一歩、また一歩とイリヤたちへと迫りくる。二人の額に緊きん張ちようの汗あせが垂れる。

　だが、次の瞬間！




　──ちりりっ

　──ドドン、ドドン




　ちりり、は宝石が発火する音。

　ドドン、は爆ばく音おん。二発分。

　これは、宝石魔術。黒騎士の身体を爆ばく炎えんが包む。

「え……っ？　今のって──」

「おやおや、まさかの展開ですねー」

　イリヤと美遊、そして二本のカレイドステッキは、一いつ斉せいにその方向を見た。

　一同のいる場所から、七、八〇メートルほどの距離であろうか。それは、最初に黒騎士の立っていた地点。

　窮きゆう地ちのイリヤたちを救う、宝石の一いち撃げき。それを放ったのは……、

「とし……凛さん！　ルヴィアさん！」

　まだ立ちあがれない。だが、なんとか上半身のみ起き上がり、宝石を放はなった──そんな、必死の攻撃。

　二人の魔ま術じゆつ師しは、土つち埃ぼこりに塗まみれながらも、その目は黒騎士を見み据すえていた。
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　イリヤたちを救うべく、黒騎士に一撃を加えた凛とルヴィアだったが──しかし、そのまま力尽き、再びがくりと地ちに伏ふした。

　今のこの二人ほど『満まん身しん創そう痍い』という言葉の似合う少女はいないだろう。

　遠坂凛は、プライドの高い女だ。本来なら、このように『泥どろだらけになりながらも、なにかを成し遂とげる』というタイプではないのだが、その一方、

「ぐっ……。はあ、はあ……っ……」

　泥だらけにされたまま、仕返しも果たさず泣なき寝ね入いりするような女でもなかった。

　黒くろ騎き士しにやられたダメージは癒えていないが、震える手を必死に動かし、地面に手をつき──。

「起きろっ！」

　落ちていた小石を、ルヴィアに投げた。

　小石は、こつん、とルヴィアに当たる。

「なに、寝ねてんのよ……エセお嬢じよう様さま。天てん蓋がいつきの、ベッドじゃなきゃ、寝られないんじゃ、なかったの、かしら……‼」

　ルヴィアゼリッタ・エーデルフェルトも、プライドの高さでは凛に劣おとることはない。同じく小石を投げ返し、凛の頭にこつんと当たる。

「なにを勘かん違ちがい、してらっしゃるの、かしら……。私ワタクシは、ただ、休きゆう憩けいしているだけ、です。っっ……さすがは、浅せん薄ぱくな考えしか持てない、庶しよ民みん、ですわね……」

　今度はルヴィアに、またこつん。

「はぁ、はぁっ……で、いつまで寝てるつもり、なのよ」

　また凛にこつん。

「あなたこそ……くっ、いつまで、寝ている、おつもり？」

　そして二人は、そのまま黙だまり、

　こつん、こつん、こつん、こつん、

　しばらくは、小石の当たる音と荒あらい息だけが聞こえていた。

　やがて二人は顔を上げ、ちらりとだけ視線を交かわす。これはおそらく、なんらかの『決意』と『同意』の顕あらわれであろう。

「ああ、苛いら々いらする、わね……たぶん、いつも通りに、この苛々の原因は、あんたなのよ、ルヴィア。だから、殴なぐらせなさい……」

「まあ。苛々しているのは、私ワタクシのほうですわ。もちろん、いつも通りに、どこかの庶民のせいに決まっています……しつけの必要が、あるよう、ですわね……」

　二人はずるずると互たがいに這はい寄って、まるでプロレスラーが力比べをするような体勢で、手と手を摑つかみ合うと、

「く、ううううううううううううっ……‼」

「んおおおおおおおおおおおおおっ……‼」

　と、そのまま相手の手を支えに、ゆっくりと立ち上がっていく。

　どちらも息は荒く、握にぎり合う手は震えていたが、それでも口元は二人とも、にやり、と不敵な笑えみを浮うかべていた。

「はっ……今、初めて、役に立ったと認めてあげるわ、エセお嬢様。杖つえ代わりには、なったじゃない……‼」

「こっちの、台詞せりふ……ですわ！」

　立ち上がるにつれ、腕うでの力が足りてないためか、それとも力が入りすぎていたためか、二人の顔は額がくっつくほどに近づいていたが……、

「「せえのおっ！　だらっしゃあああッ！」」

　珍ちん奇きな掛かけ声と共に、そのまま互いの額に向けて──力いっぱい頭ず突つきを入れた！

　ごちんっ、という音が鏡きよう面めん界かいの中に響ひびく。

「あいたたた……」

「なんという石頭ですの……」

　気合いを入れ合うつもりだったのか。あるいは照れ隠かくしであったのか。はたまた、せっかくなので頭突きを喰くらわしてやりたかっただけなのか。

　ともあれ、二人は頭突きの反動で離はなれ、それぞれの足で立つ。

　凛とルヴィア、まだふらつく、それぞれの足で。

　そして、憎にくき黒騎士をキッと睨にらむ。

　凛たちが立ち上がったとき、黒騎士は未いまだ宝石魔ま法ほうの火柱に包まれていたが、しかし二人の復活を見たからであろうか。例の霧きりの障しよう壁へきで、火柱を一気に消し飛ばす。

　四方に散った炎と黒霧の中から、黒騎士はがしゃりとブーツを鳴らしつつ、悠ゆう然ぜんとその姿を現した。

　鎧よろいに傷一つない状態で。

「はは……無傷、か……」

「まったく、嫌いやになりますわねえ」

　凛とルヴィアは無理して笑みを浮かべつつ、傷だらけの手で宝石を構えた。
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「やったぁ！　見て見て、二人が立った！」

　数十メートル離れた地点で、喜ぶイリヤ。

　だが、美遊は小さく首を振ふる。

「……駄だ目め。今の二人では、あいつには勝てない。下手へたに手を出しても危険なだけ……」

「えっ……そんな⁉」

　不安がるイリヤに握られながら、杖ルビーは追い討うちの言葉をかけた。

「それは凛さんたちも、ご承知でしょう」

「そんな、ルビー‼」

「どうせ、あのまま倒れていても、見み逃のがしてくれてたとは思えません。だから、あえて立ち上がり戦いを挑いどんだのでしょう」

「ど……どうしよう⁉　ねえルビー、どうすればいいの⁉」

「オブブブブブブブ」

　最後のオブブブは、イリヤがルビーの柄えを摑んでぶんぶん前後に揺ゆすっていたせい。がくがく揺らされ、ちゃんとした言葉が出なくなっていたためだ。

　このようにイリヤは狼ろう狽ばいしていたが……、

「落ち着いて、イリヤスフィール！」

　きっ、とした顔で、美遊はイリヤの瞳ひとみを見つめた。

「ミユさん……」

「……私が敵に張り付いて足止めする。イリヤスフィールは、その隙すきに二人を救出して」

「だ、駄目！　そんなの駄目！　それじゃ、さっきと同じだよ！」

「いいえ、物理保護を全開にすれば一〇秒はもつ！」

「でも……」

「ルヴィアさんたちが起きている分、さっきよりも成功率は高いわ。それに、どうせ……他ほかに方法なんてない……」

「それは、そうかもしれないけど──でも、ダメーッ！　ミユさんが危なすぎだよ！」

「イリヤスフィール！　どうして分かってくれないの！」

　言い争う二人。

　だが、密ひそかにその頭上に忍しのび寄る影かげがあった。それは──。

「必殺──ルビーデュアルチョップ！」

「あだっ⁉」

「はぐぅ⁉」

　ルビーデュアルチョップ。それは魔法の杖カレイドステツキマジカルルビーが左右に一枚ずつつけている羽（っぽい飾かざり）で、二人を同時にズバン、ズバンとチョップする技わざである。より詳くわしく知りたい人は、『モンゴリアンチョップ』でｗｅｂ検けん索さくしていただきたい。チョップされたイリヤと美遊は、それぞれ『あだっ⁉』『はぐぅ⁉』と悲鳴を上げた。

「いたたたた……。ルビー、こんな時になにするの⁉」

「……今のは、予想外に痛かった」

　意外なほど痛いチョップに、二人は叩たたかれた頭を押さえてうずくまる。

　そしてルビーは羽で、痛がる二人をビシッと指（？）差して言った。

「お二人とも、ケンカしてはいけません。まったくもー、こんなときにケンカしてどうするんです。そんなことでは立派な魔法少女にはなれませんよ？」

「だ、だって……」

「分かっています。このままでは勝機なし……ですから、最後の手段を使いましょう。わたしとしては、本当は使いたくなかった手なのですが。……いいですね、サファイアちゃん」

「はい、姉さん」

「えっ……最後の手段って、どんな手なの？」

「説明すると長いのですが、つまり──」

　ルビー、ピッと決めポーズふうに羽を立てて、曰いわく。

「第三の選せん択たく肢しです」
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「Zeichenサイン……爆ばく炎えん弾だん七連──‼」

　凛の攻こう撃げきにより、黒騎士は炎ほのおに包まれる。

　……が、包まれただけだ。すぐにまた、無傷で炎の中から出てくる。さっきから、ずっとこれの繰くり返しだ。この程度の術は、足止めにすらならないだろう。




　──がしゃり




　ほら。

　また、がしゃりとブーツを鳴らしながら、黒騎士は炎の中から出いでて凛たちへと歩を詰つめる。

「やっぱり、効かないか……」

「宝石も残りわずかですわ。くぅっ、こんなところで……‼」

　凛とルヴィアは、歯は嚙がみしつつ黒騎士を睨む。

　さっきまでは『満身創痍』。

　しかし、今は『絶体絶命』。

　二人の窮きゆう地ちは、わずかずつ、しかし確実に悪化レベルアツプしていた。

　だが、そのとき──。

「──リンさん！　ルヴィアさん！」

　凛たちの名を呼びながら、高速度で接近する二つの物体。

　それは飛行術で超ちよう低空を飛んでくる、イリヤと美遊の姿だった。

　その小さな援えん軍ぐんの姿を見つけた凛とルヴィアは……二人とも、青ざめていた。

「バカっ！　来ては駄目！　あんたたちじゃこいつは倒たおせない！」

　少女たちの身を案じた凛の言葉に対して、イリヤの答えは、こう。

「うんっ、分かってるっ」

　イリヤと美遊の選択肢は、二つ。

　その一は『即そく座ざに敵を倒す』。

　その二は『隙をついて二人を確保し脱だつ出しゆつする』。

　だが、その一は不可能で、その二は失敗してしまった。

　倒せない。救出もできない。だから──イリヤと凛は選んだ。

「選択肢……三番！」

　次の瞬しゆん間かん、イリヤと美遊の転身は解除。普ふ段だん着ぎ姿の二人に戻もどる。

　と、同時に──。

「「──コンパクトフルオープン！　鏡界回かい廊ろう最大展開！」」

　ルビーとサファイア、二本の魔法の杖カレイドステツキの掛け声と、周囲一帯を包む眩まぶしい光。赤と青、二つの閃ひらめき。

　赤い光は、凛を包み、

「まったく……世話の焼ける人たちです。見捨てるのも忍びないので、今回だけ特別ですよ」

「よく言うわ。最初からこうしてれば良かったのよ」

　青い光は、ルヴィアを包んだ。

「ゲスト登録による一時承しよう認にんです。……不本意ですが」

「何を偉えらそうに……これが本来の形でしょうに」

　眩しい閃きは、繭まゆのように体を覆おおい、

　変えた。

　変わった。

　二人の姿が。

　遠坂凛とルヴィアゼリッタ・エーデルフェルト、二人の魔ま術じゆつ師しは──魔法少女カレイドライナーに！

　可愛かわいらしい衣い装しようにその身を包まれながら、二人はひどく不敵な笑え顔がおを浮うかべた。

「それじゃ、本番といきましょうか」

「ええ、ちょちょいと捻ひねってやりますわ」

　第三の選択肢。

　それは、パートナーチェンジ。
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　これは余談ではあるのだが──魔法少女カレイドライナー化した凛りんとルヴィアの衣装は、超ミニスカートで、フリルとレースがフリフリだ。

　おまけに耳みみ＋尻尾しつぽつき。

　凛は猫、ルヴィアは犬の。
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「いやー……しかし相変わらず、なんというか──」

　魔法の杖カレイドステツキマジカルルビーは、自分の柄を握にぎる凛へと言った。

「凛さん、いい年こいて恥はずかしい格好ですねー」

「お前が着させてるんだろーがーッ！」

　凛は、ガンガンとルビーを地面に振り下ろし叩きつける。

　そんな無益で醜みにくい争いを見ながら、イリヤ（転身解除後）は、

（ハタから見ると、魔法少女ってやっぱり恥ずかしいなあ……）

　と、乾かわいた笑いを浮かべるのであった。

「フ……遠トオ坂サカ凛リン、見苦しいですわよ」

「ルヴィア？」

「貴女あなたにその服が似合わないのは、内面が捻くれまくってるからでしてよ？　この服を着こなすにも品格というものが必要なのですわ。そうっ、この私ワタクシのように！」

　どうやら『自分は似合う』と言いたいらしい。

　そんなルヴィアの言葉を聞き、凛は、

「うわっ、バカだ、バカがいる！」

　とテンション高めながらも冷たいコメント。

「いやー、さすがセレブはファッションセンスもナナメ上ですねー」

　他人ごとのように笑っているルビーに、凛はひと言言ってやろうと思ったのだが、しかし、その瞬間！




　──ごおっ




　と大気の唸うなる音。

　凛めがけて、黒くろ騎き士しの霧きりの刃やいばが飛来した。

「うわっと⁉」

　慌あわてて飛行術で宙に舞まい上がり、凛は刃から身をかわす。

「ほらほらボケーッとしてる暇ひまはありませんよー。今は戦いの真っ最中です！」

「あのね……年中ボケ倒しのあんたには言われたくないわ！」

　また余談になるが、今の霧きり刃は攻撃は音速を超こえた速度であったため『ごおっ』の音は、常人には刃よりも遅おくれて届く。音を先に感じ取ったのは、魔法少女カレイドライナーの超感覚あってのものだ。

「なんにしても気をつけてください。この斬ざん撃げきは魔ま力りよくと剣けん圧あつの複合攻撃です。魔ま術じゆつ障しよう壁へきだけでは無効化できません」

「厄やつ介かいね……。防ぼう御ぎよに魔力を割さきすぎると攻撃が貧弱になるわ」

　同様に飛行術で飛び上がったルヴィアが、凛の横で頷うなずいた。

「ですわね……。そんな貧弱な攻撃では、あの霧の壁かべは突とつ破ぱできない……‼」

　黒騎士の周りには、また例の黒い霧の壁。

　生半可な攻撃では、全すべて弾はじかれてしまうだけだろう。

　果たして、いかなる方法で、この黒騎士の霧を攻こう略りやくすればいいのか──？

「やれやれ、しょうがないわね……」

「ええ、しょうがないんじゃありませんこと？」

　凛とルヴィアは、互たがいに目配せした後、こくりと小さく頷いた。

「ならば──」

　ルヴィアは飛ひ翔しようしつつ、サファイアを振ふるうと、

「いきますわよ……砲射シユート！」

　眼下の黒騎士に向けて、無数の魔ま力りよく弾だんが降り注ぎ、あたり一面は爆ばく煙えんと爆ばく風ふうに包まれる。

　その光景を見たイリヤと美み遊ゆは、驚おどろきに『あっ』と息を吞のんだ。

　イリヤたちが使っていたのと同じ魔力弾であったはずなのに、威い力りよくがまるで違ちがう。はるかに強い。

　基本性能とでも呼ぶべきものが、まるっきり違っていた。

　これは、魔力を扱あつかう者としての『基き礎そ力』の差であったのだろう。魔ま術じゆつについて正規の教育を受け、首席を争うほどの成績を収めたルヴィアたちだ。魔法の杖カレイドステツキとの出会いまで魔法や魔術の存在すら知らなかったイリヤとは、大きく差があって当然だろう。

　ただ、その無数の魔力弾は、黒騎士の霧によって防がれ、ただただ無む為いに爆ばく発はつを繰り返すのみであったのだが、

「よしッ！」

　実は、それすらも作戦のうち。

　爆煙の中から、ルビーを手にした凛が飛び出す。ルヴィアの魔力弾は全て、目くらましのためだけに撃うたれたもの。凛は、そのまま杖ルビーを振りかぶりつつ黒騎士へと肉にく薄はくし──、

「っしゃあーッ！」

　気合いと共に、斬きりつけた。

　杖で、『斬りつけた』。ルビーの先せん端たんから、鋭するどい剣が生えていたのだ。

　それは、高密度の魔力で編まれた刃。これならば魔力の霧も突破できる上、残りの魔力を防御や強化にまわすことが可能となる。イリヤと美遊は『こんな使い方があったのか』と、驚きに目を丸くしていた。

「──オオオオ……」

　黒騎士は、自らの剣でルビーの刃を受け止める。

「ちっ……こいつ、腕わん力りよく強い！　ルビー、筋力が足りてないわ！　身体強化、七！　物理保護は三！」

「こき使ってくれますねー」

　増ぞう幅ふくされ、互ご角かくの筋力を得た凛は、黒騎士と激しく打ち合った。

　黒騎士の剣と、凛の魔法の杖カレイドステツキ。

　互いを打ち鳴らす二つの刃。

　凛は素す早ばやく黒騎士の周囲を跳とび回りながらの攻こう撃げきを繰くり返す。

「でええええいっ！」

　そんな凛の気合いの声を、上空に浮かぶルヴィアが笑った。

「あらー、すごい声ですこと。まるで動物園から逃にげ出したアカホエザルのごとしですわね」

「はぁぁ⁉　そんなこと言ってる暇があったら、さっさと──」

「おっと、そちらの方は問題ありませんわ。そんな山やま猿ざるさんに、ささやかなバナナの皮のプレゼントでしてよ。五秒後、四時方向に七歩」

「ちっ、手て際ぎわだけはいいんだから……」

　凛と黒騎士の剣けん戟げきは続く。

　だが、やはり慣れない接近戦であったためか。凛はじりじりと圧おされていく。ほんのわずかに、少しずつ。具体的な数値を述べるとするならば、

　五秒で、四時方向に七歩退さがった。

「やった、どんぴしゃ！」

　瞬間。黒騎士の足あし下もとから光。土の中から。

　それは、ルヴィアの仕し業わざ。先ほど上空から無数の魔力弾を撃ち込んだ際、一発だけ爆発しない弾たまを撃ち込んでいたのだ。これは『不発』ではなく──『時限式』。

　鈍にぶい爆発と共に、黒騎士の足下の地面が抉えぐれて、一いつ瞬しゆん、ほんのわずかにバランスを崩くずす。一連の複雑な策は、この一瞬、このわずかなバランスのためだけに為なされていたものだった。

「ル～ヴィ～ア～……だ・れ・が……」

　凛は、まるで野球のバッターのような構えで、杖ルビーを思い切り真横に振りかぶり……、

「山猿だコラーッ！」

　そのまま黒騎士めがけて、フルパワーで振り抜ぬいた。

　黒騎士はすかさず剣で防御ガードするが、しかし、さすがはフルパワー。凛の一いち撃げきは防御ガードごと黒騎士を吹ふき飛ばす！

　なんという力。なんという知略。そして、なんというチームワーク。

　二人は相変わらず不仲のままであるのだろうが、それでも見事なまでのコンビネーションプレイであった。

「フー凛さん、うまくいったようですね。わたしとしては泥どろ臭くさい肉にく弾だん戦は主義に反するのですけどー。魔法少女はもっとハデでキラキラした攻撃をすべきですのに」

　そんなルビーの言葉を聞いて、上空からオホホとルヴィアの笑い声。

「あらルビー、無理を言うものではなくってよ？　その女は所しよ詮せん遠トオ坂サカ凛リン。世界で最もエレガントとは程ほど遠とおい存在なのですわ。この私ワタクシとは違うのです」

「はぁ⁉　ルヴィア、なにがエレガントよ！　無む駄だに派手なだけのくせに！」

「ホホホ、負け惜おしみを。所詮、人生どぶねずみ色の遠トオ坂サカ凛リンにはそんな泥臭い戦い方がお似合いなのですわ」

「そうそう、泥臭いというか、絵的にもイマイチですし、コレ」

「うっさい、ルビー‼　ルヴィアバカと一いつ緒しよになってゴチャゴチャ言うんじゃないわよ！　刃を交えて初めて見えるもの、ってのもあるの！」

「フーン、そんなもんですかねー」

　実際に、凛には『刃を交えて初めて見えたもの』もあった。

　この黒騎士──実体はあるものの、人間らしい意思はまったく感じられない。システマチックに敵を捕ほ捉そくし、武器を構え、技ぎ巧こうを振るい、策を弄ろうする。感情ではなく、そうするのが当然のように。そのためだけの存在のように。

　まるで目の前の敵を倒たおそうとするだけの機械か獣けもの。

　あるいは、これこそが『英えい霊れいの現象』というものであるというのか。

　剣と剣を交かわした結果、凛には初めてそれが実感として理解できた。

「──オオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ！」

　黒騎士の咆ほう吼こうに、凛はハッと我に返る。

「あー……やっぱり、アレだけじゃ終わらないわね」

「ですねー。作戦その二の出番のようですよ？」

「まったく……。その二は痛いからイヤだったんだけど……」

　そう呟つぶやく間にも、黒騎士は凛に急接近。懐ふところにまで飛び込んでいた。

「だあっ！　ちょっ、このっ！」

　凛は懸けん命めいに反はん撃げきしようとルビーを振りかぶり、接近する黒騎士にカウンターの一撃を浴びせようとするが……、

「あ……っ、しまった……」

　その振りかぶった肘ひじは、黒騎士の左手に摑つかまれた。武器を押さえられ、無防備になる凛。そのがら空きの脇わき腹ばらへと、右手のみで握にぎられた黒くろ騎き士しの剣が迫せまる。

　この黒騎士の腕うでならば、人間の胴どうくらい、片手どころか手首の捻ひねりだけでも五人、一〇人は真っ二つにできるであろう。そんな剣が。だが──、

「今よ、ルビー‼　物理保護全開！」

　剣が、凛の脇腹に直ちよく撃げきする。だが、その刃は肉には通らず、それどころかギギッと脇腹で受け止められた。

　先ほどの『しまった』は、ただの演技。

　剣の柄つかを、凛の手はガッと握り締しめる。

「ようやく捕つかまえたわ……」

　そして、ルビーは光を発する。凛は叫さけんだ。

「砲射フオイア！」

　密着状態からの零れい距きよ離り砲ほう撃げき。黒騎士の脇腹に、避よけようもない魔力弾が直撃した。

　黒騎士は、魔力弾を喰らった脇腹を手で押さえつつ、再び後方へと吹き飛ばされる。

「いったー……剣使い相手に接近戦なんてやるもんじゃないわね……」

「両手持ちだったらやばかったですね」

　撃たれた黒騎士同様、撃った凛も、脇腹を押さえていた。まさしく肉を斬らせての捨て身の攻撃といったところか。

　そんな痛がる凛の横に、すうっ、と上空からルヴィアが降りてきた。

「ま、ひとまず時間稼かせぎご苦労様といったところですわね」

「なにその言い方ムカつく。それより準備できてるんでしょうね？」

「ふん……当然ですわ」

　凛も本当は分かっていた。すでに『準備』は終わっていると。背後から感じる魔力の気配で。

　わざわざ目線を向けなくとも分かる。今、凛とルヴィアの上空には、

　魔ま法ほう陣じん。

　それも、二〇メートル級の魔法陣が、何十──いや、一〇〇を遥はるかに超こえる数で浮うかんでいた。

「シュート一六七回分のチャージ完かん了りよう！　前の敵キヤスターとは、ちょうど立場が逆ですわね」

　この空に描えがかれていた魔法陣は、ルヴィアによれば一六七陣。さらに、それら自体も陣を描くかのように配置されている。最初から、凛とルヴィアの狙ねらいはこれだった。

「オッケー……じゃあ我が慢まんタイムはおしまい！　ぶっ飛ばしてあげるわ！」

　凛とルヴィアは、マジカルルビーとマジカルサファイア、それぞれの魔法の杖カレイドステツキを構え──、

「斉射シユート！」

「斉射フオイア！」

　発射はなった。

　空に浮かぶ一六七の魔法陣から、極大の魔ま力りよく砲ほうを。

　それはまるで星なき鏡きよう面めん界かいの空に創造された、新たな銀河のようでもあった。

　一いつ般ぱん物理学的にも、これほどの衝しよう撃げきになると、もはや爆ばく音おんは聞こえない。あまりの運動エネルギーのために空気の振しん動どうは打ち消し合い、爆ばく心しん地ちでは逆に無音状態となるものだった。即すなわち、黒騎士のいる地点がそう。音すらも破は壊かいする破壊のエネルギーが、眩まぶしい光を伴ともないつつ、黒騎士へと降り注ぐ。

　理論上、この七色の魔力の光で、灼やき尽つくされぬものは存在しない。──あの黒騎士であろうとも、だ。

「フー、よーやくスカッとしたわ」

「ホーッホッホッホ！　楽勝！　快勝！　常勝ですわー‼」

「ふん……。ま、意い地じ汚きたないエセお嬢じよう様さまも一緒に吹っ飛んでくれたらもっとスカッとしたんだけどね」

「はぁ⁉　誰だれが意地汚いんですの⁉　聞き捨てなりませんわね、遠トオ坂サカ凛リン！」

「あんた以外にいないでしょうが」

「だから、どうして⁉」

「人並みの恥はじらいってものがあれば、あんな自分一人の手て柄がらみたいに全力で高笑いとかできないモンなのよ！　普ふ通つうなら！」

「あら、だって働いたのは主に私ワタクシですもの。当然でしょう？」

「なっ、よく言うわね⁉　身を張って時間を稼いだ誰かに感謝の言葉の一つくらいあってもいいんじゃないかしら？」

「そんなこと言われましてもー。私ワタクシが見たのは単に下品なお猿さるさんが大暴れしていたところだけですしー。きっとナイスタイミングなナワバリ争いだったのですわ」

「あー……今の、さすがにイラッときた」

　つい先ほどまでは、見事なコンビネーションを見せていた凛とルヴィアであったが……、

「……いやいや、やっとわかったわ。最初からあんたに恥じらいなんてあるわけなかったわね。だって縦ロールだもの」

「ちょっと、私ワタクシの髪かみ型がたは関係ないでしょう⁉」

　二人はまた、いつものようにいがみ合っていた。だが、これも勝利の余よ裕ゆうがあってこそのものだったのかもしれない。

「関係あるわよ！　一般人には羞しゆう恥ちプレイでしかない髪型を恥ずかしげもなく毎日毎日ワッサワッサ！　きっと羞恥心って概がい念ねんをどっかに置いてきちゃったのねー‼　プライマリースクールとかに！」

「このエレガンスが理解できないとは！　遠トオ坂サカ凛リン、やはり貴女あなたは無教養な猿のごとしですわ！」

「落ち着いてください、ルヴィア様」

「人のことをまだ猿呼ばわり！　久しぶりの転身で力が余ってる気がするわ！　どこで解消しようかしらねぇっ！」

「凛さん、わたしで解消しないでください。オホーッ⁉　凛さん、柄を曲げちゃらめぇーっ！　ギブ、ギブですよーっ、イヤぁ、そんなに曲げられたら中身出ちゃうー！」




　　　　＊




　さて一方、イリヤと美遊。

　二人は破壊の跡あとを見ながら、ただただ驚おどろき、ぽかん、と呆あつ気けに取られていた。

「なんて、すごい……」

「……ええ。何もかも格が違ちがう……‼」

　目の前には、巨きよ大だいなクレーター。あたり一面はぽっかりと半球状に抉えぐれている。その力。その破壊力。

　しかも、これほどの大破壊がすぐ近くで起きたにもかかわらず、転身を解いたイリヤと美遊に傷一つない。これは凛とルヴィアの攻こう撃げきが極きわめて強い指向性を持っていたことを物語る。ただ強力なだけでなく、この制せい御ぎよ技術。

　そして、相手を罠わなにかけた知略。息の合った、そのチームワーク。凛とルヴィアの戦いぶりは、いずれの点も賞賛すべきものばかりだ。

「──このっ、このっ！」

「──髪かみを引っ張るんじゃありませんわ、コンチクショー‼」

　チームワークについては、まあ今はアレだが。

　それはともかく、凛とルヴィアは賞賛すべき魔法少女カレイドライナーであったし、ルビーとサファイア、二本の魔法の杖カレイドステツキの真の力はイリヤたちの想像を遥かに超えたものであった。これほどの力を持つとは思ってなかった。

　だが──イリヤたちは、思い知る。

　どれほどの力をもってしても、

　どれほどの知略をめぐらせても、

　努力や根こん性じようといった、目に見えない力に頼たよっても、それでも世界には、

　──すべてをひっくり返す、絶対的な力がある。

「──オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオおおオオオオオオおおおおオオオオオオオオオおおオオオオオおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッ！」

　咆ほう吼こう。

　クレーターの中心に、それは存在いた。

　それは、黒騎士。

　攻撃によって土ど砂しやに埋うもれてこそいたが、その身には傷の一つすらついていなかった。

「まさか、生きてるなんて……‼　わたしたちはいったいどんな怪かい物ぶつと戦っていたの⁉」

　イリヤは『いったいどんな怪物と戦っていたの⁉』と口にした。それは名を尋たずねたわけではなかったろうが──しかし彼女は、もうすぐ黒騎士の真名を知ることとなる。

　黒騎士は土から這はい出すと──腰こしだめに、剣けんを構えた。それは日本剣けん術じゆつの居合いにも似た構え。これまでにないほど、魔力の霧きりを剣の周りに集中していた。その黒い霧自体が、まるで巨大な刀身であるかのように。

　実体化したクラスカードは、即ち『英えい霊れい』。

　すでに知っての通り、『英霊』とは、過去・現在・未来を問わずあらゆる時間の中で存在した英えい雄ゆうたちの霊れい、とされている人類の守護精せい霊れいである。

　また各おの々おのの『英霊』を象しよう徴ちようする武具や固有の特異な能力をさして『宝ほう具ぐ』と呼ぶ。

　黒騎士に理性があったのであれば、あるいはその名を呼ばわる事を避けたかも知れない。

　黒騎士の携たずさえる宝具はこの極東の島国においてさえもあまりに名高く、名を呼んでしまえば彼の正体は即そく座ざに露ろ見けんするのだから。

　それは美しくも儚はかない人々の願いを星が鍛きたえて作り上げた最ラス後ト・のフア幻ンタ想ズム。

　即ち、最強の剣の代名詞。

　黒騎士は、また『オオオ』と呻うめきつつ、呼んだ。剣の名を。言葉を発せぬはずのクラスカードでありながら、その名をはっきりと口にしたのだ。即ち、

「──オオオ……エクス、カリバーッ！」

〝約束エさクれたス勝カ利リのバ剣ー〟と。

　そして、剣を振ふるう。振り下ろす。真上から、一直線に。

　刹せつ那な、剣から放たれた黒霧は、この鏡面界全すべてを覆おおい尽くした。それはエネルギーの奔ほん流りゆう。魔力の嵐あらし。黒い黒い極光の暴力。世界全てを粉ふん砕さいして跪ひざまずかせる、絶対的な破壊力だ。鏡面界の天てん井じようは砕くだけ、星の瞬またたく現実世界の夜空が覗のぞく。

　黒の奔流は、まずは凛とルヴィアと二本の杖ステツキを飲み込んで、やがてはイリヤと美遊までも。

　破壊音も悲鳴も聞こえない。凛たちの術ですら音は消しよう滅めつしていたのに、それより遥かに強力なこの剣の前で、いかな音が鳴れるというのか。イリヤと美遊が『ミユさん！』『イリヤスフィール！』と互たがいの名を呼び合う声も、当然のことながら消え去っていた。この剣の刃やいばは、どれほどか細い希望も断たち切る。

（あ、ああ……こわい、こわい……。どう、しよう……）

　魔力の黒霧の嵐で、イリヤの意識は薄うすれていく。

　ただ、周囲は闇やみ。暗黒。圧あつ倒とう的な絶望の色。

　すべての希望は断たれ、かつてない絶望に触ふれながら、ついにイリヤの……、

（わたしの……なかで、なにかが……）

　意識は、途と切ぎれた。

　イリヤには、この後しばらくの記き憶おくがない。

　極めて重大な出来事であったにもかかわらず、だ。




　　　　２




「イリヤスフィール！　ルヴィアさん！　サファイア！　遠坂さん！　ルビー！──イリヤスフィール！」

　エクスカリバーによって吹ふき荒あれる、魔力の霧の嵐の中──美遊は、皆みなの名を呼んだ。

　もちろん、声は届かない。ここは音のない、純じゆん粋すいな破壊力の中であったから。だから、その声は彼女の頭の中でのみ響ひびいている。

　そして美遊は嵐の中で、ついに見つけた。

　二度も名を呼んだイリヤの姿を。

「な、なに……？　なにが起きてるの……」

　その光景は、美遊には──ある程度、魔ま術じゆつの概念を理解していた美遊であったからこそ──信じられないものであった。

　黒い嵐の中で巻き起こる、もう一つの魔力の渦うず。白いエネルギーの竜たつ巻まき。

　それは──イリヤから立ち上っていた！

　意識を失い、胎たい児じのように蹲うずくまるイリヤの背から。

「い……イリヤスフィール⁉　こんな……理解、できない……‼」

　ただの一人の少女から、魔ま力りよくの嵐が発せられているなんて。

　そんなイリヤの前には、一枚のカードが浮ういていた。

　クラスカード『弓兵アーチヤー』。最初からイリヤとルビーが持っていたものだ。それは淡あわい光を放ち……。

「うっ……あ、あ……‼」

「イリヤスフィール！」

　イリヤの口から、苦しそうな呻き声。音なき世界であったはずなのに、それが美遊に聞こえたのは、二つの嵐が互いを中和していたからか。それとも、耳と聴ちよう覚かくで聞いた声ではなかったのか。

　またイリヤから呻きが漏もれる。

「た……たお、さなきゃ……」

　──とくん、とくん。

　声に続いて、その小さな胸の心音までもが聞こえてきていた。

「倒たおさなきゃ、倒さなきゃ、タオさなきゃ……」

　倒さないと、ミユさんたちが傷ついてしまう。

　倒さないと、もうみんなに会えなくなる。

　イリヤの口から、彼女が知っている限りの名前が溢あふれた。

　ミユさん……リンさん、ルビー、ルヴィアさん、サファイア…………ママ、おとーさん、セラ、リズお姉ちゃん、美み々み、雀すず花か、那な奈な亀き、龍たつ子こ、先生……それから──。

「……おにい、ちゃん」

　大好きな人たちの名前を呼びながら、黒と白、二つの魔ま力りよく嵐あらしが混ざり合うこの空間で、少女イリヤは、

　摑つかんだ。

　目の前に浮かぶ、『弓兵アーチヤー』のカードを。

　このとき美遊は嵐の中で目もく撃げきした。イリヤとカードを中心に展開される、初めて見るタイプの魔ま法ほう陣じんを。

　イリヤの手に、ルビーは握にぎられていなかったのに！

　魔法の杖カレイドステツキなしでカードの力を使うなど、美遊はもちろん凛やルヴィアですら不可能であったろうに。

　やがて魔法陣の中で、イリヤは──唱えた。




「──インストール」




　魔法陣から生まれた何条もの光が、イリヤの身体からだに降り注ぐ。

　そして、少女は変える。その姿を。光の中で。光と魔力の嵐を繭まゆに。

　やがて光が晴れ、再びイリヤが姿を現す。

　美遊の目に映ったのは、その背中。

　身にまとうは吹き荒れる黒い魔力嵐に抗あらがうようにはためく鮮せん烈れつな赤い外がい套とう。

　そして、手には弓。イリヤの背せ丈たけよりも遥はるかに大きく長い。

　それは、アーチャー。

　クラスカードと同じく『弓兵アーチヤー』と呼ばれるべき存在と化していた。




　　　　＊




『限定展開インクルード』ではなく、『夢幻召喚インストール』。

　その姿を見て、美遊は察した。

（信じられない……でも、あの姿……漂ただよってくる、あの魔力……‼　これは──彼女自身が、英霊と化している！）

　力を借りているのではなく。

　クラスカードとその英霊、そのものに。

[image: ]

　アーチャーと化したイリヤは、その弓を手にして跳とんだ。あの黒くろ騎き士しへと向かって。飛行術で飛ひ翔しようするよりも、ずっと速く。そして高く。

　アーチャーの弓は、役立たず。

　イリヤもルビーも、そう信じて疑っていなかった。カードをインクルードしても、出るのは立派な弓だけで、射るための矢が附属ついていなかったから。話を聞いて、美遊もそれを信じていた。

　では、真実は？　本当にアーチャーの弓は役に立たない飾かざりであるのか？

　答えは、ＮＯ。

　イリヤはその手元に、手品師のように取り出した。──否いな、生み出した。なにもない虚こ空くうから。創造する神のように。それは、細い鋼鉄針。これこそが、アーチャーの矢。

　イリヤアーチヤーは虚空から生んだ鋼鉄針を弓につがえ、

　射出はなった。

　直線状の稲いな妻ずまのように、鋼鉄針やは大気を裂さきつつ黒騎士を襲おそう。大気のみならず、嵐となっている魔力の黒霧をも引き裂いて。これならば、霧の防ぼう御ぎよも通用すまい。──だが、さすがは黒騎士。自じ慢まんの剣けんを振るい、飛来する鋼鉄針を斬きり落とす。まさしく神速の技わざと呼ぶべきだろう。とはいえ……。

「──オオオオ……」

　一いつ瞬しゆん、いつもの呻きが狼ろう狽ばいしていたかのように聞こえた。

　黒騎士は魂こん魄ぱくなきクラスカードであったから、ただの偶ぐう然ぜんに違ちがいない。だが、もし狼狽の声であったとしても、それは不思議ではなかったろう。

　鋼鉄針の矢は、ただの囮おとり。

　黒騎士の注意が鋼鉄針やに向けられた隙すきに、イリヤアーチヤーは大きく間合いを詰つめていた。

　黒騎士の、その懐ふところにまで。

　イリヤアーチヤーの手には、二本の剣。無論、美遊には知る由よしもないがこの双剣の名は、干かん将しよう・莫ばく耶や。春秋時代の名工干将によって作られた陰陽白黒一いつ対ついの夫婦めおと剣である。

　これほどの超ちよう近きん距きよ離りでは、黒騎士の大剣は、長さが逆に邪じや魔まになる。イリヤアーチヤーは黒騎士に双剣を振るった。右剣は、胴どうを。左剣は脛すねを狙ねらって。あらゆる国の剣けん術じゆつにおいて、最も避よけ難にくいとされている二箇か所しよを狙って。

　黒騎士は真後ろに下がることでかろうじて避けるが体勢を大きく崩くずす。

　そこに追つい撃げき。繰くり出されたのは熟達した剣けん士しのように息もつかせぬ怒ど涛とうの連撃。

　それでもなお黒騎士はしのぎきり、自分の間合いに入るや否やすかさず横よこ薙なぎに斬ざん撃げきを放つ。

　その一いつ閃せんは無造作ではあったが威い力りよくは充じゆう分ぶん乗っていた。証しよう拠こは次の瞬しゆん間かん、受け止め砕け散った干将・莫耶が物語っている。

　けれどもイリヤアーチヤーに焦あせりの色はない。

　続けて襲い来る突つきを、体を捌さばいて躱かわすと、そのまま大きく距きよ離りを取る。次の瞬間には、再び同じ双剣が握られていた。

　その過程は美遊の目には瞬しゆん時じとしか映らなかったが、黒騎士にとっては充分な隙足り得た。開いた間合いを一足で詰めると、再び剣を振ふるう。

　それを受け止めた双剣はまたしても儚はかなく砕け散った。

　刃が嚙かみ合うたびに双剣が砕け、次の瞬間には再生される。その繰り返し。

　粉雪のように煌きらめき舞まい散る双剣の破は片へんの中で、めまぐるしく攻こう防ぼうが入れ替かわる剣けん舞ぶが続いた。




　　　　＊




「イリヤスフィール……」

　アーチャーとして戦うイリヤの姿を眺ながめながら、美遊はただ彼女の名を呟つぶやいた。

　イリヤアーチヤーと黒騎士、二人の戦いは、すでに人じん智ちを超こえたものとなっている。すでに美遊には、近づくことさえ許されぬ戦いだ。美遊にできるのは、ただ遠くから彼女の名を呼ぶことのみだった。

　剣が一本、また一本と砕くだかれるうちに美遊の中で不安が次し第だいに膨ふくれ上がっていく。

『英霊アーチヤー』と化しても、イリヤは黒騎士に及およばないのではないか、と。

　更さらに数十余合を経て、ようやく美遊は戦せん況きようの異常さに気がついた。

　無数の剣を砕かれながらも、徐じよ々じよにイリヤアーチヤーが黒騎士を圧あつ倒とうし始めていたのだ。

　当初とは手数が目に見えて違う。

（……まさか、慣れ始めている⁉）

　漠ばく然ぜんとながら、そう感じた。

　黒騎士の戦法にか、それともイリヤ自身にか。そこまでは分からない。

　だが、優勢にたっているのは明らかだった。

　そして更に数合、ついにイリヤアーチヤーの剣が黒騎士の防御をかいくぐり──。

「──オオオオオオオオオオ……ッ！」

　掠かすった。

　黒騎士は恐おそるべき反応速度で身を捻ひねって避けたため、命中には至らなかったが、しかし頭部を掠めて、その顔面を覆おおう仮面を砕き、頰ほおから血が飛び散った。

　ついに、この黒騎士に傷を与あたえたのだ。

　赤い血を流させるほどの、明確な傷を。

（イリヤスフィール！──ついに、黒騎士に一いち撃げきを入れた⁉）
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　……と、そのときだ！

「──ッ！　足あし下もと⁉」

　足下が──地面の土が、ぼこり、と盛り上がり、そしてぼこぼこっと動いた。モグラのように。そして、その盛り上がりは、さらにぼこぼこぼこっと美遊に近付いてくる……。

「……えっ？　なに、これ……」

　激しい戦いで消しよう耗もうして、判断力が鈍にぶっていたのかもしれない。美遊は不注意にも、そのモグラ（？）を覗のぞき込むが…………次の瞬間。

「──ご無事ですか美遊様ーッ⁉」

「キャーッ⁉」

　ドバーンと地面の下から飛び出すサファイア。驚おどろく美遊。

　美遊は思わず尻しり餅もちをつく。

「サ……サファイア！　無事だったの⁉」

「はい、なんとか地中へ潜もぐって緊きん急きゆう回かい避ひを。負傷はしましたが、ルヴィア様たちもご無事です！」

　よく見れば、サファイアの掘ほってきた穴の中にはルヴィアと凛が。どちらも目を回して、ボロボロになって折り重なっていた。

　さらに言えば、もう一人（？）。

「やれやれ、世話が焼けますねー」

　もう一本の魔法の杖カレイドステツキ、マジカルルビーの姿もあった。

（……ルビーがここにいるということは、じゃあ……）

　やっぱり、と美遊は思った。

　イリヤが英霊となったのは、やはりマジカルルビーの力ではなかったのだ。

（じゃあ、どうしてイリヤスフィールは英霊に……？）

　謎、謎、謎。美遊は頭を悩なやませたが、しかし……、

「──オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオおおオオオオオオおおおおオオオオオオオオオおおオオオオオおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッ！」

　咆ほう吼こうによって、彼女の思考は中断された。

　黒騎士は、剣を構えた。腰こしだめに。刀身に魔ま力りよくの霧を集中させて。

　これは、あの必殺剣の構え。この鏡きよう面めん界かいを破は壊かいし尽つくした、あの一撃の構えであった。

「……まずい！　逃にげて、イリヤスフィール！　いくら英霊化していても、あの技には勝てない！」

　あの技には──いや、あの剣には、決して勝てない。

　だが、そんな美遊の悲痛な叫さけびに、イリヤは──唱えた。

「──投影トレース、開始オン」

　その言葉と共に、イリヤの手のひらの中で弓は光に変化して、

　さらに、その形状かたちを変えた。

　剣に。

　それも、その剣は──『決して負けぬこと』『持ち主に必ず勝利をもたらすこと』のために創つくられた、目の前にあるのと同じ武器。

　黒騎士のそれと寸すん分ぶん違たがわず同じであった。

　イリヤと黒騎士は、同時に自らの剣の名を呼んだ。即すなわち──、

「「──エクス……カリバーッ！」」

〝約束エさクれたス勝カ利リのバ剣ー〟と。

　二ふた振ふりのエクスカリバーから、それぞれに魔力の嵐あらし。片方は暗黒の黒、そして、もう片方は閃せん光こうの白。

　黒の渦うずは、再び鏡面界の全すべてを飲み込むかに見えたが……。

「う、うう……うあああああああああああああッ！」

　イリヤ、叫び声と共に、黒の渦は──割れた。

　切断された。真二つに。

　イリヤのエクスカリバーの閃光が、巨きよ大だいな魔力の刃やいばとなって。

　さらには白光の刃は、渦のみでなく──。

「──オ……オオオ、オ……」

　黒くろ騎き士しも、斬っていた。




　──クラスカード『剣士セイバー』。




　後に残っていたのは、ただ一枚のカードのみ。

　同時にイリヤは、ふらり、とそのまま地面に倒たおれた。




　　　　３




「イリヤスフィール！」

　美遊が彼女のもとへと駆かけ寄ったときには、すでにその姿はアーチャーではなく、もとのイリヤスフィール・フォン・アインツベルン。『インストール』の状態は解けており、気を失っている彼女の傍かたわらには『弓兵アーチヤー』のクラスカードが落ちていた。

　脈みやく拍はくは正常。怪け我がもない。気を失っているのも、ただの疲ひ労ろうのためであろう。イリヤの無事を確かく認にんした美遊は、ふう、と安あん堵どの息を吐はいた。

「……美遊様」

「サファイア……貴女あなたは見ていたのね？」

「はい……」

　イリヤ本人には、このときの記き憶おくはなく、目もく撃げきしたのは美遊とサファイアのみ。

　この崩ほう壊かいしかけた鏡面界で、果たしてなにが起こっていたのか──それを正しく理解している者は、ただの一人もいなかった。

（それでも……わたしたちは、生き延びた……）

　自分たちの幸運と、そしてイリヤスフィールに感謝をしよう。今はただ、それだけでいい。──そう美遊は思っていた。




　　　　＊




　さて、ちょうどそんなとき。

「ぶっは！　死ぬかと思ったわ！」

「おのれ、この屈くつ辱じよくは百倍にして返してやりますわ……ん？」

　ボコッと地中から這はい出したルヴィアと凛とルビーが見たものは、崩れつつある鏡面界と、気絶したイリヤ、そして光りながら宙に浮うく『剣士セイバー』のクラスカードだった。

「まあ！　そのカード……あなたがやったのですね、美ミ遊ユ⁉」

「いえ……ルヴィアさん、これは……」

「ご覧になりまして遠トオ坂サカ凛リン？　私ワタクシの弟で子しのほうがあなたの弟子よりも遥はるかに優すぐれていたと、まあそういうことですわ」

「はぁ⁉　ルヴィア、なに言ってんの？」

「なに言ってんのもなにも、カードを回収したという事実こそがその証しよう拠こ！　しかしイリヤスフィールは悪くありません。単に教える師し匠しようの実力に差がありすぎた、というだけの話。当然ですわね」

「ケンカ売ってんの⁉　今からその実力の差って奴やつを確かめてみてもいいわよ⁉」

「フッ、望むところですわ！」

　顔を合わせてぐぬぬと睨にらみあうルヴィアと凛。

　その間に挟はさまれ、美遊はおろおろするばかりだった。

「ケンカはいいですが、もうすぐこの鏡面界、完全に崩壊しますよ？　カードを回収したから当然ですけど。早く脱だつ出しゆつした方がいいんじゃないですか？」

「あ……っ、そうね。ルビーの言う通りだわ」

「まったく、ウカツな大人たちですねー」

「うっさい！　イリヤはわたしがおぶってくから、ルヴィア手伝いなさい──」

　凛は中ちゆう腰ごしになってイリヤに腕うでを伸のばそうとする。だが、そこで美遊──。

「いえ……。わたしが、運びます」

「美遊、いいの？　でも、同じくらいの体格だと大変よ？　それに、こういうのは年上のわたしが──」

　そう言いかけたところで、凛の頭にルヴィアのチョップ！　ただし、いつもの暴力ではなく──背後から、そっと柔やわらかなチョップだった。

「ルヴィア……アンタ、どういうつもりよ？」

「フ……いいじゃありませんの。本人がそうしたいと言っているのですから」

　凛は、ルヴィアの言葉の意味を理解できなかったが、しかし、とくに反論はしなかった。

　美遊、苦労しながらもイリヤの身体からだを抱かかえ上げ、なんとか自分の背中に乗せる。美遊の背中では、イリヤがすやすやと寝ね息いきを立てていた。

「反射路形成、鏡界回かい廊ろう一部反転」

「それでは皆みなさん、ジャンプします」

　外の世界に戻もどると、東の空が白んでる。

　すでに夜は明けつつあった。この時間では、さすがにまだ人ひと気けはなかったが。

「……イリヤスフィール」

　イリヤをおぶって歩きながら、美遊は、ほんの小さな声で呟つぶやいた。周囲のだれにも──背中のイリヤにさえも聞こえぬ声で。

（イリヤスフィール、わたしは……貴女に感謝する。貴女には……借りができた。本当に大きな、借りが。でも──それでも……いや、だからこそ──‼）

　背中には、安らかな寝息を立てるイリヤの重み。

　胸には決意。

　二つを抱いだいて、美遊は人のいない道を歩いた。
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　　　　１




　美み遊ゆは眠ねむるイリヤをおぶって、衛え宮みや家へと忍しのび込み、ベッドに寝ねかせてそのまま去った。

　そして、プロローグへと繫つながる。

　イリヤの部屋、午前九時。

「……というわけなのです」

「なるほどー」

　ルビーの説明に頷うなずくイリヤ。

　もちろんイリヤは、英えい霊れい化の前に意識を失っており、ルビーもその光景を見ていなかったため、肝かん心じんな部分は分からずじまいのままであったが。

　ただ、美遊がここまでおぶってきてくれたことは分かった。

「そうか……ミユさんが……」

　知らぬ間に、イリヤの口元はほころんでいた。




　──コンコンコンッ！




「イリヤさん？　だれと喋しやべっているのです？」

　突とつ然ぜんのノックと、セラの声。

「セラ⁉　な、なんでもないよ！」

「それならいいのですが……。とにかく安静にしているのですよ」

「はーい」

　ルビーは声を潜ひそめていたが、去っていくセラの足音を確認し──。

「フー、やっと行ってくれましたか。相変わらずおっかないお手伝いさんですねー」

「まあね」

　とはいえ自分の身を案じてのことであったし、そもそもイリヤに熱があるのも事実だった。

「仕方ない、のんびりするか……」

「それには賛成ですね。魔ま力りよくの使いすぎで疲つかれているから、熱なんて出たのでしょう。今度凛りんさんに会ったら鬼おにババと言ってやりましょう」

「はいはい」

　ルビーを適当にあしらいつつ、あらためてイリヤはのそのそとベッドに横になる。

　窓の外は快晴で、優やさしいそよ風が爽さわやかに吹ふく。いかにも気持ちのよさそうな天気だ。

　イリヤはそんな外の景色を見つつ、

「お休み、かー……」

　と、息をついた。




　　　　＊




　さて、時間は経過し、午後三時。

「ひ……」

　ベッドに横になっていたイリヤは──、

「暇ひまだッ！」

　と叫さけびながら、そのままベッドの上をゴロゴロと転がった。

「あーもー、ヒマーっ！　なんにもすることなくて寝てるだけって意外ときつい！」

「おやおや元気な病人ですねー。熱はもういいんですか？」

「うん。もうなんともないよ。もともと風邪かぜでもないんだし」

「それは良かった」

「ううん、全然良くないよ。暇で暇で死にそう……。ああ……退たい屈くつって人をダメにするのね。勉強とか仕事とかに縛しばられることで、ようやく人は人らしく生きられるんだわ……」

「その年で老成した人生観を持つのもいかがなものかと思いますが……。とはいえ、昨今『大きくなったらニートになりたい』などという若者が増えている中、その活動的な姿勢はご立派と言えなくもありません」

「どういたしまして。うー、暇ー」

　イリヤが暇そうに室内を見回していると、机の上に置いてある『弓兵アーチヤー』のクラスカードが目に入る。そして退屈だからこそ、こんなことを考えたのであろう。イリヤは言った。

「〇対三、か……」

「？　何がですか？」

「戦績っていうか……わたしとミユさんのカードゲット枚数」

「あー」

「なんだかんだで結局最後は全部ミユさんがやっつけてるんだよねー」

「確かに、あの冷静かつ大だい胆たんな判断力は見事です。とても素人しろうととは思えませんね。昨晩の最後のあたりは見ることができませんでしたが」

　もし見ていたのなら、評価は大きく違ちがっただろうが。

「あー……。それ、わたしもあんまり覚えてないけど、きっとミユさんがなんとかしてくれたんだろうなぁ……」

「気にすることはありませんイリヤさん！　魔ま法ほう少女っぽさならイリヤさんが勝ってますから！」

　グッ、と羽でサムズアップをするルビー。

「ルビーの魔法少女観がイマイチよくわからないんだけど……。そういやミユさん、今いま頃ごろ何してるのかな……？」

「そうですねー。──では、直接聞いてみましょう！」

「直接……って、うわっ！　なにその形⁉」

　イリヤがルビーに目を向けると──変形していた。

　ルビーの頭頂部からアンテナが伸び、中心部は受話器のようなスピーカーつきの形態に！

「これこそが二四のシークレットデバイスのひとつ、テレフォンモードです」

「もうなんでもありだね……。ルビーのそういうところが、うさんくさい原因なんだと思うよ？」

「それでは電話しますね」




　──ＲＲＲＲＲＲＲＲＲ（呼び出し音）




「もしもーし、サファイアちゃーん。起きてますかー？」

「──あら、どうしたの姉さん？」

「──今の声……なに、サファイア？」

　どうやら、向こうサフアイアもテレフォンモードになっているらしい。ルビーのスピーカーから、美遊の声が聞こえてきた。

「おおっ、繫がった！　ミユさんの声！」

「──……イリヤスフィール？」

「ど……ども。いきなりごめんね」

　しょっちゅう会って話してる相手でも、こうして電話で話すのは初めてだ。さすがに少々照れくさい。だが、それはイリヤだけでなく、美遊の方も同じだったのだろう。

「──なにか用事？」

「あ……ううん。用ってわけじゃないけど……今なにしてるのかなーって……」

「──今は家にいる。ルヴィアさんが今日は休養をとりなさいって」

「あ、そうなんだ。じゃあ、わたしと同じだね。何もすることなくて、もー暇で暇で」

「──そう……」

　美遊は、一息ついて探さぐるようにイリヤに訊たずねた。

「──ところで……身体からだはなんともないの？」

「えっ？」

「──魔力の使い過ぎで調子が悪くなったのでしょう？」

「あ、うん。ちょっと熱は出たけど……今はもう平気かな」

「──…………そう」

「うん……」

　イリヤは『昨夜はおぶってくれてありがとう』だの『ミユさんのおかげで助かった』だの『ミユさんは怪け我がしてない？』だの、言いたいことはたくさんあった。おそらくは美遊もそう。だが、二人とも、慣れない電話とあって、

「「………………」」

　と、つい沈ちん黙もく。

　そのまま何秒も無音のままだ。

「ああっ、もう！　じれったいですねー！　なに不器用な会話してるんですか！」

「そ、そういわれても！」

「分かりました！　それではテレビ電話に切り替かえます。顔を見てなら会話も弾はずむでしょう？」

「テレビ電話？」

　と、次の瞬しゆん間かん。ルビーの下部から、ニューッとプロジェクターらしきものが。

「またなんか出た⁉」

「プロジェクターです。サファイアちゃんが今見ているものをリアルタイムで映すことができますよー」

「ほんっと、無意味に多機能だね……」

「それでは、こちらの壁かべに映しますねー。いきますよー」

　ルビーのプロジェクターは、ポワーと壁に映像を映す。

　映像の中では、

「──え……っ、テレビ電話⁉　あっ！　ちょっと、なにを──‼　待っ……‼」

　美遊の姿が映っていた。

　必死で撮さつ影えいを止めようとする美遊の姿が──、

　なぜか、メイド服姿で！

　壁一面に投とう影えいされたメイド美遊の姿を見てイリヤは、ただひと言、

「………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………えっ？」

　とだけ声を発した。イリヤは驚おどろきのあまり、しばらくそのまま固まっていたため、

「メッ……メイド服───ッ⁉」

　この普ふ通つうのリアクションが取れるようになるまで、実に二〇秒以上を要することとなる。

「あらーあらあらまあまあ……‼　なんとも良いご趣しゆ味みをお持ちのようで」

「こっ……これは違う……っ！　そのっ……わたしの趣味とかじゃなくて……っ！　ルヴィアさんに無む理り矢や理り着せられて……っ！」

　映像の中で、涙なみだ目めで真っ赤な顔をする美遊。

　その表情を見たイリヤは──後に、こう述じゆつ懐かいする。




『ええ、そうですね。たしかに聞こえたんです。

　その時……かちり、とわたしの中でなにか変なスイッチが入る音がね……』




　イリヤは受話器ルビーを、がっし、と摑つかみ、

「ミユさん……‼　今すぐ貴女あなたに会いたいの……‼」

　興奮してハァハァと息を荒あらげながら、そう言った。

「──は？　イリヤスフィール、なにを……」

「ううん、すごく会いたい！　なんて言うか、生ナマで見たい！」

「──あ……いや」

「来て！　今すぐ来て！　そのまんまの格好で！」

「──ちょ……」

「家はお向かいでしょ！　駆かけ足───ッ！」

　受話器ルビーがびりびり震ふるえるほどの大声。

　仮にも学校を休んでいる病人のものとは思えぬその声量に、美遊は混乱しつつも気け圧おされて……、

「──はっ、はいぃっ⁉」

　つい、『はい』と返事をしてしまった。

　余談ながら、さきほどのイリヤの大声で、ルビーとサファイアは、きゅ～、と目を回していた。




　　　　＊




　さて、数分後。

　美遊は、躊躇ためらいがちに衛宮家のドアを開け、そおっと顔を覗のぞかせる──。

「…………あの、お邪じや魔ましま……」

　が、その刹せつ那な！

「いらっしゃーい！」

　イリヤは目を輝かがやかせつつ、大喜びで美遊に抱だきついた。

「あうッ⁉」

　抱きつかれた衝しよう撃げきと戸と惑まどいで、美遊は『あうッ』と奇き声せいを漏もらす。

　だがイリヤは、そんな美遊の反応にも構わず、息を荒げてまくし立てた。玄げん関かん先さきで。前の道を歩く人にも聞こえんばかりの勢いで。

「すっごーい！　ミユさん、ホントにメイド服だー‼　なんか良い生き地じ使ってるし縫ほう製せいもしっかりしてるし！　ハァハァ！」

　相変わらずイリヤ、息が荒い。

「あ……あああの」

「本物⁉　本物の小学生メイド⁉　ちょっと『ご主人様』って言ってみて！」

「え？　普通『お嬢じよう様さま』じゃ……」

「いいから言ってみて！　ね？」

「ご……ごしゅ……」

「どうしたの？　ホラ、言ってみ？　ほら！　ほら！」

「おっ……おやめください、ご主人様───ッ⁉」

　最後のは混乱のあまり、つい言ってしまった台詞せりふらしい。




　　　　２




　さらに時間経過し、約一〇分後──。

「ふぅ……」

　自分の部屋で、イリヤは賢けん者じやのような清すが々すがしい笑え顔がおを浮うかべていた。

　テーブルにお茶とお菓か子しが用意され、向かい合って座っているイリヤと美遊。ルビーはイリヤの近くで、サファイアは美遊の近くで、それぞれ格納状態で浮いている。

　そんなポジションで座りつつ、

「ふぅ……。ごめんね……。なんか変なテンションになっちゃって……」

　相変わらず清々しい笑顔のまま、イリヤはぺこりと頭を下げた。

「……い、いえ。別に……」

「イリヤさんは潜せん在ざい的にＳですねー」

　ルビーのコメントは無視したまま、イリヤと美遊は話を続ける。

「テンションはいいけれど……それよりも、お家の方かたに変な目でじろじろ見られたのが……」

　家に上がってイリヤの部屋まで来る際、美遊はセラに姿を見られ、ぎょっ、とした顔をされていた。ただ、そのおかげで病気なのに友達を家に呼んだことについてウヤムヤになっていたわけでもあったが。普ふ段だんなら『学校を休んでおきながら友達を呼ぶとはなにごとですか』と叱しかられていたことだろう。

　なんにしても、イリヤはもう一度ぺこりと謝る。

「あー……ごめん、そのへんのことも考えなしでした」

　だが、そこにサファイア。

「いいえ美遊様、恥はじることはありません。メイド服は美遊様の正式な仕事着なのですから」

「えっ、そうなのミユさん？　正式……ってことは、やっぱり本当にメイドさんなんだ！」

「う……うん。一応、レディースメイド扱あつかいでルヴィアさんの身の回りのお世話を……」

「ふんふん」

　最初は華はなやかなメイド生活に対する興味で、目をキラキラさせていたイリヤだったが、しかし……。

「頼たよれる人のいなかったわたしをルヴィアさんが拾ってくれて……。生活の保護をしてもらう分、メイドやカード回収の手伝いを……」

　このあたりから、やや微び妙みような感じになってきた。

（え……っ？　今のって、どういう意味？　頼れる人がいない……？　家族は……？　家庭の事情とか……？）

　ルビーはヒソヒソッとイリヤに耳打ちをする。

「なんか、つっこまない方が良さそうな話題ですねー」

「う、うん……」

　イリヤ、取り繕つくろうように笑顔を浮かべた。

「そ、そうなんだ！　でも凄すごいよね。メイドと魔ま法ほう少女の両立なんて、レアキャラ過ぎ！」

「……レアキャラ？」

「うんっ。昨日の二人目の敵も、結局ミユさん一人で倒たおしちゃったんだし……」

「え……っ？」

「ホント、ミユさんって凄いと思う！」

「そう……」

　美遊は、疑問を吞のみ込みつつ、平静を取り繕う。

　このときイリヤと美遊は、互たがいに疑問を抱かかえつつも、相手を気き遣づかって訊たずねることができない状態でいた。今、パジャマイリヤとメイド美遊の間には、ぴん、とおかしな緊きん張ちよう感かんが生まれている。

　──と、その一方。

　イリヤと美遊から見えないよう、そうっとサファイアはルビーに近づき、小さくひそりと声をかけた。

「姉さん、ちょっと外に……」

「ん？　なんですか、サファイアちゃん？」




　　　　＊




　二本の魔法の杖カレイドステツキは、コソッとベランダに出た。

　イリヤたちに聞かれたくない話をするために。

「なんですってサファイアちゃん？　あの『剣士セイバー』は、イリヤさんが倒した……？」

「ええ、イリヤ様が単独で打だ倒とうを……。わたしたちが入り込む余地がないほどに、極きわめて高度な戦せん闘とうでした」

「うーん……。にわかには信じられない話ですねー」

「なんにしても、言葉で説明するより観みた方が早いと思います。……これを」

　サファイアは、片方が自分に繫つながっているＵＳＢケーブルを取り出す。この様子をイリヤが見ていれば激しいツッコミを入れていたことだろうが、生憎あいにくと彼女は室内だ。ルビーとしては少々寂さびしくもある。

「姉さん、挿さしますよ？」

「お。シンクロですねー。バッチコーイ」

　ぷすり。

「ああッ！　入ってくる……ッ！　ドクドクと……サファイアちゃんが私の中にィーッ！」

　ビクンビクンと震えるルビーと、ノーリアクションのサファイア。

　ルビー、喘あえぎながらベランダの床ゆかに、ぱたりと倒れた。

「ハァハァ……。サファイアちゃんがノってくれなくて、お姉ちゃん寂しいです」

「余計な演出はいらないです姉さん。それで……どう思います？」

「うーん……正直、驚おどろきました。イリヤさん、ほぼ完全に英えい霊れい化していたようで……」

「カードにあんな力があるなんて知らなかった……」

「わたしもです。……おそらくは、あれが本来のカードの使い方なんでしょうねー。魔ま力りよくの歪ゆがみを生んだり、あんな力を持っていたり」

「本来の使い方……なんて物ぶつ騒そうな……」

「そうですねー。でも、そんなことを気にしてもしょうがないでしょう？　わたしたちのやることは決まっているのですから！」

「姉さんは前向きですね？」

「万ばん事じ結果オーライです。何はともあれ勝てたのだから良しとしましょう。それに──」

　それに──と、二本の杖が部屋に戻もどると、中では、なんと…………、

「ハァハァ、ねっ、いいでしょミユさん！　ちょっとだけ！　ちょっとだけだから！」

「だ……だめぇ、イリヤスフィール……‼」

　──興奮状態のイリヤが、美遊をベッドに押し倒していた！

[image: ]

「まぁ、こうして楽しく生活できているわけですし、いいんじゃないですかー？」

「そうですね、姉さん」

　こんなの『いいんじゃない』で済むとは思えなかったが。




　　　　＊




「で、イリヤさん、いったいどうして、こんなことに？」

　ルビーたちに見つかって、イリヤは気まずそうに美遊の上から降りる。着衣の乱れを直す美遊。

　果たして、いかな理由でイリヤは美遊を押し倒したのか？　あるいは偶ぐう然ぜん、二人の体勢がそのように見えたというだけなのか？

　その問いについてのイリヤの答えは──こう。

「いや、あのこれは……。つい、ムラムラと……」

「なんのイイワケでもありませんね⁉」

　そのまんまだ。

「ダメですよー、イリヤさん。いいですか、メイドさんに悪戯いたずらをしてはいけません。そういった行こう為いは業務内容に含ふくまれませんからね。ＮＧです」

「反省します……」

「では美遊さんに謝罪を」

「スイマセンでした。変なスイッチのせいで」

　妙みような謝り方だったが、今ので美遊は許したらしい。

「……ううん、そんな。イリヤスフィールも悪気があったわけじゃないし……」

「うん……。あー、えーっと……ところでね──」

「な……なに？」

「前から思っていたんだけど……イリヤスフィールって呼ぶの、長くない？」

「え……っ？」

「イリヤでいいよ。友達はみんなそう呼ぶし……。フルネームで呼ばれるの、なんか恥ずかしいもの」

　そのイリヤの不意な発言に、美遊は……、

「とも、だち……？」

　と、目をぱちくりするばかりであった。

　イリヤは、その反応にショックを受ける。

「え⁉　違ちがうの⁉　わたしの片かた想おもい⁉」

「う……ううん！　そうじゃなくて！」

　美遊は、伏ふし目がちに躊躇ためらいつつも、以下のように続けた。

「そ……それなら、私も……その、呼び捨てでいい……」

「うんっ。それじゃ、あらためてよろしくね……ミユ！」

　イリヤが満面の笑みで手を差し出すと、美遊はおずおずと恥ずかしがりながらも、その手を握にぎる。

「こ……こちらこそ、よろしく。……イリヤ」

「うんっ！」

「ううっ……美しい光景ですね。とても押し倒しイベントからのコンボとは思えません……。女子小学生を押し倒すことで、その子と友情を育はぐくむことが可能なのですねー」

　ルビーはこう言っていますが、女子小学生同士でなければ犯罪です。

　やめよう、押し倒し！　ＳＴＯＰ・ザ・押し倒し！

「よっし！　こうしてミユと友情を確かめ合ったところで、じゃあ、さっそく……………………身体からだを拭ふいてもらおうかな！」

「はいっ⁉」

　美遊は、ビクッと後ずさり。

　しかもイリヤ、すでにパジャマは脱ぬいでいた。

　コットン地のパンツ一丁。

「ちょっ……イリヤ！　どうしてそうなるのッ⁉」

「えー、病人のお世話もメイドの仕事じゃないのー」

　そして、ルパンダイブ！

「ご奉ほう仕ししてーっ！」

「わ、わたしが従事しているのはルヴィアさんであって……というか、あなた恥じらいはないの⁉」

「よいではないか！　よいではないか！」

　押し倒しイベント、パート２。

　もつれあう二人。しかも片方はパンツ一丁。もう片方はメイド服。

　そんな二人を前に、ルビーとサファイアは、

「やれやれですねー」

「絆きずなが深まったようで何よりです」

　呆あきれて笑いつつも、外の気配を察してベッドの下に姿を隠かくした。

　こうして、パンイチのイリヤがメイド美遊をあらためてベッドに押し倒し、見た感じが全く言い訳の利かない状態になった、そのベスト（？）タイミングで……。




　──ガチャッ、バーン！




　今のは、ドアが勢いよく開けられた音。

「おーっす！　見み舞まいにきたぜー‼」

「元気かー？　いや病気か！」

「プリン買ってきたよー」

「あはは……。突とつ然ぜんごめんねイリヤちゃ……」

　と、いきなりクラスメイトの雀すず花か・龍たつ子こ・那な奈な亀き・美み々みの四人が！

　イリヤと美遊の決定的瞬しゆん間かんを目もく撃げきした四人は、




　──パシャッ

　──……ぱたん




　……ぱたん、と静かにドアを閉じ、『見なかったことにしよう』と去っていった。

　ちなみに『パシャッ』は写メの音。

　イリヤと美遊のリアクションについては、ここではあえて省略する。




　　　　＊




　ともあれ、このような調子で長い昼の時間は、あっという間に過ぎていく。

　この日、自分と美遊はようやく、ちゃんと『友達』になれた。──イリヤはそう感じていた。ほんの少しではあったが、美遊に近づけたのだ、と。

　だが──幼いイリヤは、まだ知らない。

『友達になる』という言葉きずなが、どれほど強く、大切で、そして重いものであるのかを……。

　やがて、夕方。

　冬ふゆ木き市の空が赤と紫むらさきに灼やけていき、東から星明かりが迫せまり来る。

　もうすぐ町は、夜の時間だ。




　　　　３




　夜。

　それはイリヤにとって特別な時間だ。

　この時間、イリヤは変身（転身）する。

　普ふ通つうの女の子イリヤスフィール・フォン・アインツベルンから、アニメに出てくるようなキラキラした魔法少女カレイドライナーへと。

　それが凛たち、ひいては『時と計けい塔とう』のために働かされているだけだと分かっていても、煌きらびやかな衣い装しようで人じん智ちを超こえた力を振ふるうことは、イリヤにとって楽しくもあり、自分を特別な存在にしてくれる一ひと時ときであった。

「ようしっ、がんばるぞ！」

　もしかすると、ショックで記き憶おくが乱れていたのかもしれない。

　あるいは、昼に楽しい時間を過ごしたからだろうか。

　イリヤは、昨夜学んだばかりの大切なことを忘れていた……。




　　　　＊




　さて今夜の鏡きよう面めん界かいは、町外れの森の中。

　噂うわさによれば昔、昆こん虫ちゆう採集をしに来た子供がここで行方ゆくえ不明になったらしい。さすがにそれは怪かい談だんや都市伝説の類たぐいであったのだろうが、しかし今でも、この森に子供だけで入ることは禁止されていた。

　ぶなやくぬぎといった広葉樹ばかりが鬱うつ蒼そうと茂しげる森の中で、イリヤと美遊、凛とルヴィア、そして二本の魔法の杖カレイドステツキは──、

「あれ……だれもいない？　敵はいないしカードもない……これ、どうなってるの？」

　困っていた。

　この薄うす気き味み悪わるい森の中で、四人と二本っきり。戦う相手も、どこにもいない。

「場所を間ま違ちがえたとか……？」

　だが、凛は小さく首を振る。

「それはないわ。鏡面界がこうして存在している以上、原因となるカードが必ずどこかにあるはず」

「あ、そっか。なるほど」

「ボーッとしてても仕方ないわ。とりあえず歩いて探しましょう」

「はーい……」

「なんというか、地味な作業ですねー。もっとこう魔法少女らしく、ド派手に魔ま力りよく砲ほうぶっ放しまくって一面焦しよう土どに変えるくらいのリリカルな探たん索さく法をしましょうよ。今こそ最終奥おう義ぎのリリカル・ラジカル・ジェノサイドを……」

「ルビー、それは探索じゃなくて破は壊かいだよ！　ルビーの魔法少女のイメージってそんなのだったの⁉」

　前は『女め豹ひようのポーズこそが魔法少女の最終奥義』とか言ってたくせに。

　そうイリヤが文句を言おうとしていると、




　──かさっ




　近くにある、大きなぶなの木から、かさっ、と音がした気がした。目を向けると、暗い葉の陰かげで、黒いなにかが動いたような。

　ほんの、ちょっとした気配を感じた。

「あれ……？」

「？　どうしました、イリヤさん？」

「気のせいかもしれないけど……今、なにかが動いたような──」

　そう言って、ぶなの木を指差した、まさに、ちょうどその瞬間──。

　ひゅんっ、と風を切る音が！

　それは、短たん剣けんの音。何者かにより投とう擲てきされた、短剣の飛来音。

　魔法少女カレイドライナーの超ちよう聴ちよう覚かく、超反射神経なればこそ、このような音が聞こえたのだが──しかし、それでもイリヤが音を聞いた、そのときにはすでに……、

「え……っ？　えっ？」

　刃やいばは、イリヤの細い頚くびを掠かすめていた。

　白い肌はだに、赤く細い線。たらりと一筋、血が垂れた。

「イリヤさん！」

「な……なに、今の……⁉」

　避よけられなかったのは仕方ない。

　なんという見事なフェイント。短剣は、イリヤの見ていたぶなの木とは、正反対の方向から投擲はなたれたのだ！

「イリヤ！」

　美遊は、真っ青な顔でイリヤの名を叫さけんだ。

　そのまま慌あわてて彼女のもとへと駆かけ寄ろうとするが──、

「──美ミ遊ユ！」

　このとき名を呼んだのはルヴィアだった。

　ルヴィアの声に美遊は、はっ、と我に返り、素す早ばやくステッキを振りかぶる。そうだ。今、わたしにできることは、それじゃない。

「砲射シユート！」

　短剣の飛んできた方向へと、魔力砲を放つ。

　木々を数本まとめて焼き尽つくすが、しかし、そこに敵の姿はなかった。

　まったくの、ただの無人だ。

「いない……⁉　なら、どこに……」

　一方、イリヤ。

　凛は慌ててイリヤに駆け寄り、その傷を見る。

「イリヤ……よかった、大した怪け我がじゃないようね。物理保護が効いて、薄うす皮かわ一枚切られただけだわ」

「う、うん……」

　イリヤの傷が浅いと知り、凛と、そして離はなれて聞いていた美遊は、ほっ、と安あん堵どの息を漏もらす。

　そして凛は、一同に向けて言う。

「方ほう陣じんを組むわ！　全方位を警けい戒かいして！　向こうは気配を遮しや断だんして急所を狙ねらってきているわ！　油断しないで！」

　敵の位置は不明。どこから攻こう撃げきが来るのか分からない。

　四人は互たがいの背を合わせるように、凛とルヴィアは宝石を、イリヤと美遊は杖ステツキを手に身構えた。

　──と、そのとき、イリヤの前方にある茂みが揺ゆれる。

「！　いたっ！　この……っ、コソコソして……‼」

　イリヤは茂みへと向け、魔力砲を撃うとうとするが……、

（あ……あれ……？）

　なぜか全身から、急にがくんと力が抜ぬけた。

　足もガクガクと震ふるえ、視界が揺れる。もう治癒リジエネレートで完治したはずの首が、氷に触ふれたみたいにひりっとした。

「え……っ？　なに……これ……？」

　刹せつ那な。

　再び短剣。またしても茂みとは別の場所から、イリヤに向けて飛んできた。今度は高い木の上から、真下へと投げ下ろすように。

「イリヤっ、危ない！」

　方陣の効果だ。隣となりに立つ凛が先に反応し、イリヤの腕うでをぐいっと引いた。短剣は外れ、そのまま地面へと突つき刺ささる。

「イリヤ、ぼけっとしないの！」

「う……うう、あ……」

　イリヤの心臓の鼓こ動どうは、速くなる。

　これは気持ちの問題だろうか。あるいは、また別の理由があるのか。土に刺さった短剣を見ていると、イリヤは首筋がぞくっとした。

　先ほど、刃やいばの掠った首が。

　耳には、とくんとくん、と脈の音だけ聞こえていた。

「ちょっとイリヤ、しっかりしなさい！　次も無事で済むとは限らないんだから！」

　凛は、イリヤの腕を摑つかんで、その身を前後に揺さぶるが──、

（ナイフ……刃は物もの……血……）

　しかし、イリヤは上の空。

　目の前の光景などは見えておらず、代わりに見えていたのは──昨夜の黒騎士セイバーとの戦い。

　その前半。

　剣けんで斬きりつけられて出血し、がくがく震えていた自分の姿だった。

　怪我。

　血。

　痛み。

　そして……。

（アレが、避けられずに……刺さったら……）

　昨日の黒騎士の剣や、今夜飛んでくる短剣が……。

「イリヤ！」

「あ……っ、リンさん……」

「しっかりして！　気を抜いたら死ぬわよ！」

（え……？　死ぬ……？　本当に、死んじゃうの……？）

　──死。

　それは、聞きたくなかった言葉。

　頭では知りつつも、ずっと目を背そむけていたもの。

（そんな……）

　イリヤの目に、強い怯おびえの色が表れる。

　そんな怯えを、つけこむチャンスと判断したのだろうか。──〝敵〟が、その隠かくしていた姿を現した。

　暗くら闇やみに──木々や茂みの陰に、髑どく髏ろの仮面。

　闇やみに溶とけ込むような黒衣を纏まとっていたために、まるで銀色の仮面が宙に浮ういているかのように見えた。

　そんな仮面の姿が、

　一つ。

　二つ。

　三つ。

　さらに、いくつも。大量に。

　木の上、木の葉の陰、茂しげみの後ろ、ありとあらゆる物陰に！

　凛は、ごくり、と息を吞のんだ。

「そんな……なんてインチキ！　敵が軍勢だなんて聞いてないわよ！」

　凛やイリヤと背を合わせながら、美遊とルヴィアも息を吞む。

　その数、視し認にんできるだけで五〇以上。

　体格こそまちまちだが、同じ仮面をつけ、さらには、この統とう率そつのとれた行動。一つのクラスカードから具現化したに違ちがいない。

　やがて、この髑髏仮面たちは一同を完全に包囲しつつ……、




　──ちゃきっ




　と、短剣を構えた。

　一いつ斉せいに。

　イリヤの膝ひざは、かくかくと揺れた。心臓も激しく鳴っていた。

（どうしよう、どうしよう、どうしよう……‼　あんな数、避けられない……。このままだと、わたし……）

　凛は、小声で皆みなに囁ささやく。

「包ほう囲い網もうを突とつ破ぱするわよ。わたしの前──あの木の方向に向かって火力を集中。いいわね？　美遊、イリヤ、なにがあっても立ち止まっては駄だ目め。的にされるわ」

　イリヤを含ふくむ一同は、こくっ、と小さく頷うなずいて──、

「今よっ！」

　合図と共に駆け出した。

　イリヤ以外は。

「あ……ああ……」

　走りたくなかったわけではない。

　駆け出そうとしても足が動かなかったのだ。イリヤはそのまま膝をつき、駆けていく皆の背中を見送るのみだった。

「──っ⁉　イリヤ！」

　凛が、ルヴィアが、そして、もちろん美遊が、一斉にイリヤの名を叫ぶ。だが、イリヤは膝をついたまま、ただの一歩も動けないままだった。

「あ……あ、そんな……‼　か……からだ……動かない……ッ！」

「大変です！　イリヤさんの魔ま力りよく循じゆん環かんに異常発生、物理保護が維い持じできません！　これは、まさか……毒⁉」

　おそらく最初の短たん剣けんだ。

　投げつけられた短剣に、毒が塗ぬってあったのだろう。あの、首を掠かすった短剣に。

　そして、そんな動けないイリヤへと、髑髏仮面たちは一斉に短剣を構え──そして、投とう擲てきする。

　きっと、いずれの短剣にも同じ毒が塗ってあるのだろう。だが、そんなものなどなくとも物理保護を失ったイリヤの命を奪うばうくらい、難しいことではなかったが。

「イリヤ───っ！」

　美遊の叫びが、鏡きよう面めん界かいに響ひびきわたる。

　イリヤは、迫せまり来る無数の短剣の煌きらめきを目にしながら──、

『──まるで……王手をかけられた駒こまみたい』

　と、思った。

　凛とルヴィアの判断は冷静で的確であったし、今回の敵は数こそ多いが昨夜の黒騎士セイバーに比べれば強くもなかった。

　敗因は、ただ一つ。最初の一手で後おくれをとった。あの短剣を受けてしまったから。ほんのちょっとの不注意。たった、それだけのこと。しかし──、

（たったそれだけのことで……わたしは、死んじゃうの……？）

　しかも、イリヤだけではない。

　あれほど『なにがあっても立ち止まっては駄目』と念押しされていながら、凛もルヴィアも、そして美遊も、立ち止まっていた。三人ともイリヤを助けようと。飛来するのを一本でも撃ち落おとそうと、火力を短剣へと向けて。

（どうしよう、わたしだけじゃない……。このままだと、ミユも、リンさんも、ルヴィアさんも……）

　みんな、みんな、自分を守るために死んでしまう。

　自分のせいで死んでしまう。

（嫌いやだよ、こんなの……。変だよ……。みんなが死んじゃうなんて……こんなの、違う。わたしの知っている世界じゃない。こんなのは……わたしの生きている世界じゃ……‼）

「まも、らなきゃ……」

　イリヤから、放たれた。

　強い光が。

　あたり一面を包む、眩まぶしい光が。

「いけない、魔ま力りよくの制せい御ぎよが……‼　皆さん、逃にげて！　暴発します！」

　だが、ルビーがそう言ったときには、すべては手て遅おくれ。

　イリヤを中心に、美遊も凛もルヴィアも二本の杖ステツキも──そして、髑髏の仮面たちも、光は全すべてを吞み込んだ。

　それは、魔力の爆ばく発はつ。

　今回は昨夜と異なり、イリヤは全てを憶おぼえていた。
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　クレーターと化した、鏡面界の森。

　それは、昨夜の黒騎士がエクスカリバーで造ったクレーターに、規模は勝まさらずとも劣おとらない。

　その中央には、発光しつつ浮かぶ『暗殺者アサシン』のクラスカードと、

「ああ……、あああ……」

　自分の肩かたを抱だき、震えるイリヤの姿があった。

「な……なに、これ……？　わたしが……、わたしの……せいで……？」

　まさしく惨さん状じよう。

　イリヤが顔を上げれば、そこには怪け我がをしてぼろぼろになった美遊と凛とルヴィアの姿。美遊とその手に握にぎられたサファイアが障しよう壁へきで皆を守ったようだが──それでも、この負傷。皆、全身は擦すり傷きずだらけで、肌はだは土つち埃ぼこりと泥どろと、そして各おの々おのの血に塗まみれていた。

　額から血を流したまま、美遊がイリヤを哀かなしげに見つめる──。

「イリヤ……」

　そんな美遊の姿を見て、イリヤは怯えて後ずさる。

「う……あ……」

　さらには、美遊の後ろで血を流す凛とルヴィアの姿も目にし、もう数歩後ろに下がった。

「ああ……あああ……！」

　もちろん、血に怯えていたのではない。

　自分のやったことに対して怯えていたのだ。

（ああ──忘れてた……。ここがどんなに怖こわい場所なのかを……わたしがどんな世界に足を踏ふみ入れたのかを……）

　そして、脳のう裏りにフラッシュバックする。

　黒くろ騎き士しとの戦いで、自分がなにをしたのかを。得体の知れない力に突つき動かされて、カードの英えい霊れいと化したことを。一いつ時ときとはいえ、人間ではなくなってしまったことを。

「あ、あの……わた、わたし……こんなことになるなんて──」

　だが、その言いかけた言葉を、美遊は遮さえぎる。

「……危ないところだった」

「う、うん……。ご……ごめんなさい……」

「……サファイアの障壁が間に合わなかったら、私もルヴィアさんも凛さんも、きっと……」

「で、でも！　そうしないと皆死んじゃうと思って……‼」

「……その結果が、これ。一歩間ま違ちがえたら、全員死んでいた。貴女あなたのせいで」

「そんな……こと……」

「……そもそも、最初に攻こう撃げきを受けたのも貴女で、動けなくなったのも貴女。貴女がミスを招き、貴女が魔力を暴発させ……皆が危険に曝さらされた」

「それ……は……」

「……結果として敵は倒たおした。でも、貴女がいなければ、こんな危機はありえなかった」

「あ……ぅ……」

　冷たい。ただ冷たい言葉。それが、冷たい瞳ひとみで発せられていた。

　だが、その冷たい瞳さえも、

「……こんなことは、もうたくさん。わたしは……二度と貴女と一いつ緒しよに戦いたくない」

　ぷい、と美遊はイリヤから顔を逸そらす。

「──っ！　わ……わたし……‼　う……うぁぁあ───っ！」

　耐たえられなかった。

　皆に。そして、自分に。

　皆を傷つけた、この自分に。

　イリヤは、目からはらはらと涙なみだをこぼしつつ──飛んだ。

　鏡面界から飛び出し、現実の空を、雲よりも高く。どこを目指すでもなく。ただ、高く、遠くへと。

「イリヤさん！　落ち着いて下さい、イリヤさん！」

「だって、だって……こんなのって、ないよ！　わたしだって、精せい一いつ杯ぱいだったのに……‼　なにがなんだかわからなくって……巻き込まれただけのことだったけど、一いつ生しよう懸けん命めいやったのに！　さっきも、皆を守ろうと思って、怖かったけど頑がん張ばって……‼」

　言葉になっていたのは、ここまでだ。

　あとは『わあん』という泣き声だけが聞こえていた。
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　その後、どうやって帰ったのかは分からない。

　だが、気がつけばイリヤは──自分の家の、自分の部屋の天てん井じようの下。いつもの蛍けい光こう灯とうに見下ろされながら……くすん、くすん、と泣いていた。

　毛布にくるまり、丸くなって震ふるえながら。

「もうやだ……もう嫌だ……。あんなの、あんなこと、もう二度と……」

　こんなのは、全部夢ならよかったのに。
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　目覚ましが、可愛かわいらしくも賑にぎやかな音を立てて鳴り始める。

　朝。

　白っぽい、爽さわやかな日差しがカーテン越ごしに部屋を、窓まど際ぎわのベッドを照らしている。

　そしてその上で丸まった毛布も。

　目覚ましはまだ鳴りやまない。

　いつもならとっくに止まっているのに。

　目覚ましの持ち主の寝ね起おきはかなりいい方だから、こんなにも長く鳴り続けるのは珍めずらしい。

　たまにアニメの見過ぎで、寝る時間が遅おそくなってしまったときにはこんな朝もあるけれど……。

「……ん……ぅ……」

　毛布の中から手が伸のびて、ようやく目覚ましを止めた。

　時間にすれば、ほんの三〇秒ばかり。

　それでも、いつものイリヤとは違ちがっていた。

　もそもそとベッドの上で身体からだを起こす様子もどこか力ない。視線はうつむいたまま。

「はぁ……」
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「大だい丈じよう夫ぶですかイリヤさん。まだ顔色が優すぐれないような……」

　玄げん関かんで靴くつをはくイリヤの背中にセラの声がかかる。

「何言ってるのセラ？　大丈夫だよ」

　と、答えた言葉がすでに大丈夫ではない。

　古来、『大丈夫』と答えるひとが、本当に大丈夫だった例はないのである。

　イリヤのひどく疲つかれた様子は、ちいさな出来事も過大に評価しがちなセラでなくともつい声をかけたくなるほどはっきりと分かる。

　これが毎日元気よく駆かけ足一歩手前の早足で玄関を出て行くのと同じ少女だろうか。

　そんな気持ちをセラはそのまま言葉にした。

「私にはそうは見えません。やはり今日もお休みした方が」

「だから過保護だってば。熱もないんだし、全然平気」

　突き放すような言い方のイリヤにセラはなおも食い下がろうとする。

「ではせめて、学校まで一緒に」

「ホント、大丈夫だから。いってきまーす」

　エプロンをはずして出かける準備を始めそうなセラから逃げるようにしてイリヤは家を出た。

　数歩走ったその足は、けれど数歩目で止まってしまう。

　目の前にはルヴィアの屋や敷しき。

　と、いうよりは美み遊ゆの家だ。

　イリヤはありもしない視線を避さけるようにして、学校への道を歩き出した。
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　朝の教室はいつも通りの賑やかさ。

　いかにいい子の揃そろった学校とはいえ、やっぱりそこは小学生。

　昨日見たテレビや、遊んだゲーム。

　美み々みや那な奈な亀きも、雀すず花かの机の周りに集まって話に花を咲さかせていた。

　始業までまだ少し間のあるこの時間、生徒たちが時間差でひとりふたりと登校してくる。

　話にそれほど夢中になっていたわけではないのだけれど、雀花はあやうく教室に入ってきたイリヤを見み逃のがすところだった。いつもなら入ってきただけで、視界がぱぁっと明るくなるようなイリヤだからすぐに気づくのだけれど。

「おーっす、イリヤ」

　なんだか気にはなったものの、見た目よりもおおざっぱな性格の雀花は気軽に挨あい拶さつの言葉を投げかける。美々、那奈亀も気づいて軽く手を振ふった。

「おはよう」

「っはよー」

　いつも通りの（それぞれに性格が出た）挨拶。しかし……。

「うん、おはよ……」

　と、イリヤの挨拶はいつも通りとはとても呼べなかった。

　一応笑え顔がおは浮うかべているものの、いつもの眩まぶしいような生気が感じられない。

　三人の中ではいちばんひとに気を遣つかう性格の美々がイリヤの顔をじっと覗のぞき込む。

　そんな美々の視線にも、イリヤは気づいていないようだ。心ここにあらず、という様子がありありと見える。

「？　イリヤちゃん、具合でも悪いの？」

　そう聞かれて、初めて視線に気づいたイリヤが慌あわてて首を振る。

「え？　いや、ソンナコトナイヨー？」

　こういうときによくやる、両手をパーにして相手に向けるしぐさもセットだ。セラに返した「大丈夫」ではないが、これも本当に大丈夫なひとがやるのを見たことがない。

　つまりはまったくもって大丈夫ではないのである。

　さすがに雀花も那奈亀も不思議に思ったようだ。

「………………？」

　美々たちはじいっとイリヤを見る。

　こんなイリヤは本当に珍しい。風邪かぜをひいていたって元気いっぱいなのがイリヤなはずなのに。

（み、見られてる。疑われてる……？）

　イリヤはこわばった笑顔のまま三人から視線を逸らす。

（どうしよう、話を逸らさなくちゃ）

　三人が自分の様子を気にしている……心配しているのはイリヤにも分かっている。

　でも。

　いや、わかっているからこそ、三人には詳くわしい事情を知られたくない。

　そもそも、この落ち込んでいる気持ちの原因を話すためには、昨夜の出来事、さらに遡さかのぼってルビーのことや魔法少女カレイドライナーのことも話さなくちゃいけないのだ。

　たとえひとに見せるにはちょっと恥はずかしい（士し郎ろうに見せるにはものすごく恥ずかしい）転身後のコスチュームのことがなかったとしても、だ。

「と、ところで今日の授業って……」

　イリヤが違う話題を切りだそうとしたそのとき、教室の中に美遊が入ってきた。

「っ！」

　思わず笑顔が消えてしまう。

（ミユ……）

　その澄すました顔に昨日の戦いのダメージは少しも感じられない。

　美遊は無言のまま、自分の席に向かって歩いてくる。ちょうどイリヤたちがいる席の前にさしかかる。

「…………‼」

　うつむくイリヤの前を、しかし美遊はやはり無言のままで通り過ぎてしまった。

「…………」

　まるでそこにイリヤなどいないかのように。

　そのまま席に座る美遊をイリヤはそっと見た。つややかな黒い髪かみからは、昨日の激しい戦いのことなど想像もつかない。

（ミユ、なんにも言ってくれなかった……）

　声をかけられなかったことで、ほっとしたような、それともさみしいような、なんとも言えない気持ちがイリヤの小さな胸を満たす。

　なにかがつっかえていて、いまにものどから外に出てきそうなのに、出てこない……。

「イリヤちゃん……？」

「あ！　わたし宿題やってないんだった！　急いでやらないと！」

　逃にげるように自分の席に座るイリヤ。

　美々たちは声をかけそこなって遠くから見守っている。

　いったいどうしたんだろう。

　そのことについて深く考える間を神様は与あたえてくれなかった。

　間の悪い神様に名前をつけるとすれば、嶽がく間ま沢ざわ龍たつ子こだ。

「っはよー、エブリデイ！　今日のスカイはサンデイだぜ！」

　……いったいどこから突つっ込んでいいやら。

　カタカナでしゃべってるところがことごとく間ま違ちがっている。

　龍子は今日のイリヤとは正反対の、見ている方の目が痛くなりそうなハロゲンランプ級の笑顔（ただしちょっとバカっぽい）で、目に映るクラスメイトすべてに挨拶しながら教室内に入ってくる。

　いつものように龍子のボケ……というかナチュラルな行動に突っ込んでいいのか、それとも、イリヤのことについて話をした方がいいのか迷っている間に、龍子はイリヤの席まで行ってしまった。

「ぅオーッス、イリヤ！　本日はご機き嫌げんハゥドゥユードゥ！」

「……龍子は元気だねー……」

　いつものように笑顔の挨拶が返ってくると思っていた龍子が一いつ瞬しゆん硬こう直ちよくする。

　龍子にとってイリヤは、那奈亀や雀花のように、キックやチョップで突っ込んでこない、とても話しやすい（世間、ないしクラスメイトたちに言わせればボケやすい）相手なのだ。

　なのに、このスルーするかのようなそっけない反応！

「オーゥ、ソーバッド」

　だが、こんなことでくじける龍子ではない。

「なんだよ元気ねーなぁ！　朝からそんなんじゃミッドナイトまでもたねーぞ！　なぁ美遊？」

　と美遊の肩かたに手を置き同意を求める。

　だが、世間の風は冷たかった。

「うるさい。静かにして」

　えぐえぐと泣きながら龍子は美々たちのところにやってきた。

「ちくしょう。誰だれか俺に優やさしくしてくれ……！」

「はっはっは。このウジ虫め」

　いっそ晴れやかな笑顔で那奈亀が龍子の頭を撫なでる。

「さすが龍子。空気が読めていないな」

　と、雀花。

　まったく容よう赦しやがない。

　美々だけは多少同情の気持ちがあるのか「あはは」と乾かわいた笑い声を立てていた。
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「それはそれとして、だ……」

　雀花が眼鏡をなおした。

　いつも通りの龍子のことよりいまは大事なことがある。

「うん……。なんか、変な雰ふん囲い気きだね……」

　無表情で教科書に目を落とす美遊と、その前の席でうつむいて座っているイリヤ。

　不気味なオーラが漂ただよっている感じだ。

「イリヤちゃんとミユちゃん、ケンカでもしたのかな……」

「美遊も打ち解けてきた感じだったのにいったい何が……」

　そのオーラに気け圧おされた感じで美々と雀花が顔を見あわせる。

「ミユキチのやろー。そろそろデレ期かと思ったのにまたツンに戻もどりやがって……。もつれか？　もつれた痴ち情じようがただれてるのか」

「それ意味わかって言ってる？」

　那奈亀に突っ込まれている龍子も、さすがにもういっぺんアプローチしに行く度胸はないようだった。

（ケンカなんかじゃないの……。単に合わせる顔がないだけ……）

　イリヤは顔をあげられない。

　背後の美遊の気配がひどく重い。

　だって、こんなふうになってしまったのは自分のせいだとわかっているから……。
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　イリヤはずっと自分の考えの中に沈しずんでいた。

　死にかけた恐きよう怖ふに震ふるえながら、最初は美遊の態度に怒おこっていた。

（わたしだって頑がん張ばったのに、怖こわいのを我が慢まんして一いつ生しよう懸けん命めいやったのに）

『こんなことは、もうたくさん。わたしは……二度と貴女と一いつ緒しよに戦いたくない』

　美遊の言葉が何度もリフレインして胸を締しめつける。

　けれど。

　恐怖の記き憶おくが薄うすれてくると、美遊の言葉が冷静に受け止められるようになってきた。

　言葉、というよりあのときの美遊や凛りんたちの姿だ。

　敵の攻こう撃げきではなく、イリヤの魔法によってぼろぼろに傷ついた姿……。

　ルビーやサファイアがいなければ、みんなで命を落としていたはずだ。

　だから……美遊が自分を責めるのは、考えてみれば当然のことなのだ。

　イリヤ自身が死を怖おそれたように、美遊だって死ぬのはいやだろう。

　ましてそれが後ろから撃うたれるような死ならなおさらだ……。

『こんなことは、もうたくさん。わたしは……二度と貴女あなたと一緒に戦いたくない』

（仲良くなれたと思ったその日のうちにあんなことを言われて……でも、もうあんな怖い世界に行かなくてもいいって思うと……）

　どこかでホッとしている自分を感じて、イリヤは自分が嫌いやになった。

　美遊に合わせる顔がない。

「おっはよーみんなー‼　さーて今日もキリキリ授業を始めるわよー‼」

　藤ふじ村むら先生がチャイムと共に教室に入ってきた。

　いつも通りの、日常の風景。

（今まで通りの時間を過ごしていたら、こんなことも考えなくて済むのかな……）
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　午後の図工室。

　イリヤたちのクラスは図画工作の時間だ。

「んじゃー、今日はグループで紙かみ芝しば居いを作ってもらうわよー。絵を描かく人や話を書く人、額がく縁ぶちを作る人、って感じでうまく役割分担してねー」

　床ゆかを傷つけないように広げられた新聞紙の上で、エプロン姿の少年少女たちが画材や工具を広げている。一回の授業でお話から、絵を描くこと、さらにはそれを見せるための額縁まで作ってしまおうというのだから、小学生にはなかなかハードな授業かもしれない。

　とはいえ、小学生に限界という言葉はない。たぶんまだ習っていない。

「よっしゃー！　桃もも太た郎ろう描こうぜ桃太郎！　俺は乙おと姫ひめの作画担当な！」

　龍子は最初からやる気全開だ。ただしその方向もいつも通り全開に間違っている。

「あのね龍子ちゃん。桃太郎のお話に乙姫様は出てこなくて……」

「美々はジュリエットの作画を担当するか？」

　美々の不安な顔もまったく気にする様子はない。

「あうぅー……。龍子ちゃん、せめて日本のお話で……」

「どうする？　このままだとイタリアにある鬼おにヶが島しまに行って鯛たいやヒラメの舞まい踊おどりを見てくる紙芝居になるぞ」

　学校の成績はともかく、物語の世界なら造ぞう詣けいの深い雀花はあきれ顔だ。

「お話を書く人は大変だろうねー」

　と那奈亀もうなずくが、どうも本気で困っている顔ではない。

「だよなー…………ってなワケで、ストーリーは任せたイリヤ！」

　どうやら最初からそのつもりだったらしい。

「え……えぇぇっ？　わたし一人に投げっぱなし？　そんなの無理だよ！」

「大だい丈じよう夫ぶ大丈夫ー」

　後ずさるイリヤの肩を捕つかまえつつ、那奈亀がにまにまとうなずく。雀花もうなずいた。

「美遊と一緒にやれば、そんくらいなんとかできるって」

　なるほど、彼女たちなりに考えたらしい。

　が、イリヤにしてみれば追い詰つめられてしまった格好だ。

　そんなこといきなり言われても、美遊になんと声をかければいいのか。

「ぁ……ん、ん……」

　あいまいにうなずいて、視線をさまよわせてしまう。

　その視線が美遊の氷のような視線とぶつかる。イリヤは思わず目を伏ふせた。

「……どうしてわたしがあなたたちと組むことになっているの？」

　その声でその場の空気が本当に凍こおらなかったのが不思議なくらいだ。

「まーまー、そう言わずにー」

「一緒にやろうぜー」

　那奈亀と雀花は取りなそうとしたけれど、

「わたしは一人でやる。……一人で、できる」

　と、にべもない。

「あちゃー、失敗か……」

　結局彼女たちの作戦は失敗に終わったようだった。

「大丈夫かなー。本当に自分一人でやるつもりみたいだけど」

「……大丈夫……じゃないかな……ミユは……何でもできるから……。なんでも、一人で、上手に……」

　イリヤは誰とも視線を合わせないまま、額縁を作るための角材が積んである机の方に歩いていく。

「だとすると……」

　雀花が眼鏡のレンズの奥で眉まゆをひそめる。

「大丈夫じゃないのは残されたわたしたちの方だな」

「そだねー」

　雀花と那奈亀はすでに床に広げた画用紙の前であぐらをかいて絵の構想を練るのに余念がない。

「かぐや姫と乙姫って、どっちが夜中に首を伸のばすんだっけ？」

　と、龍子は美々に質問などしている。もはや桃からも太郎からも遥か遠いところまで行ってしまっているみたいだ。

「龍子ちゃん、それはろくろっ首っていう怪かい談だんで……」

「ロック？……バンド物か。悪くないな！」

「龍子ちゃん、お願いだから一回落ち着いてーっ」
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　図工室でシュールかつアバンギャルドなおとぎ話が新たに誕生しようとしている頃ころ、二本の魔ま法ほうのステッキは校庭の隅すみで、顔（先せん端たん部の羽の生えた部分をそう呼ぶことができればだが）をつき合わせて話し込んでいた。

「それで姉さん。イリヤ様は大丈夫なのですか？」

「そうですねー。疲つかれてはいるようですが、身体からだの方は問題ないと思いますよー」

　妹の質問に、ルビーは肩かたをすくめる感じに羽を動かして見せた。

「では、心の方は」

　ルビーがふわりと浮うき上がる。

　その視線の先には、図工室で紙芝居作りにいそしむイリヤたちの姿がガラス越ごしに見える。ヘヴィメタルバンドの演奏のような龍子のアグレッシブな画法に激しく突つっ込みを入れたり、嘆なげいたりしているほかの少女たちの隣となりで、イリヤも笑え顔がおを浮かべてはいた。

　ただし、人形のように変化のない、作り物の、貼はり付けただけの笑顔だったけれど。

「まぁ、ご覧の通りって感じですー」

　処置なし、といった感じでルビーが再び妹の隣となりに降りてくる。

「そう……」

「クラスカードの回収にも関かかわりたくないと思っているでしょうねー」

　昨日一晩のイリヤの様子からはそうとしか思えなかった。

「それは、そもそもルヴィア様と凛様に課せられた任務だから問題ないと思う」

　サファイアの反応はあくまで冷静だったが、姉の認にん識しきはさらにその上をいっていた。

「まぁ、ぶっちゃけ、わたしたちの仕事でもないですからー」

「姉さん……」

　なんたる無責任！　と、サファイアは思ったが、もともと姉はこういうひと（？）なのだと呆あきれるだけにとどめておく。

　とはいえ、この無責任な言いぐさも、ルビーには理由があってのことらしい。

「そもそも、あんな血なまぐさい泥どろ仕事は魔法少女のやることじゃありません！」

「……どんなに言い繕つくろっても、結局は命のやりとりだから」

「それを怖いと感じるのは当然のことですよねー」

　なにしろ、イリヤも美遊もまだ小学生。まだ成り立ての魔法少女カレイドライナー──いや、〝魔法少女〟でしかない。

「そうね……」

　考え深げにつぶやくサファイア。ルビーは再び宙に浮かび上がって図工室を見た。

「むしろ、わたしには美遊さんの方が不思議です。なぜあそこまで……」

「…………」

　姉の姿を見上げつつ、サファイアは『あの夜』のことを思い出す。







「おのれサファイア……‼　主人の命令に背そむくばかりか、マスター契けい約やくまで打ち切るなんて……‼」

　憤ふん怒ぬの形相でルヴィアが公園の植え込みの中から立ち上がる。

　折れた枝やらちぎれた葉っぱが、花魁おいらんの髪かみ飾かざりよろしく金きん髪ぱつ縦ロールから突きだしている。

　どうやら落下時に、立木の上にでも落ちたらしい。

　服もあちこちずたずたで、擦すり傷きずだらけだが、当人はいたって意い気き軒けん昂こう。……痛いのが気にならないほど怒おこっているだけかもしれないが。

「出てらっしゃいサファイア！　抵てい抗こうは無む駄だですわ！　このへんにいるのは分かっているんですのよ！　おとなしく私ワタクシともう一度契約を……」

　怒ど声せいは、しかし中ちゆう途と半はん端ぱなところで途と切ぎれた。

　彼女の目の前にサファイアが現れたからだ。

　柄えの部分を現したステッキの状態で。

　ただし、その柄はルヴィアではない別の手が握にぎっていたけれど。

「……このステッキの持ち主ですか？」

　サファイアを握った少女が言った。

　黒くろ髪かみの少女はすでに、魔法少女の姿に転身していた。

「なんですの、貴女あなたは……」

　少女はルヴィアの質問に直接は答えなかった。

　代わりに、

「この子から話は聞きました。カード回収はわたしがやります。だから……」

　ひどく静かな。けれどなにかを振ふり絞しぼるような少女の言葉……。

「わたしに住む場所をください。食べ物をください。服をください。わたしに……」

　少しの間。

「居場所をください」







「サファイアちゃん、どうかしましたか？」

「……いえ。なんでもないわ、姉さん」

　姉の言葉に我に返るサファイア。

「そうですかー」

　ルビーはまだなにか聞きたそうにしていたが、サファイアはまだ耳（というものが、彼女たちカレイドステッキにあればだが）に残る美遊の言葉の響ひびきを振り払はらうように姉のところに浮き上がった。

「それより、姉さんたちはこれからどうするの？」

「うーん、そうですねー。イリヤさん次し第だい、といったところでしょーか」

　くるりくるりとその場で回りながら、答えるルビー。

　確かに魔法少女のパートナーでしかないカレイドステッキにとっては、主人たる少女あっての自分たちの未来だ。

「……そう」

　やや脳天気に聞こえる姉の答えにも、うなずくしかないサファイアなのだった。
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　一方、また。

　ステッキ姉妹の相談が続いているあいだに、図工室の惨さん劇げきは、いよいよ悲ひ惨さんさを極きわめつつあった。

「イリヤ次第なんだ」

「……無理」

　肩に手を置き力説する雀花に対して、イリヤの答えも真しん剣けんそのものだ。

「これが上手うまくいくかは、ストーリー担当のイリヤ次第なんだ！」

「本っっっ当に、無理」

　心の底からの訴うつたえであった。

　あんなものに、ストーリーなどどうつけろというのだ。

　たとえシェイクスピアでも手て塚づか治おさ虫むでも、アレにお話をつけることなど不可能だ。

　アレ、とはいま那奈亀と美々が震ふるえながら見るのを躊ちゆう躇ちよしているモノのことだ。

「ヤ、ヤツは一体何を描かいているつもりなんだ……？」

「一応、桃太郎だよって何度も言ったんだけど……」

　彼女たちの足あし下もとに無造作に広げられた数枚の画用紙には、なんとも形容の難しい絵が描かれていた。

　絵。これが絵なのだろうか。

　この太古の邪じや神しんの顕けん現げんにも見える一枚は、もしかすると宇宙船かなにかのようにも見える。

　もう一枚で画面の真ん中をのたくっているのはろくろっ首の長い首だろうか。それとも宝の地図かもしれない。

　そしてはたまた、絵の具を乱暴にぶちまけただけにも見えるサイケデリックな画面の真ん中に描かれた四角はなんだろう。猫ねこ型ロボットが乗るタイムマシンを連想させるが、あるいは豆とう腐ふかもしれない……。

　さらにさらに……。見ているだけで美々たちの正気がどんどん失われていくようだ。

　二〇世紀の絵画的発明であるキュビズムを身につけた美遊であれば、これらの作品に込められた主題を見事に解き明かすことができるのだろうか。

「おおっ。龍子ちゃんたちのグループは戦隊ヒーローものを描くんだね？　そのチャレンジ精神、気に入った！」

　少女たちの背後にやってきた藤村先生が腕うで組ぐみして、うんうんとうなずいている。

　紙かみ芝しば居い制作の進み具合を、生徒たちの間を回って点検して歩いているのだが、いったい彼女の目にはこの前衛絵画がどのように映っているのだろうか。

「おう！　任せとけ！」

　そしてそれにぐっと拳こぶしを突き出す龍子も龍子である。

　美々と那奈亀は戦せん慄りつせざるをえない。

「戦隊ヒーロー？　まさかヤツは、昔話のカテゴリーすら超ちよう越えつしていると……？」

「私、もう龍子ちゃんが何を描いているのか怖こわくて見に行けないよ……」

　そちらの方をちらりと見やって、雀花がイリヤに向き直る。肩をつかんだ手にぐっと力がこもった。

「……大だい丈じよう夫ぶだイリヤ。きっとお前ならなんとかできる」

「無理だよ！　そんなのできっこないよ！」

「そこをなんとか」

「無理ったら無理ーッ！」

　見かねた美々がふたりを取りなす。

「雀花ちゃん。大変な部分をイリヤちゃん一人に押しつけちゃうのは……」

「んー……。ま、そりゃそうだよな。……仕方ない。みんなで考えるか」

　龍子の絵にお話をつけるなんていう役どころははっきり言ってやりたくないが、といってそれをイリヤにやらせるのは一層非人道的だと気づいて、不承不承雀花もうなずいた。

「んだねー。みんなでやれば、ちょっとはマシになるかもしれないし」

　みんなでやれば。

　イリヤの表情がこわばったことに、みんなは気づかなかった。

「とりあえず、アレが考えている話を聞いてみるか」

「もしかしたらタッツンの頭の中にはちゃんとしたストーリーがあるのかもしれないもんねー」

「そうだね。タツコちゃーん。ちょっといいかなー？」

　あきらめムードで、龍子の周りにしゃがみ込む雀花たち。

「ん？　どした？」

　まだなにか描き足りないような顔をしていた龍子が顔をあげる。

「タッツンはこれをどういう話にする予定？」

「おおまかなあらすじとか……」

「とりあえず、誰だれが主人公なのかだけでもいいから教えてくれ」

　言われた龍子はふふん、と鼻を鳴らした。

「やれやれ……。お前ら、桃太郎も知らないのか？」




　・　　・　　・　　・。




「だ、ダメだよ雀花ちゃん！　落ち着いて！」

「放せ！　コイツには一度話作りの厳しさを教えてやる必要があるんだ！」

　龍子に飛びかかろうとする雀花を、美々がうしろから羽は交がい締じめにして、やめさせた。

「ハッハッハ。埋うめるのは話を聞いてからにしよう」

　笑って雀花の肩かたを叩たたく那奈亀も、唇くちびるの端はしが怖い感じにひきつっている。

　そんなクラスメイトたちの姿を、イリヤはひとりつくねんと見つめている。

　みんなでやれば。

　けれど、視線を巡めぐらせれば美遊は、ひとり淡たん々たんと作業を進めている。

　どんな紙芝居ができあがるのかは知らないが、すでに本体は完成したようで、それをさし込む額がく縁ぶちの作製に入っていた。

　結局美遊はひとりで紙芝居を作り上げる気のようだ。

　けれどイリヤは。

　その一部分でさえ、ひとりでは作ることができない事実が彼女を打ちのめす。

　前を見ていられない。視線は自然に下を向いた。

（……ひとりでやるなんて、無理だよ……。わたしは……普ふ通つうの小学生なんだから……）
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　夕暮れが強いコントラストで町を包んでいる。オレンジに染まった風景の中、イリヤはひとりとぼとぼと家路を辿たどっていた。

「……結局、ミユとは話ができなかったな……」

　長い髪かみの中に隠かくれたルビーが話しかける。

「仕方ないですよ。美遊さんは徹てつ底ていして距きよ離りを取っていましたからー」

　元気づけようとしているのだろうが、今ひとつ脳天気に聞こえてしまうのはこのステッキの性格の問題だ。

「……うん……」

　ルビーとしては美遊があんな態度では、イリヤがどんなに心にかけても、仕方がない。イリヤのせいではないのだ、と言ってやりたいのだろうが、イリヤとしては美遊に避さけられる自分のふがいなさについ想おもいがいってしまう。

　こんな自分じゃ、ミユだって仲良くしたいとは思わない。

　悪いのは自分なんだ……。

　イリヤの足取りはいよいよ重い。
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　玄げん関かんのドアの開く気配に、セラは洗せん濯たく物ものをたたむ手を止めて顔を上げた。

　誰だろう。

　チャイムを鳴らさずに入ってくるのだからきっと家族の誰かに違ちがいないが、衛え宮みや家で「ただいま」のひと言もなくあがってくる家族はいないはずだ。

　視線を廊ろう下かに向けて待っていると、イリヤの姿が見えた。

「おかえりなさい、イリヤさん」

「ただいま」

　返ってくる声に元気がない。歩く様子にも、いつもの弾はずむような調子がまったく見えない。

　朝の出来事がすぐに思い出された。

「イリヤさん。やはりどこか具合が……」

「あ、ううん。そんなことないよ。ただ、ちょっと疲つかれちゃっただけ」

　イリヤは即そく座ざにそう言ったが、セラとしてはそれで安心できるはずもない。

　学校の体育で疲れた、とか、友だちと遊び回って疲れた、とか、そんな通り一いつ遍ぺんの疲れ方とは違うなにかをセラとしては感じずにはいられない。

「ですが……」

「じゃ、部屋で寝ねてるね」

「あ…………」

　呼び止めようとする間もなく、イリヤは素す早ばやくリビングを抜ぬけて階段を上がっていってしまった。

　まるで人目を避けているような……。

　セラがリビングで「このままイリヤを追いかけて、部屋まで行ってみようか」と迷っているその傍かたわらで、リズはソファのうえであぐらをかいてポテチをつまんでいた。どうやらテレビで再放送のドラマを見ていたらしい。

　階段を見上げているセラにリズが声をかけた。

「セラ。どうかした？」

「ええ。どうにもイリヤさんの様子が妙みようで……。この前は急に熱を出していましたし」

「熱くらい、誰でも出す」

　心配でしかたがない、という様子のセラに対してリズの答えはそっけない。

「わたしだってただの風邪かぜならここまで気にしません。ですが、あれは……」

「風邪と言うか……疲れてる？」

「そうです。疲れて熱を出してしまうほどに、イリヤさんが何をしているのか……。まさか、厄やつ介かいな事件に巻き込まれているのでは……」

　明らかに様子が変なことを、自分やほかのひとに知られないように隠しているのではないか。

　だとすると、イリヤはひとに隠さなければならないようなことに巻き込まれているのではないか……。

　セラの想像はどんどんふくらんでいく。

　想像の行き着く果てはともかく、その考えはだいたい当たっていたのだけれど……。

　しかし、リズはポテチをかじりながら、表情も変えずに、

「考えすぎだってー」

　と、にべもない。そんな彼女に、セラは思わず言い返していた。

「そんなことはありません！　っていうか最近のイリヤさん、わたしに何か隠し事してるような気がするんですけどっ！　時々なーんかソワソワしてるっぽいし！」

「年とし頃ごろの娘むすめなんてそんなもん。セラ神経質すぎー」

「貴女あなたはいい加減すぎるんですっ！　メイドの本分を忘れていつもダラダラと……！　そんな生活を続けて、太ってしまっても知りませんよ！」

　イリヤを心配するあまりのいらいらは、どうやらリズの方に向いてしまったようだ。

　リズの食べているポテチをびしいっと指さして指し摘てきする。

「んー……。大丈夫。私はホラ」

　と、視線を下に落とす。

　そこには、たわわに実った神秘の果実。多くの男性はもちろん、女性であっても憧あこがれと嫉しつ妬との混じった感情を抱いだかずにはいられない母性の象しよう徴ちようが……。

「栄養ためとく袋ふくろあるし」

　風を切る音と、拳こぶしが手のひらと激しくぶつかる音が一〇〇分の一秒ほどの差を置いてリビングに響ひびき渡わたった。

「セラ、いたい……」

　まるで琉りゆう球きゆう空手のようにひねりを加えて放たれたセラの正せい拳けん突づきを、リズが手のひらで受け止めている。

　セラが引きつった笑え顔がおを浮うかべる。

「ああ、便利な袋ですこと……。不思議だわ……どうして姉妹でこうも違うのかしら」

　その両目に炎ほのおが燃え上がる。

「しかし贅ぜい肉にく！　所しよ詮せんは贅肉なのよ！　無む駄だな肉は排はい除じよするべきなのです！」

　受け止められた手のひらごと貫つらぬこうと、セラの拳に力がこもる。

　みしみしみしっ。

「セラ、怖こわい……」

「ただい………………。何やってるんだ、二人とも？」

　目を丸くした士郎がそこにいた。

　どうやら学校帰りにスーパーへでも寄ってきたようで、大きなレジ袋ぶくろを両手に提さげている。

「おかえりなさい、シロウ。早かったですね」

「おかえり」

　ふたりともそれまでの緊きん迫ぱくした空気などどこへやら、という涼すずしい顔で士郎に笑顔を向ける。

　大だい丈じよう夫ぶかなこのふたり、という表情を浮かべながらも士郎はレジ袋を軽く持ち上げて見せた。

「今日の夕食当番は俺だろ？　だから、急いで帰ってきたんだ」

「食材ですか。随ずい分ぶんと買い込んできましたね」

「ああ。美味おいしいものでも作ってやろうかと思ってさ」

　と二階を見上げる。

「なにか、悩なやんでいるみたいだから」

　もちろんイリヤのことを言っているのだ。

　さすがにお兄ちゃんである。見ていないようで妹の様子をいつも気にかけているのだ。

　セラも心配げに二階を見上げた。

　が、リズだけは状じよう況きようをよく吞のみ込めていないのか、それとも分かった上でセラと士郎をからかっているのか──、

「胸の大きさで悩んでる」

　とぽつり。

「え？」

　なんの話かと士郎がリズに向き直る。

「私の胸を見て、無駄な贅肉だって」

　指で自分の胸むな元もとを示してみせる。

　そこにはシャツの布地を張りつめさせる一いつ対ついの大きな膨ふくらみ。

「む……胸」

　まさかそれがセラとの先ほどのやりとりのことを言っているとは思わない士郎である。

　頰ほおを染めて視線を逸そらしながら、

「ま、まぁ、もう望みが無い歳になっても真っ平らだっていうのならともかく、イリヤはまだまだこれからなんだから……」

　無論、となりのセラの表情がみるみる変わっていることなど、士郎は気づかない。

　なにしろ彼は、「小学生の女の子が抱くにはまだちょっと早い悩みなんじゃないかなあ、でももうあいつも一〇歳だもんなあ。こういうことで悩むようになったんだなあ」などと、甘あま酸ずっぱい気持ちでいっぱいになっていたのだから。

　だから、リズが指摘するまで自分の犯おかした致ち命めい的てき間ま違ちがいには気づかなかったのである。

　嗚呼ああ、不幸。

「シロウ、違う」

「ん？」

「胸で悩んでるのは、セラ」

「……へ？」

　一いつ瞬しゆんの間のあと、士郎がリズに向き直る。

　リズは、ものわかりの悪い生徒に連立方程式の解き方を教えてやる教師の顔で続けた。

　ひと言、ひと言嚙かんで含ふくめるように発音しながら。

「もう、成長の望みがない歳で、胸が真っ平らの、セラ」

　士郎は壊こわれかけたからくり人形のようにセラの方を向いた。

「………………」

　うつむいて震ふるえているセラの身体からだから、オーラというか瘴しよう気きというか、なにか剣けん吞のんなものが立ち上っている気がする。たぶん気のせいじゃない。

「えーと…………」

「………………」

　セラは無言だ。

　どうにかここは取り繕つくろわなくてはいけない。

　普ふ段だんの経験から、士郎はそう判断した。

　だがなんと言おう。

　なんと言えばこのピンチを切り抜けられる？

「……人の好みは、いろいろだから……」

　選せん択たくは最悪だった。
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「──上等です！　そこまで大きな膨らみが好きだと言うのなら、私が貴方あなたの身体に凹おう凸とつを作って差し上げます！」

「──シロウ。あとは任せた」

「──なんでさー⁉」
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　連続する打だ撃げき音と悲鳴は二階にまで筒つつ抜ぬけに響いていた。

　ドアのところに浮かんでいたルビーが、ベッドの上のイリヤのところに戻もどってくる。

「なんだか、これぞ日常、って感じですねー」

「……そうかもね……」

　うつぶせのイリヤの返事はそっけない。

「さて。それではイリヤさん。そろそろ凛さんに連れん絡らくを取りましょうか」

「……どうして？」

　ちら、とルビーの方を見るイリヤ。

「これからのことをお話ししないといけませんからー」

　これから？

　カード集めを続けること？　また転身すること？

　また昨日のように、恐おそろしい目に遭あうこと……？

「……嫌いや。わたし、もうあんな怖いことしたくない……」

　イリヤは寝ね返がえりを打って、ルビーに背を向けてしまう。

　だが、その返事をルビーの方は予期していたようだった。

「そうですねー。そう思うのは当然だと思います。むしろ、今までよく凛さんたちに付き合ったものです」

　いつも通りの軽い調子だったが、その言葉にからかうような響きはなかった。逆にルビーにしては真しん剣けんな響きが感じられる。

「え……？　じゃあ、凛さんとのお話って」

　再びルビーの方に向き直ったイリヤの前に、ルビーがふわりと降りてきた。

「はい。イリヤさんの気持ちをぶっちゃけちゃいましょう！」
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　ほどなく。

　夕暮れの公園で、イリヤは凛の前に立っていた。

　イリヤが差し出した竹たけ筒づつを、凛は腕うで組ぐみしながら見下ろしている。

　竹筒の中には丸めた白い紙が刺ささっていた。

「辞表です……」

　こうするものなのだとルビーに教わった作法だ。

　凛は小さく息をつきつつ紙……辞表を受け取った。

「なるほどね。ま、こうなるかもとは思ってたけど」

「その、最初は正直……興味本位って言うか、面おも白しろ半分だったの……」

　言葉がイリヤの唇くちびるをついて出る。

　しゃべらずにいられない。

「でも……」

　戦いの記き憶おくがよみがえる。

　きらめく魔ま法ほうの閃せん光こう、爆ばく発はつ。

　振ふりおろされる巨きよ大だいな剣けん。

　体がすくむ。

「魔法少女なんて言っても、実際にやってることは命がけの戦いで……。わたしは、もう二回も本当に死にそうになっていて……」

　まだ名前を呼びあう前の美遊の言葉が脳のう裏りによみがえる。




『その程度の……そんな理由で戦うの？』




　幻まぼろしの声を聞きながら、イリヤはつっかえながらしゃべり続けた。

「わたしには、戦うだけの理由も……」




『そんな軽い気持ちでカードにつく英えい霊れいと戦おうって言うの？』




　いま、あらためてあのときの言葉が胸に重く、深く突つき刺さる。

「覚かく悟ごもなくて……。だから」

　イリヤはぎゅっとスカートの裾すそを握にぎりしめた。

「もう……戦うのは嫌です。これ以上カード回収の手伝いはできません……」

　精せい一いつ杯ぱい絞しぼり出した言葉を聞いて、凛はじっと黙だまっている。

　怒おこられる。

　イリヤは身構えた。

　だが、かけられた言葉にはびっくりするほど優やさしい響ひびきがあった。

「……怖こわかった？」

「…………」

　答えないイリヤに凛が続ける。

「別に恥はずかしいことじゃないわ。あんなこと、普ふ通つうは誰だれでも怖いものなんだから」

「……うん」

「じゃ、カード回収の件はここまでね」

　あっさりと凛が言った。

　怒いかりはもちろん、皮肉の響きさえない、当たり前のことを言っているような言葉。

　イリヤはうつむいていた顔をあげた。

「いいの……？」

「いいも何も、そもそも小学生に戦いの代理をさせること自体、無理な話なんだもの。感謝こそすれ、これ以上の強要なんてできないわ」

「……ごめんなさい」

「だから謝る必要はないんだってば」

　なだめるように言いながら、凛はルビーを鋭するどく見た。

「……さて。もう充じゆう分ぶんでしょ、ルビー？　遊びはおしまい。マスター登録をわたしに戻しなさい」

「やなこってす。わたしのマスターはわたしが決めます！」

　ぐいと、胸を張るみたいに体……というか、頭というか……を反らしてみせるルビーを凛がわしづかみにする。

「アンタは、この期ごに及およんでまだそんなことを……！」

　そのまま力任せに握りつぶそうとするが、いったいなんでできているのか、ルビーは柔じゆう軟なんにゆがんでさしてこの攻こう撃げきも効いていないようだ。

「ルビーちゃんは暴力に屈くつしませんよぉー！」

　一歩も引かない態度のルビーに、凛はさらに肉体言語での説得を試みようとするかに見えたが、あっさりと彼女を解放した。

　そのままイリヤの方に放ほうってよこす。

「……まぁいいわ。どうせカードは残り一枚よ。回収が終わったら、アンタがなんと言おうと連れて帰るから、それまでは好きにしなさい」

「凛さんに言われなくてもそうさせてもらいます」

　イリヤに受け止めてもらいながら、ルビーは言い返した。

「ホンっと、口の減らない……！」

　凛はいまいましい魔術礼装の態度に吐はき捨てたあと、イリヤの方へと向き直った。その表情には打って変わっていたわりがあふれている。

「というわけで……、今までお疲つかれ様、イリヤ。この関係は今日でお終しまいよ」

　ルビーを握ったままうつむいているイリヤ。

　凛はかまわず続ける。

「もう貴女あなたは戦わなくていいし、わたしの命令も聞かなくていい。今日までのことは忘れて生きなさい。一いつ般ぱん人が魔ま術じゆつの世界について覚えていても、いいことなんてないんだから」

　魔術。

　ほんの数日前まで、本当にあることさえ信じていなかった言葉。

「全部、夢だと思って忘れるといいわ。……お互たがいの為ためにも」

　そうだ。夢だと思えばいい。

　魔術など本当にあるわけがない。

　魔法少女なんか、ほんとうにいるわけがないんだ。

「今までどうもありがとう。貴女は貴女の日常に戻りなさい」

　それは、契けい約やくの鎖くさりを解く言葉。

（これでもう他人同士だとリンさんは言う……）

　凛が背を向け、去っていく気配。

（自分で望んだことなのに……どうしてだろう）

　公園にルビーとふたり取り残されたイリヤは、うつむいたままで胸の痛みをこらえていた。




　　　　５




「あれで良かったのかしら？」

　公園の出口で凛は美遊に声をかけた。

　公園の内側からは死角になる、門柱の陰かげ。どうやらずっと美遊はそこにいたらしい。

　凛とは視線を合わせることなく美遊が答えた。

「……問題ありません。最後のカードはわたしが回収します」

「……そう」

　やはり美遊の方を見ようともしないまま、凛はそのまま歩いていってしまった。

　美遊もまた、別の方向へと歩き出す。

「大だい丈じよう夫ぶ。最初から……わたし一人でやるつもりだったんだから」

　小さなつぶやきには、どこか自分を励はげますような響きが混じっていたかもしれない。
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　きい、きい、きい。

　ブランコがゆっくり動きを止める。

　イリヤはまた体を揺ゆらして、ブランコをこぐ。

　きい、きい、きい。

　しばらく揺れたブランコがまたゆっくりと動きを止める。

「ルビーはリンさんのところに戻もどらなくていいの？」

　ぽつりと言うイリヤ。

「はいー。わたしのマスターはイリヤさんですからー」

　ルビーの答えは明快そのものだ。

　髪かみ飾かざりよろしくイリヤの髪かみの中に収まっているルビーは、ここを定位置と決めて、動く気はないらしい。

「でも、わたしはもうカード集めをしないんだよ？」

「いいんじゃないですか別にー。わたし的にはカードとかどうでもいいことですしー」

　ブランコを漕こぐのを途と中ちゆうでやめて、イリヤが言う。

「でも、わたしといたって……」

「あはー。イリヤさんがいなければ、わたしは魔ま力りよく弾だんの一つも撃うてませんからねー。今やわたしとイリヤさんは一心同体、一いち蓮れん托たく生しよう。戦いがなくなっても一いつ緒しよにいますよー」

　どうやら本気でいつまでもイリヤといる気らしい。

　これでは、さっき凛が言っていた、『カード集めが終わったら連れて帰る』という話もどうなることか……。

「それはそれですごく迷めい惑わくなような……」

「あらあら。そんなことを言ってもいいんですかー？」

　髪からふわりと浮うき上がったルビーが言う。

「え……？」

「もしかしたら、これからの生活で魔法少女の力が必要になるときが来るかもしれませんのにー」

　さすがに、ふつうの小学生女子に魔ま力りよく弾だんを撃ったりする用事があるとは思えない。

「……それはきっと……ないんじゃないかな……」

　そう、もう命をかけた戦いなんて、無む縁えんの生活に戻るのだ……。

　イリヤはまたブランコをこぎだした。
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　再び夜がやってきた。

　ビルの屋上には、凛とルヴィア。

　そして、すでに魔法少女カレイドライナーの姿に転身を終えた美遊がサファイアを携たずさえている。

「さあ。覚悟はいいですわね」

　ルヴィアが縦ロールを軽く払はらった。

　美遊はサファイアを握る手に力をこめて頷うなずいた。

「……はい」

　再び夜が──カードの英霊との戦いが訪おとずれようとしていた。

　そこにイリヤの姿はない。
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　美み遊ゆたちが、カード集めの戦いに臨のぞんでいる、その頃ころ──。

　イリヤは入浴中であった。

「んー」

　浴よく槽そうの中、これからの成長が楽しみ……人によっては永遠にこのままでいて欲しい、いてくれないと僕死んじゃう！……な、愛らしい裸ら身しんが軽く伸のびをする。

「はー……。やっぱりお風ふ呂ろは落ち着くねぇ……」

　長湯できるように少しだけぬるめに沸わかしたお湯に浸つかって、ぼんやりとつぶやく。

　その隣となりではルビーが身体からだ（？）を洗っている。

「なんだかジジむさいですよイリヤさん」

　そんなことを言っているが、斜ななめにかけたタオルで背中をごしごし洗っているルビーだって、そのかたちを除けば、充じゆう分ぶんに昭和っぽい感じがする。

　昭和だろうが平成だろうが、自分で自分の身体をタオルで洗う魔法のステッキというのはほかにはいなさそうだけれども。ともかく動作はそんな感じなのだ。

「なにをぅ。お風呂は人類が生んだ至高の文化よ。日本人に生まれて良かったと思う瞬しゆん間かんよねー」

　反論するイリヤだが、その口調もすっかりリラックスしきってぽやーんとしている。

「イリヤさんはハーフでしょうに」

　言い返すルビーの方の台詞せりふも今ひとつ気持ちが入っていなかった。

　身体を洗い終えたルビーが、洗面器に満たしたお湯の中に浸かる。

「「…………ふぅ」」

　ふたりは揃そろって息をついた。

　窓の外には夜の闇やみが広がっている。

　明るい浴室の中からでは、空の星もほとんど見えない。

　わずかに濃のう淡たんのある闇があるだけ。

「夜だねぇ……」

　と、イリヤ。

「夜ですねぇ……」

　と、ルビー。

「久しぶりの……普ふ通つうの夜……」

　窓の外を見つめたままのイリヤが無言になってしまっていることに気づいて、ルビーが声をかけた。

「イリヤさん。どうかしましたか？」

「あ、いや。そのー……ゆっくりお風呂を楽しめるのって幸せだなーって……」

　慌あわてて振ふり返ったイリヤの言葉は最後まで言い終わらなかった。

「ィヤッホゥ、イリヤちゃん！　お・ひ・さー！」

　ばぁん！　と勢いよく浴室の扉とびらを開いて、裸はだかの女性が飛び込んできたからだ。

「マ、……ママ⁉」

「ただいま、イリヤ♪」

　見事な裸身を隠かくしもせずに、美女……アイリスフィール・フォン・アインツベルンはにっこりと笑った。
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「はー。やっぱりお風呂は落ち着くわねぇ……」

　イリヤの隣で胸むな元もとまでお湯に浸かったアイリスフィール・フォン・アインツベルン……親しいひとはアイリと呼んでいる……がほうっと息をつきながらつぶやいた。このあたり、外見はあまり似ていなくとも、たしかに親子だ。ちなみにイリヤはアイリをママと呼んでいる。

　隣でイリヤはちょっと恥はずかしそうに身体を丸めている。

「どうして一緒に……」

　いろいろと成長期にあるお年とし頃ごろとしては、家族、それも同性の家族ではあっても裸を見られるのはちょっと恥ずかしい。

　一方アイリの方はそんな娘むすめの心の機き微びをあっさり無視してのけた。

「長旅で疲つかれちゃったんだもの。こうすればすぐにお風呂に入れるし、可愛かわいい愛まな娘むすめともスキンシップも取れるし、一石二鳥でしょ？」

　言いながらぎゅっと抱だきついてくる。

「そういう問題じゃ……」

　さすがに母親のすることだから、邪じや険けんにはできないものの『困ったなあ』という顔でイリヤは溜ため息いきをついた。

　ふと、アイリが浴槽の外に目を留める。

　そこには洗面器につかったルビーが。

　じっとして動かないのは、突とつ然ぜん入ってきたアイリに対して、正体を明かさないようにするためだろう。そのルビーを無造作にアイリがつまみあげる。

「あら、何これ？　お風呂でおもちゃ？　イリヤもまだまだ子供ねー」

「へっ　そ、そうかなぁ！」

　イリヤは慌ててルビーを母親から取り戻すと、湯船の中に沈しずめてしまう。

「……っ！」

　当人は母親の視線からルビーを隠そうとしたつもりだろうが、沈められたルビーの方としてはたまったものではない。水中でじたばたと羽を動かしている。

　容よう赦しやなく暴れるルビーを浴槽の底に押さえつけつつ、イリヤはなにげないふうを装よそおってアイリに話しかける。

「と、ところでママ。随ずい分ぶん急な帰宅だね」

「んんー？　私が急に帰ってきたら何かまずいことでもあるのかなー？」

　と、イリヤの頰ほおをつまむアイリ。うにーっと頰ほっぺたのおにくが柔やわらかく伸びる。

「いやぁ……別に……」

「仕事が一段落したから私だけ帰ってきたの。切キリ嗣ツグはまだ向こうにいるからすぐ戻もどらなきゃいけないんだけどね」

「そうなんだ」

　ようやく解放された頰っぺたを撫なでながらイリヤがぎこちなく笑った。

「お土産みやげも買ってきてあるからね」

「ほんとう？」

　いろいろ悩なやみ多き年とし頃ごろといえども、そこはやはり小学生。『お土産』のひと言には目が輝かがやいてしまう。

　ただし、そのお土産がなんであるかアイリは言わなかった。

　同じ頃、兄の士し郎ろうあてのお土産が、『おみやげ』とペンキで書かれた粗あらっぽい彫ほりの猫ねこの置物だったことや、リズあてのお土産が、アフリカあたりのお祭りでかぶっていそうな、木の葉型の大きなお面だったこととかを知れば、そんなに嬉うれしそうにはできなかったかもしれない。

　ついでに言うと、セラあてのお土産は、『歴代アメリカ大統領のマトリョーシカ人形』。

　イリヤへのお土産がなんであったかは、あえてここでは触ふれないでおこう。

「だから今はこうして娘の成長の確かく認にん──じゃなくて、スキンシップを」

　と言いながら、今度は娘の胸をまさぐり始める。

「それにしては、ちょーっと過激じゃないかな、これ……」

　逃にげ出すわけにもいかず胸を揉もまれながら、イリヤが訴うつたえる。
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　と、その訴えを聞いた、というわけでもないだろうに、不意にアイリはその手を離はなした。

「ねぇ。私が留守の間、何か変わったことあった？」

「えっ？　ううん、別に」

　思わず一いつ瞬しゆん浴よく槽そうの底のルビーを見てしまう。

（動かなくなっちゃったけど、大だい丈じよう夫ぶだろうか？）

　そんな娘の視線に気づいたかどうか。アイリは彼女の顔をじ──っと覗のぞき込む。

「またまたー。あったでしょ？　すっ、ご──く、変わったことが」

「えっ……ええっ」

　押さえつけたルビーがぴくっと反応する。

　いったいママはなにを知っているのだろう？　まさか、自分が魔法少女カレイドライナーになってしまったことに気づいているとか……。

　そんなはずはない、と思うのだが、人間隠し事があると、つい疑ぎ心しん暗あん鬼きに陥おちいりがちなモノなのだ。

　アイリは「どうしてそんなことがわかんないかなー」という顔で、窓の外を指さした。

「ほら、ウチの目の前に建った豪ごう邸てい！」

「あ。そっちね……」

　思わず力が抜ぬけてしまう。

　考えてみれば、あの豪邸はわずか一日でできあがってしまったのだ。

　魔法少女に較くらべればすごいとはいえないかもしれないが、世間的には充分すごい出来事だった。

　当然アイリは感心しきりである。

「ちょっと見ないうちにあんなのが建っちゃうなんてねー。一瞬帰り道間ま違ちがえちゃったかと思ったわー」

「あはは……」

　よかった。ばれてないんだ……。

　イリヤはほっと（内心で）胸を撫で下ろした。

「セラから聞いたけど、あのお屋や敷しき、クラスメイトが住んでるんですってね」

　何気ないひと言。

　けれど、イリヤの胸を突つき刺さすのには充分に鋭するどいひと言。

「あ……。うん……」

　あいまいにうなずくイリヤに、アイリもなにごとか感じたらしい。

「その子、なんていう子なの？」

「…………ミユ」

　母親の質問に素す直なおに答えるイリヤ。

「美遊ちゃんねー。転校生なんでしょう？　友だちにはなれた？」

　その質問への答えが返ってくるのには少し間があった。

「…………うん」

「そっかー」

　うなずくアイリ。

「ね、イリヤ。その美遊ちゃんって、どんな子？」

　どうしてそんなことを聞くのか、と思う余よ裕ゆうはイリヤにはなかった。

　母親の質問の意図を推おし量るよりも、忘れてしまおうとしていた友だちのことで頭がいっぱいになっていたからだ。

「どんな……って……えっと……」




　　　　２




　美遊たちの足あし下もとの魔ま法ほう陣じんが吸い込まれるように消えていく。

「ジャンプ完かん了りようしました」

「狭せまいわね……」

　凛りんが周囲を見回す。鏡きよう面めん界かいを区切る光のラインはほんの数十メートルだ。

「歪ゆがみが減ってきている証しよう拠こですわ。ここの一枚を回収したら、おそらくは……」

　あっというまにこの小さな世界は崩ほう壊かいしてしまうのに違ちがいない。もともと強力な魔ま力りよくのその余よ剰じようエネルギーでかろうじて存在を許されていた世界なのだ。

　七枚あったクラスカードのうち六枚までが封ふう印いんされ、残り一枚となったいま、世界を構築する余剰エネルギーはほとんどなくなっているのだろう。七枚が一枚になったから、単純にサイズが七分の一にはならないのは、それが複素的な原理によって生み出されているせいなのだろう。

　が、そのことについて三人が思いを巡めぐらせている余裕はなかった。

「…………！」

　異様な気配に、三人が一いつ斉せいに上を振ふり仰あおぐ。

　三人のいるビルの屋上、給水塔とうなどが集まった一段高い場所に、それはいた。

　その巨きよ体たい。そして、その威い圧あつ感かん。

　おそらく実際の身長は三メートルに満みたないものであったろう。無論、それとて『巨大』ではあったが──しかし三人には、そんな実際の数値をはるかに越えた、見上げるような巨人に見えた。

　それ……英えい霊れいの力を顕けん現げんさせたそれは、見た通りであれば男性の姿を模していた。

　上じよう半はん身しん裸はだかの男の姿。漆しつ黒こくの髪かみは腰こしにかかるほど長かったけれど、美しさのためというよりは、単に切ったことがないから、という感じだった。

　野獣。バーバリアン。あるいは狂戦士バーサーカー。そんな呼び方が似合いそうだ。

　岩のような筋肉が大きく盛り上がっている。

　あの巨きよ大だいな拳こぶしで殴なぐられたら、一瞬でこの世とおさらばできそうだった。ただ残される死体のことを考えると、その死に方はうら若き乙女おとめたちとして、絶対に避さけたかったけれど。

　おそらく武器らしい武器も手にしていない、筋肉を剝むき出しにしたそれの得意な戦せん闘とう法は接近戦だろう。

　ここはぜひとも距きよ離りを取って戦いたいところだった。

　だが。

　先にも凛とルヴィアが指し摘てきした通り、この鏡面界はあまりにも狭かった。

　そして、それも彼女たちからほんの十メートル、目と鼻の先にいた……。

「何、あれ……」

「冗じよう談だんでしょう……？」

　凛とルヴィアのうめきで、初めて三人の存在に気づいたかのように、狂戦士がこちらを見下ろす。

　狂戦士の全身の筋肉がめりめりと盛り上がった。
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　次の瞬しゆん間かん。

　獰どう猛もうな肉にく食しよく獣じゆうの雄お叫たけびと共に、狂戦士は飛びかかってきた！

　落下の速度を乗せた拳が正面の空気を圧縮しながら叩たたきつけられる。

　凛とルヴィアはすんでのところで飛び退のいた。

　猛もう烈れつな土つち煙けむり。

　コンクリート製の屋上の床ゆかがこの一いち撃げきで爆ばく砕さいされたのだ。

　数百分の一秒ずれた、衝しよう撃げき波はと爆ばく音おんが美遊の衣い装しようを激しくはためかせる。

「遠坂さん、ルヴィアさん！」

　屋上の被ひ害がいを確かめもせず、美遊はサファイアを振り上げる。そして土煙にむかって即そく座ざに振り下ろした。

「砲射シユート！」

　土煙を魔ま力りよく砲ほうの輝きが貫つらぬく。

　直ちよく撃げき！

　手て応ごたえはあった。

　だが。

「……っ！」

　美遊は反射的に飛び退いていた。

　次の瞬間には、彼女のいた空間を巨大な拳がなぎ払はらっていた。

　この一撃でその場の土煙が吹ふき飛ばされた。

　狂戦士はまったくの無傷だった。

　ほとんど零距離からの魔ま力りよく砲ほうの直撃にもこの狂戦士はダメージどころかかすり傷さえ負わないのだ。

　雄叫びとともに、飛び退いた美遊に狂戦士が拳を振り下ろす。

　今度も間かん一いつ髪ぱつで美遊は飛んで逃げた。魔力を足場にして、反発力を利用しなければ、逃げ切れなかったろう。

　狂戦士の拳が叩きつけられた床ゆか面めんが、数メートルの直径で爆ばく裂れつした。

　衝しよう撃げきでコンクリが吹き飛んだのだ。

　その破は片へんひとつに当たっても、小さな美遊には致ち命めい傷しようになるだろう。

　魔力を防護に回さないわけにはいかなそうだった。しかし……。

　美遊への攻こう撃げきに気を取られている隙すきを突いて、ルヴィアと凛が狂戦士への攻撃を試みる。

「サイン──」

「セット──」

　ふたりの手からそれぞれに宝石が飛ぶ。

　凛の放った宝石は狂戦士の眼前で閃せん光こうと炎ほのおを噴ふいた。

　ルヴィアの放った宝石は、狂戦士の直上で爆ばく発はつして、舞まい上がったコンクリ片ごと、衝撃波を叩きつけた。

　凛が目くらましを、ルヴィアがその間に爆ばく圧あつで狂戦士を押しつぶそうという作戦だ。

　叩きつけられるコンクリ片も、小さくても数十センチ、大きければ二メートル四方はあろうかという固まりだ。まともにくらえばタダでは済まないはず……だった。

　だが、直撃したはずの衝撃波を、狂戦士は腕うでの一ひと振ふりでコンクリ片ごと粉ふん砕さいしてのけたのだった。

　■■■■■■■■ッ！

　狂戦士の呼気が、小さな爆発のように大気を震ふるわせる。

　サファイアを構える美遊は啞あ然ぜんとしてその様子を見つめた。

「なんてデタラメな腕力……！」

「絶対に直撃はさけて下さい！　あれは物理保護でも守りきれません！」

　普ふ段だんは静かなサファイアの指示も、今は悲鳴に近い。

「さけろと言っても……！」

　言い返す間もなく狂戦士の拳が再び繰くり出された。

　どんっ！

　今度の一撃は完全に空を切ったにもかかわらず、爆発音がした。

　拳の先で圧縮された空気が、解放されると同時に爆音を発しているのだ。

　きっと、拳の表面は一〇〇度くらいに加熱しているんだろう。

　どん、と美遊の背中が壁かべに突き当たる。

　屋上の昇しよう降こう口だ。

　■■■■ッ！

　狂戦士が突っ込んでくる。

「くうっ！」

　慌あわてて飛び退くが、狭い鏡面界の境界にぶつかりそうになってしまう。とっさに身体からだを回転させて境界の平面を蹴けった。

「フィールドが……狭すぎる……っ！」

　降り立った場所も、狂戦士からほんの数メートルの距離しかない。

「こんな場所であの突とつ進しん力は驚きよう異いですわ……！」

「せめてあいつを足止めできないの？」

　ルヴィアと凛の声にも焦あせりの色が浮うかんでいる。

「無理です……！　魔力砲が効いてる様子がありません！　身体に届いてすらいないような……！」

　サファイアの声。

「あれは対魔力じゃない。もっと高度な何か……」

　直接攻撃した美遊にはなにか感じるところがあったようだ。

「ってことは、まさか……！」

　凛が息を吞のむ。

「宝ほう具ぐ……」

　かすれた凛の言葉にサファイアが応じる。

「……間ま違ちがいないでしょう。おそらくは一定ランクに達しない全すべての攻撃を無効化する鋼の鎧よろい……。それが敵の宝具です」

　ステッキを握にぎる美遊の手に力がこもる。その手は微かすかに震えているようにサファイアには感じられた。

「美遊様……‼」




　　　　３




「ミユはね……」

　アイリに答えてイリヤが口を開く。

「ミユはね、何て言うか……静かな子。必要なことしか喋しやべらないし……。喋るのがあまり得意じゃないのかも」

　アイリは娘むすめの言葉に優やさしくうなずいている。

「あ。でもね、運動も勉強もすごいんだよ。一気にクラスで一番になっちゃった」

「ふふ……。なんでもできる子なのね」

「うん。なんでもできる」

　うなずいて、イリヤは少し言葉を途と切ぎれさせた。

「……ミユは、なんでもひとりでやろうとするんだ」

　いつしかイリヤはひとりごとのように、言葉を紡つむいでいた。




「二人でやるはずだったことからわたしが逃にげても……ミユはひとりでやってる」




「最初からそうだった。最初から……ミユはわたしのことなんてアテにしてなかった」




「ひとりでやるのが当たり前……。そういう顔してた……」




「ミユは凄すごいよ。……本当に凄い」




「ミユなら、きっと……」




「ひとりで大だい丈じよう夫ぶだから……」




　そんな娘の横顔を、アイリの目がじっと見つめている。




　　　　＊




　アッパーカット気味の狂戦士の巨きよ大だいな拳こぶしが、床のコンクリをはぎ取りながら迫せまる。

　正面に魔ま法ほう障しよう壁へきを張りながら美遊は後方に跳とんだ。

　障壁が拳圧だけでびしびしときしむ。

「砲射シユート！」

　障壁を解除すると同時に美遊は魔力砲を撃うち出した。

　だが、硬かたい腹筋にまたしても輝かがやきは無力だった。

　狂戦士は美遊の攻撃などなかったかのように、そのまま突進してくる。

　そのまま体当たりで打ち倒たおす気か。もう一度飛び退のくには境界面が近すぎる。

　美遊はふともものカードホルダーからカードを取り出した。

「美遊様……！」

　サファイアの悲鳴にも、美遊は一歩も引くつもりはなかった。

　だが、狂戦士の巨きよ体たいが迫る！

　間に合わないかと思ったとき、巨きよ人じんの足あし下もとが爆発した。

　ばおっ！

　いきなり足場を崩くずされた狂戦士が思わずつんのめる。

　凛とルヴィアの攻撃だ。

「ランサー、限定展開インクルード……！」

　サファイアに触ふれたカードが輝きと共に消え、同時にサファイアが鋭するどく巨大な槍やりに姿を変える。

　美遊はそのまま、まだ突進の勢いを残している狂戦士目がけて突つっ込んだ。

「……………………っ！」

　英えい霊れいの力を体現した魔力の槍は、狂戦士の胸むな板いたを深々と貫つらぬいた。

「っし！」

　狂戦士の背中にまで突き抜ぬけた槍の先せん端たんを見て、凛が拳を握る。

「よくやりましたわ美ミ遊ユ！」

　ルヴィアも叫さけんだ。

（これで……終わる……）

　大きく傾かたむく巨体の下で、美遊はほっと息をついた…………。




　　　　＊




　アイリは娘の言葉に小さく溜ため息いきをついた。

「ひとりで大丈夫、ね……」

　うなずくイリヤ。

「ねぇ、イリヤ」

「…………なぁに、ママ」

「ほんとうに、そう思う？」

　イリヤはうつむいていた顔をアイリに向けた。

「えっ……？」




　　　　＊




　狂戦士の胸板を貫いていた槍が、もとのステッキの姿に戻もどっていく。

　サファイアを握りなおした美遊が一歩下がろうとした、そのとき。

「…………あっ」

　真横から巨大な拳が直ちよく撃げきした。




　　　　＊




「ママ……。どうして、そんなこと……」

　どうしてそんなことを言うの？

　どうしてそんなことがわかるの？

　聞き返そうとしたイリヤに、アイリが言った。

「だってあなた、全然〝大丈夫〟って顔してないじゃない」

「…………」

　返す言葉がみつからなかった。

　イリヤは懸けん命めいになにか答えようとして、結局なにも言えずに母親から視線を逸そらすしかなかった。

　アイリがなおも言う。

「本当は心配でしょうがないんでしょう？」

「……それは……」

　口ごもるイリヤ。

「それなら手伝ってあげたらいいだけじゃない。どうしてそうしないの？」

「……だって、わたしは…………うまく、できないから……」

　自分の暴走によって、皆みなを傷つけてしまった夜の恐きよう怖ふが蘇よみがえる。

　またあれと同じことをしてしまったら？

　死ぬのは自分だけでは済まないのだ。

「イリヤ……」

　少し間があってアイリが湯船から立ち上がった。

「上がりましょっか。そのままだと、のぼせちゃうわよ？」




　　　　＊




「…………っ！」

　呼気と共に、美遊の口から血がこぼれた。

「美遊様……っ！」

　がらがらと崩れ落ちるコンクリの破は片へんが美遊とサファイアを覆おおい隠かくそうとする。

　サファイアが咄とつ嗟さに身体防御に魔力を回していなければ、砕くだけていたのはコンクリートの壁かべではなく美遊の方だったろう。

　狂戦士の拳の直撃は美遊の小さな体を吹ふき飛ばし、コンクリートの壁へき面めんに叩たたきつけたのだ。

「美ミ遊ユ！」

　駆かけ寄ってきたルヴィアが、コンクリ塊かいを持ち上げ美遊を助け出そうとする。

　凛もふたりのところに跳ちよう躍やくしてきた。

　狂戦士は、美遊を殴なぐり飛ばした格好のまま、彫ちよう像ぞうのようにその場に立っている。

　あれが最後の一いち撃げきだったのか？

　いや、違ちがう。

　彼の胸を見よ。

　灼やけた鉄から立ちのぼるようなかすかな白い煙けむりをあげつつ、その肌はだの色が変わっていくではないか。

　ようやく美遊を助け起こしたルヴィアと凛は息を吞のんだ。

「なんてこと……‼　確かに心臓を貫いたはずなのに……‼」

　槍に貫かれた傷がどんどんふさがって、新たな色の皮ひ膚ふが覆っていく。

　いままでのものが岩だとすれば、こんどのそれは鋼鉄だった。

　見ているだけでその硬こう質しつさが伝わってくる。

「ありえない……けど、そうとしか考えられない……‼　蘇そ生せい能力。あれが宝ほう具ぐの真の力……‼」

　凛は、扉とびらのひしゃげた昇しよう降こう口を、護身用にいつも懐ふところに忍ばせている両りよう刃ばの剣けんで斬り裂さいた。階下への階段が崩れたガレキの向こうに現れる。

「撤てつ退たいよ！　あんな相手じゃ勝ち目がない！」

「了りよう解かいですわ！」

　美遊を抱だき上げて、ルヴィアもうなずいた。さすがに、この状じよう況きようでは剣けん突つくを食わせている場合ではない。

　その腕うでの中で、美遊は苦しげに小さくうめく。

「あの強さで蘇生能力つきだなんて、無む茶ちや苦く茶ちやにもほどがあるわよ！」

　階段を駆け下り、最上階の廊ろう下かを凛、美遊を抱かかえたルヴィアの順で走る。

　どうやら屋上での大破は壊かいにもかかわらず、階下の電気配線は生きているらしい。非常灯の明かりがエレベーターの場所を示している。

　凛たちはそこまで一気に駆け抜ける。

　狂戦士が完全に回復するまでに撤退しなければ。

　エレベーターホール。ここなら三人まとめて転移させる魔ま法ほう陣じんが描えがけるだろう。

「ここでいいわ、サファイア！」

「はい。限定次元反射路形成！　鏡きよう界かい回かい廊ろう一部反転！」

　美遊に握にぎられたままのサファイアが唱える。

　ルヴィアは、そっとその場に美遊を下ろした。抱きかかえたままでは万が一狂戦士が襲おそってきたとき対処できないからだ。サファイアの詠えい唱しようが続く。

「虚きよ数すう軸じくを計測変数から排はい除じよ。中心座標固定！」

　輝かがやく魔法陣が、エレベーターホールの床ゆかに描かれていく。

　と。

　サファイアは自分を握っている小さな手にかすかに力がこもったことに気づいた。

「半径２メートルで反射路を形成！」

　彼女の詠唱がいままさに終わったその時。

　美遊はよろめきながら立ち上がり、魔法陣から外へ出てしまう。

　驚きよう愕がくに顔を引きつらせたルヴィアが引きとめようと、手を伸のばす前に。

「ジャンプ」

　凛とルヴィアが裏返るように、その場からかき消えた。

　ゆっくりと魔法陣が消えていき、エレベーターホールの非常灯だけが照らす闇やみが戻ってきた。

「なっ……！　美遊様、一体何を！」

　ようやく我に返ったサファイアが驚おどろきの声をあげる。

　答える美遊はいっそ静かにつぶやいた。

「これでいい。ようやく……ひとりになれた」

「美遊様……？」

　振ふり返る。いまきたこの廊下を戻れば、あの狂戦士が待ちかまえているはずだ。

　美遊の手にカードがある。

　カードの表面に書かれた文字は、〝saberセイバー〟。

「イリヤの時みたいに、何かがあったら困るから」

「クラスカード……？」

　そう。『剣士セイバー』のクラスカード。

「あの時イリヤがやってみせた……カードの本当の使い方」

　美遊はそっと床にカードを置いた。

「告げる！」

　美遊の声に応こたえて、カードを中心に魔法陣が白い光とともに広がる。

「これは…………‼」

　驚くサファイアを、美遊が柄えを下にしてカードの上に突つき立てる。

「汝なんじの身は我に！　汝の剣けんは我が手に！　聖せい杯はいのよるべに従い、この意この理に従うならば応えよ！」

　そのとき。

　轟ごう音おんと共に廊下の天てん井じようが崩くずれ落ちた。

　狂戦士は倒たおすべき相手を待ってなどくれなかった。向こうから敵を滅ほろぼすべく、屋上の床を打ち抜ぬいてやってきたのだ。

　ぶわっと埃ほこりが舞まい上がる。

「■■■■‼」

　狂戦士が獰どう猛もうな呼気を吐はく。

　もう槍やりの傷はどこにも見えない。

「美遊様、敵が！」

　美遊は構わず詠唱を続ける。

「汝三大の言こと霊だまを纏まとう七天！　抑よく止しの輪より来たれ天てん秤びんの守り手──‼」

　天井につっかえる頭を低くかがめつつ、狂戦士がこちらへと突とつ進しんし──、

　拳こぶしがロケット弾だんのように、一直線に突き出された。

「夢幻召喚インストール！」

　衝しよう撃げき波はがエレベーターホールをびりびりと揺ゆるがす。

　だが巨きよ大だいな拳は、しかし美遊の眼前数センチのところでぴたりと止まった。

　セイバーの英えい霊れいと化した、美遊の前に。

「■■■■……‼」

　これまで身体からだを貫つらぬかれても動じることのなかった狂戦士に、かすかに戸と惑まどいの色が見えたかもしれない。

　拳は、サファイアの転じた一ひと振ふりの巨大な剣によって防ぎ止められていた。

　ぼんやりと白く光る分厚い刀身は、非常灯の明かりを反射しているだけではない。

　刀身自体がかすかに光って見えるのだ。

　英霊の力をそのまま顕けん現げんさせた魔ま力りよくの武器。

　気合いと共に剣をはらう。

　がんっ、と岩がぶつかり合うような音とともに、狂戦士の腕が弾はじかれた。

「撤退はしない。全すべての力をもって……」

　美遊セイバーは一歩踏ふみ出し、剣を正眼に構える。決意と共に。

「今日、ここで戦いを終わらせる！」
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　入浴を終えたイリヤとアイリは、アイリの部屋にいた。

　ドレッサーの前で椅い子すに腰こし掛かけたイリヤの髪かみを、アイリがブラシで梳とかしてやっている。

　年とし頃ごろの女の子なら、たいてい鏡に映った自分を見るのは心の浮うき立つことだ。

　けれどイリヤはうつむいたまま、母親のされるに任せている。

　気持ちが沈しずんでいることは傍はた目めにもよくわかった。

　そのイリヤにアイリが問いかける。

「ねぇイリヤ。うまくできないって、どういうこと？」

「…………」

　イリヤは答えない。

「嫌いやなら話さなくてもいいけど……聞かせてくれると、ママは嬉うれしいかな」

　長い髪をゆっくりとブラシがすべる。

　健康的な生活を送っている一〇歳の少女にとって、髪の傷いたみは無む縁えんだ。枝毛ひとつない滑なめらかなプラチナブロンド。

「…………わたし、ね……」

　沈ちん黙もくの後、ようやくイリヤがつぶやいた。

「うん」

　アイリの相づちに後押しされたように言葉が続く。

「ミユと一いつ緒しよにやっていることがあって……」

「うん」

「最初は好こう奇き心しんだったけど、わたしなりに頑がん張ばってみたんだ。特訓したり、作戦を考えたり」

「うん」

　徐じよ々じよに激していくイリヤの告白に、アイリは優やさしくうなずくだけ。そうするのがいちばんだとわかっているからだ。

「けど……この前、負けちゃいそうになった時があって、すごくピンチで。なんとかしなきゃって思ったんだけど……」

　言葉が途と切ぎれる。

「わたし、失敗しちゃって……」

　イリヤの身体が、ややこわばった。

「結局わたしはミユと違ちがって普ふ通つうの小学生でしかなくて……全然ダメで……そのせいでみんなに迷めい惑わくをかけちゃって……‼」

　小さな体が震ふるえている。

「イリヤ……」

　アイリは優しくその体を抱きしめた。

　そしてその耳元でささやく。

「そんなに怖こわい？……自分のせいで失敗してしまうことが」

　母親の言葉に、あの夜のことがまたフラッシュバックする。

　自らの死。そしてみんなの死。

　そして美遊の拒きよ絶ぜつの言葉……。

　イリヤの身体が恐きよう怖ふに震える。

「……怖いよ。わたしのせいで、みんなが大変な思いをするんだから……」

　震えが止まらない。

　イリヤは自分で自分の身体を抱だいた。

「怖いに決まってるじゃない……！　わたしのせいで、取り返しのつかないことになるかもしれないんだよ……？」

「そう……」

　なにか思い浮かべるような顔で、目を閉じるアイリ。

「それは確かにそうかもしれないわね」

「……うん」

　うなずくイリヤ。

　その身体を抱くアイリの腕うでに少しだけ力がこもった。

「でもね、イリヤ」

　続けてアイリはこう言ったのだ。

「怖いのは……辛つらいのは、貴女あなただけだと思う？」

「え……」

「ミユちゃん、だっけ。勉強でも、運動でも、なんでも出来る凄すごい子。けど……だからって、その子は本当に平気だと思う？」

「……それ……は……」

　アイリはイリヤの身体を放して、頭を撫なでた。

「どんな凄い人だって、ひとりというのは辛いものよ」
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　狂戦士の攻こう撃げきには、決まった型というものはないようだった。

　ともかく力任せに両手両りよう脚あしを振り回してくる。

　めちゃくちゃだったが、それだけに次にどんな攻撃がくるか予測しづらい。

　なにしろ、軽く振った腕の一いつ閃せんだけで、全力で肉体防ぼう御ぎよに魔力を回しても防ぎきれないほどの衝しよう撃げきがくるのだ。

　が、いまの美み遊ゆには受けきれない打だ撃げきではない。

　右手のパンチを剣で弾き、続いてきた左手の裏拳を後方にステップしてかわす。

　そして次の瞬しゆん間かんには一気に踏みこんで上段から斬きり下ろす。

「はぁ……っ！」

　大きく開いた状態の胸むな板いたを、切っ先が斬り裂さく。

　だが、柄えを握にぎる美遊にはまるで鉄でも切っているかのように重い手て応ごたえが伝わってくる。

　力は拮きつ抗こうしている。

　その証しよう拠こに、一見相当の傷にもかかわらず、狂戦士は構わず右の拳で突ついてきた。

「…………っ！」

　美遊は容よう赦しやなくその拳を手首ごと下から斬った。

　根本を失った狂戦士の拳が空中を回転して向こうへ飛んでいく。

「たあ……っ！」

　裂れつ帛ぱくの気合いと共に、美遊は腰こしだめに構えた剣で狂戦士の腹を突いた。

　ぎんっ！

　一いつ瞬しゆん弾はじかれるかと思った切っ先は、しかし固い地面に徐々に杭くいが刺ささっていくように、狂戦士の腹へとめり込んでいく。

「■■■■！　■■■■■■■！」

　狂戦士の雄お叫たけびが空気を震わせる。

　廊ろう下かの非常灯はほとんど消えて、壊こわれた天井や壁かべの中の配線が、ばちばちと小さな火花を散らしている。

　狂戦士が突とつ進しんするたび、腕を振ふり回すたび、どこかしらの壁や天てん井じようが粉ふん砕さいされてしまうのだ。天井の高い作りだったが、このふたりの戦いにとっては狭せますぎるのだ。

「………………っ！」

　歯を食いしばり、力を込めて、突き刺した剣けんを横なぎにする。

「■■■！　■■■■■■■■■！」

　腹の三分の一ほどを斬り裂かれて、さしもの狂戦士もその場に膝ひざを突いた。

　獰どう猛もうな呼気を迸ほとばしらせるその口から、血の塊かたまりが飛び散った。

　かなりの深傷ふかでだ。

　だが。

　がくり。

　美遊もその場に膝を突いてしまう。息が荒あらい。

　滝たきのような汗あせが顔を伝ってあご先から滴したたり落ちる。

　美遊は剣を杖つえ代わりにして立ち上がった。

「はあっ、はあっ、はあ……っ、はあ……っ」

「み……美遊様！」

　剣からサファイアのうろたえた声が聞こえる。

「サファイア……？　その状態になっても喋しやべれるんだね……」

「いったい何が起こっているのですか？　美遊様のその格好に、その戦せん闘とう力……」

　サファイアの問いに、美遊は途切れ途切れに答えた。

「これは……イリヤが前に、やってみせたこと」

「イリヤ様が？」

「カードを介かいした英えい霊れいの座へのアクセス。クラスに応じた英霊の〝力の一いつ端たん〟を写し取り、自身の存在へ上書きする疑ぎ似じ召しよう喚かん」

　ようやく息が整ってきた美遊が体勢を立て直して、剣──サファイアを握りなおした。

「え……？」

「つまり…………、英霊になる。それが、カードの本当の力」

　美遊は再び剣を正眼に構えなおした。

「話はおしまい。敵が起きる」

　狂戦士も再び立ち上がっていた。

　美遊の見ている前で、みるみる腹の傷と、そして斬り落とした手までが再生されていく。

　が、再生の完かん了りようを美遊は待ってはいなかった。

　打ち込み面の要領で、一気に狂戦士の間近まで飛び込み剣を斬りおろす。

　しかし。

　返ってきたのは重い衝撃。

　狂戦士は、美遊の打ち込みをその腕で受け止めていた。

　さっきとは違って、刃やいばはまったくめり込んでいない。

「■■！」

　受け止めた腕を狂戦士が横なぎに振る。

　さすがに予期していた美遊は、逆らわず腕の力に任せて横に跳とんだ。

　一回転して着地。

　狂戦士が突進してくる。

　再生した右手の突き！

　再び下から斬り上げる美遊の剣。

　だが今度は切っ先が弾かれた。

「く……っ！」

　左の拳こぶしが来る前に美遊は飛び退のいて距きよ離りを取った。

「刃が通らない……！」

　油断なく正眼に構えながらも、驚おどろきに声が震えてしまう。

「ただ蘇そ生せいするだけではなく耐たい性せいまで……！　美遊様！　ここは一時撤てつ退たいして立て直しを！」

　サファイアの叫さけびを美遊は却きやつ下かした。

「大だい丈じよう夫ぶ。そんな破格の能力、必ず回数に限りがある」

　今度はこちらから突進。

　上段から、頭をたたき割る勢いで剣を振り下ろす。

　がんっ！　と、再び狂戦士の腕が剣を受けた。

「何度蘇よみがえろうとも……っ」

　美遊の腕に力がこもる。

「そのすべてを……打だ倒とうする！」

　美遊は力任せに腕を断たち落とした。

　狂戦士の叫びがあがる。

　切っ先を返した美遊はそのまま再び狂戦士の胴どうを踏ふみこみながら斬り払はらった。

　勢いをつけて、そのまま狂戦士の背後にまで飛び出す。

　鮮せん血けつがほとばしる。

　再び狂戦士が膝を突いた。

　どうだ！　とばかりに振り向いた美遊を待ち受けていたのは、しかし、振り下ろされる狂戦士の拳だった。

　力任せの一いち撃げき！

　さすがにこれは予期していなかった。美遊は避よけきれず、剣でそれを受け止めるしかない。

　巨きよ大だいなビル同士がぶつかり合えばこんな音がするだろうか。

　拳と剣がぶつかり合った衝しよう撃げき波はに、フロア全体が鳴動し、残っていた非常灯のいくつかが破は裂れつして消えた。

　踏ん張る足あし下もとがめりっと小さなクレーター状にへこむ。

　受け止める力が物理的なものだけだったら、床ゆかごと打ち抜ぬかれて、下のフロアに叩たたきつけられていただろう。魔ま力りよくで支えているおかげでどうにか受け止めきれた。

「美遊様！　血が……っ！」

　サファイアの悲鳴。

　美遊の額から一筋、赤い血が流れている。

　完全には打ち下ろしを受け止めきれなかったのだ。

「回復を、早く……！」

　美遊がうめく。狂戦士の能力はどんどんあがってきている。

　このままでは……。

「こんな怪かい物ぶつ倒たおしようがありません！」

「■■■■■■ッ！」

　狂戦士が空いた拳で再び殴なぐりかかってきた。

　再び剣で受け止めようとする。

　が、受けきれない。

　ジャストミートされた野球のボールのように、美遊の体は吹ふっ飛んだ。

　壁に叩きつけられた美遊の体は、部屋三つ分の壁をさらに粉砕してようやく止まった。

　放ほうり捨てられた人形のように美遊の小さな体が床に倒たおれる。

　だが、剣を放してはいない。

「ぐ……っ！」

　剣を支えに立ち上がろうとする。ずるりとすべってまた倒れた。

　血の滴しずくが、ガレキの間にぽたぽたと滴った。

　それでも美遊は残った壁に背を預け、よろよろと体を起こそうとする。

　立ち上がるのを、いや戦うのをあきらめる気はないのだ。

「お願いです美遊様、撤退して下さい！　このままでは、いつか必ず……」

　サファイアの悲鳴はほとんど絶ぜつ叫きようだった。

　けれど美遊は構わず剣を腰だめに構え直す。

　刀身を軸じくに、見えない渦うずが起こって舞まい上がる埃ほこりを巻き込んでいく。魔力の渦だ。

「美遊様！」

「撤退は……しない！」

　その口から大量の血がこぼれた。

　美遊は魔力のこもる剣を上段に振り上げた。
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「でも、ミユは平気って言ってたから……。わたしなんかいなくても、一人でできるって」

　アイリとふたりの部屋。

　イリヤは必死の面おも持もちで訴うつたえる。

　けれど、その声にはどこか、いやなにかが欠けている。

　それを暴あばき立てるかのように、一層優やさしいアイリの言葉がかけられる。

「本当に、そう思う？」

「……え……？」

「美遊ちゃんはそう言って、辛つらいものを全部背負ってくれたんじゃないかしら？……怖こわがるあなたの分まで」

「全部背負ってくれたって、そんな……！」

　イリヤの脳のう裏りに美遊の言葉が蘇る。




『わたしは……二度と一いつ緒しよに戦いたくない』




「そんなの、ミユはひと言も……！」

「あら。イリヤってば、さっき自分で言っていたじゃない。美遊ちゃんは喋るのが得意じゃないのかも、って」

　イリヤは呆ぼう然ぜんと背後の母親を振り返った。

「でも……わたし……！　わたし……！」
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　剣けんの刀身が輝かがやきだしている。

　魔力の渦は、いまや肉眼で見えるほどにはっきりしてきていた。力が剣に集まっているのだ。

「美遊様！　どうして撤退を拒こばむのですか！　今日が駄だ目めでも、また次に態勢を整えて……！」

「次じゃ駄目！　今ここで終わらせないと……」

　廊ろう下かの奥、闇やみの中で狂戦士が身を起こした気配が伝わる。

「わたしひとりで終わらせないと……」

　高く振ふりかぶった刀身がいよいよ輝きを増した。

「次はきっと、イリヤが呼ばれる……‼」

　サファイアがはっと息を吞のんだ。
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「怖いよ……。またうまくやれなかったら、今度こそ大変なことになっちゃう……」

　震ふるえるイリヤにアイリが言う。

「じゃあ、このままでいいの？　イリヤは、ずっとここで立ち止まっていたいの？」

　ここ。

　母親が言っているのが、言葉通りにこの部屋のことを言っているわけではないことはイリヤにもわかる。

　けれど、もしまた失敗したら。

　ほかならぬイリヤ自身の魔力によって傷ついた凛りんの、ルヴィアの、そして美遊の姿が脳裏に去来する。

「ううん……嫌いやだよ！　わたしだって手伝いたい！　ミユがわたしにしてくれたみたいに、わたしだってミユの力になりたい！」

　叫ぶイリヤにアイリはほほえんだ。

　この言葉を待っていた、という笑え顔がお。

「ふふっ……。それなら、もうやることは決まったじゃない」

「え……っ？」

　涙なみだの浮うかんだ目で母親の顔を見返すイリヤ。

「力になりたいんでしょう？」

「でも、でも……」

　アイリはなにも知らないのだ。

　自分が関かかわっていることがどんなに危険で恐おそろしいことか。

　そして、自分のちからがどれほど頼たよりないことか。

「ねぇ、イリヤ」

　が、アイリは続ける。

「貴女あなたが怖がるから、ミユちゃんは助けてくれる。ミユちゃんの力になりたいから、貴女は勇気を振り絞しぼる。それって、すごく素す敵てきなことだと思わない？」

　アイリはイリヤの額にこつんと自分の額を合わせた。

「大丈夫よイリヤ。ママが保証してあげる。貴女は、絶対にうまくやれる」

　それから今度は優しくその額に唇くちびるを押し当てた。

「ママ……」

　不思議なちからが体の中に沸わき上がってくる気がした。

　ママはすごい。

　ママは何でも知っている。

　どんなことでも答えてくれる。教えてくれる。

「邪じや魔まな恐きよう怖ふ心しんなんてぶっ飛ばしちゃいなさい」

　言葉が魔ま法ほうの呪じゆ文もんのようにイリヤの全身に染しみ渡わたっていく。

　アイリの腕うでがイリヤの体を抱だきしめた。

「貴女にとって、美遊ちゃんは大切な存在なんでしょう？」

「……わたしにとって……大切な……」

　アイリが抱きとめる腕を放すと、イリヤはごく自然にドレッサーの前から立ち上がることができた。

　ほんの一分前までは、身動きすることさえおっくうなほど体が重かったのに。

　行かなければ。

「ちょっと出で掛かけてくる！」

　イリヤが部屋を飛び出していく。

　その背中を、アイリはほほえみで見送った。

「いってらっしゃい、イリヤ」




　玄げん関かんから飛び出したイリヤは早くも全力疾しつ走そう状態だ。

「ルビー！」

「はいはーい！」

　ルビーが併へい走そうするように飛んでくる。

「お願い！」

「ですよねー」

　ルビーの柄えがしゅっと伸のびる。すかさずイリヤがつかんだ。

　輝きがイリヤを包み込む。

　そして次の瞬しゆん間かんには魔法少女となったイリヤが、放たれた矢のように夜空を舞まっていた。

「わたしにとって……ミユは……」
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　美遊の気合いとともに、剣から魔ま力りよくの渦が放たれた。

　超ちよう新星の爆ばく発はつのように輝く魔力の固まりが軌き跡せきを描えがいて狂戦士に向かっていく。

　ほんの一いつ瞬しゆんのその光景を、美遊はスローモーションのように見送った。

「初めて……だったんだ……。わたしを……友達って……言ってくれた人……。だから……」

　輝きが狂戦士を飲み込む。光の中にその姿が消えていく。

　そしてそのまま輝きはビルをも貫つらぬき通した。

　もしこの戦いを遠くから見ている者がいれば、ビルから真横に伸びる光の柱を目もく撃げきしただろう。

　ただし鏡きよう面めん界かいには美遊とサファイア、そしてこの狭せまい世界の主あるじである狂戦士以外にだれもそれを見守る者はいなかったのだが。

　本来であれば、高層ビルの高さと同じだけ伸びてもおかしくない、光の柱は、小さな世界の境界にぶつかって、激しく閃せん光こうを発しながら止まっている。

　やがていまの攻こう撃げきで完全に支えを失った、ビルの屋上部分がゆっくりと崩くずれ始めた。

　揺ゆれるビルの中、美遊はそれでもまだ剣を杖つえにして立っていた。

　だが。

「ん……ううぅっ！」

　その胸から染み出すようにカードが飛び出す。

　インストールが解けてしまったのだ。

　今度こそこらえきれずに美遊がその場に倒たおれ伏ふす。

　その姿は、カードの英えい霊れいと化した姿ではない。それに魔法少女ですらない、いつもの私服。転身さえも解けてしまっていた。

　美遊の手からカラカラと音を立てて、こちらも剣からステッキに戻もどってしまったサファイアが転がる。

「魔力切れ……」

　我に返ったサファイアが呆然とつぶやく。

　二メートル向こうで美遊は倒れたきりだ。

「美遊様！」

　その声に、かすかに美遊の体が動いた。

　サファイアの方に手を伸ばそうとする。

「戻ってサファイア！　すぐに魔力供給を……‼」

「は、はいっ！」

　サファイアが浮き上がろうとしたそのとき。

　巨きよ大だいな手のひらが、彼女を押さえつけた。

「……っ！」

「■■■■！」

　くずれた床ゆかの下から手は伸びてきていた。

　狂戦士は、さっきの攻撃をも生き延びていたのだ。

　もうもうたる煙けむりが階下から立ち上っていた。

　さっきと同じ、狂戦士の傷が回復していくときに発するあの煙だ。

　魔力の光に灼やかれながらも、彼は崩れた床の下、下のフロアへと逃にげ延びていたのだった。

「みっ……美遊様……ッ！」

　狂戦士の手に押さえつけられたサファイアが叫さけぶ。

　巨大な姿が、再び美遊の前に立ち上がってきた。

「■■■■■■■！」

　サファイアがはじきとばされた。

　もう、魔力の回復は間に合わない。

　ただの小学生に戻ってしまった美遊には、もう攻撃はおろか、狂戦士の攻撃を防ぼう御ぎよすることもかなわない。




（こんなところで……わたしは……！）




　狂戦士の雄お叫たけびとともに拳こぶしが振ふりおろされる。

　死がそこにあった。




「■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■っ‼」




「………………っ」

　だが、その瞬間はいつまで経たってもやってこなかった。

　代わりに、大きな地じ響ひびき。

　思わずつぶっていた目を開けると、そこにはたたらを踏ふんで後ずさる狂戦士と、

　そして。

　そして。

「イリ……ヤ……？」

「遅おそくなってごめん、ミユ」

　そしてそこには、白い翼つばさのようなマントをはためかせた、魔法少女の姿があった。

「どうして……」

　油断なく身構えたまま、イリヤが美遊を振り返る。

「わたしにとって、ミユは……」

　イリヤ。

　わかっていながら、美遊は何度もその名を心にリフレインさせた。

　イリヤ。イリヤ。

　凛り々りしく、愛いとしいその少女は、宣言するようにこう言った。

「友達だから！」







[image: 第七章　「Kaleidoscope」]
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　イリヤの手にしたルビーの先せん端たんには鋭するどい両りよう刃ばの刀身が伸びている。

　その半はん透とう明めいの刀身は、美み遊ゆの見ている前でいくつもの小しよう片へんに分かれて、分解していった。

　宝石？

　イリヤが頭上に叫ぶ。

「リンさん、ルヴィアさん！」

　もうわずかに床ゆか面めんが残るだけになった屋上部から、ふたりが飛び降りてくる。

「Anfangセツト──」

「Zeichenサイン──」

「「獣縛の六枷グレイプニル！」」

　魔力をもった帯が、狂戦士の巨きよ体たいをぐるぐると縛しばりつける。

「■■■■ーッ！」

　もがく狂戦士。だが、それを引きちぎることができないようだ。

「通った！」

　凛りんのガッツポーズ。

「やはりテンカウントレベルの魔ま術じゆつなら通用しますわね！」

　ルヴィアが不敵な笑えみを浮うかべた。
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　気を失ったようにガレキの間に転がったままのサファイアを、イリヤが拾い上げた。

　ようやく立ち上がった美遊がその背中に問いかける。

「どうしてここに……」

「ごめんなさい」

　振り返らないまま、イリヤがつぶやく。

「え」

「わたし──バカだった。何の覚かく悟ごもないまま、ただ流されて戦ってた。……どこか他人ひと事ごとに思っていて、こんなの現実じゃないって。なのに……」

　言葉が揺れる。

　きらりと星明かりに小さななにかが反射する。

　足あし下もとに滴したたったのは、それは涙なみだ。

「これが現実だって、危険なことだってわかったら、急に全部が怖こわくなって……！」

「イリヤ……」

「でも、本当にバカだったのは……逃げ出したこと……！　友達の気持ちを考えなかったこと……！　ミユはひとりでわたしの分まで頑がん張ばっていてくれたのに……！」

　振り返ったイリヤは深々と頭を下げた。

「だから、ごめんなさい。もう遅いかもしれないけど……わたしは、もう一度ミユと一いつ緒しよに戦いたい」

　イリヤは頭を下げたまま、ぐいと涙をぬぐって、それから顔をあげた。

「友達が一人で危ない目に遭あっているなんて、そんなの嫌いやだから」

「……ありがとう……」

　不器用に言葉を紡つむぐ美遊。

「わたしも……イリヤと一緒に戦いたい。友達と、一緒に」

　サファイアを差し出すイリヤ。

「約束する。もう絶対に、友達を置いて逃げたりなんてしない」

「……うん。信じる、イリヤのこと」

　イリヤの手から、美遊の手にサファイアが手て渡わたされる。

「……わたしの……大事な友達のこと」

「行こう、イリヤ」

　光と共に転身した美遊が先に立って歩き出す。

「うん」

　イリヤもそれに続いた。

　戦いが待っている。
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「■■■■■■■■──‼」

　一時はその動きを完全に封ふうじ込めていた魔ま力りよくの帯は、しかしついにばらばらにはじけ飛んだ。

「幻げん想そう種すら拘こう束そくするはずの魔力の帯が……‼」

「普ふ通つうなら、二、三度滅ほろんでもおかしくないってのに……」

　ルヴィアと凛が身構える。

　拘束をふりほどいた狂戦士は、凛とルヴィアの方を見み据すえると、ぐぐぐと姿勢を低くした、そのまま突とつ進しんしてくるつもりなのだ。

　ふたりが次の攻こう撃げきのため、それぞれ宝石を手にしたとき。

　ふたりの背後から伸のびた光線が狂戦士の顔を正面から打ち据すえた。

「■■■■■■■■■■■■──‼」

　視覚をつぶされて、たまらずのけぞった狂戦士は、平へい衡こうを崩くずしてあがってきた階下へもんどりうって落ちていく。

「お待たせ、リンさん、ルヴィアさん！」

　イリヤがふわりと飛んでくる。

　美遊も、空中にすっくと立っている。

「あとは、わたしたちが」

　凛たちが応こたえる間もなく、ふたりは素す早ばやく狂戦士が消えた階下へと飛んだ。

　一いつ瞬しゆんだけ、夜の闇やみがその場を包んだ。

「ま、役割は果たせたみたいね」

「いろいろあったようですが、結局落ち着くところに落ち着いたのでしょうね」

　ふたりは息をついて、宝石を構えていた手をおろした。

「そっちは元々心配してなかったけどね。大変なのは、使いすぎた宝石の方よ……」

「まったく。こんな時にまだそんなことを。これだから庶しよ民みんは」

「うっさいわね成金！」

　どうやらふたりの緊きん張ちようもすっかり解けた様子である。

　階下で閃せん光こうが光っている。

　イリヤたちの戦いが始まったのだ。
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　尾を引きながら次々飛来する光こう弾だん。

　しかし狂戦士はそれをあっさりと拳で弾き飛ばす。飛ばされた光弾が境界面にぶつかってまるで打ち上げ花火のように散っていく。

　かえってはじき返される魔ま力りよく砲ほう弾だんを避けるために障壁を張らなければならない。

　イリヤはふわりと浮き上がって狂戦士から距離を取った。

　相手はクラスカードの化け身しん。

　手強い相手であることは覚悟している。

　宙を蹴りながら美み遊ゆがかたわらに並ぶ。

「イリヤ……」

　その目にまだ心配の色があった。

　そうなのだ。彼女が必要以上にぶっきらぼうなときは、自分以外の誰かを心配しているときだといまは分かる。

「大丈夫だよ。ミユ」

　イリヤは手にしたルビーに声をかける。

「次は、攻撃に全力でいこう」

「でもそれだと反撃を受けたとき、大変ですけどー」

「通らない攻撃じゃ意味がないでしょ」

「それはそうですけど……」

「いくよっ」

　言うが早いかイリヤは下で待ちかまえる狂戦士に向かって飛び出した。

「イリヤっ」

　美遊が追う。

「散さん……弾だんっ！」

　振り下ろすステッキから、無数の光弾が撃ち出される。

　流星群のように降り注ぐ光を、さすがに受け止め切れず狂戦士がおめく。だが、やはりダメージらしいダメージにはなっていない。

「■■■■！」

　狂戦士は吠えながら、そのまま突きを繰り出してきた。

　しかし拳は空むなしく宙を切る。

　衝撃波が瞬時に空気中の水分を凝固させ、白い円えん弧こを描えがいた。超高速で飛ぶ航空機の翼に見られる現象だ。

　それほどの速さ、それほどの威力。

　だが、当たらなければそれまでのこと。

　いったいイリヤはどこへ行ったのか。

　下だ。

　散弾を放つと同時に、イリヤは降下して狂戦士の足下に滑り込んでいた。

　攻撃を受けた相手が、即座に反撃してくることを予想していたのだ。

　この間、わずかに一〇分の二秒。

　彼女自身、弾丸のように突っ込みながらルビーを思い切り振りかぶる。

「全っ力っ、攻撃───っ！」

　ルビーがまばゆく光り輝く。

「■■■■ーっ！」

　狂戦士が気づいて体勢を立て直すより先に、イリヤの攻撃が炸裂した。

　閃せん光こうが、狂戦士の身体で爆発する。

　届いた！

　すべての魔力を攻撃に振り向けた一撃なら…………、

「きゃーっ！」

　だが、弾はじき飛ばされたのはイリヤの方だった。

　小さな身体がコンクリートのガレキの間を吹っ飛んでいく。

　なんとか空中で姿勢を立て直そうとしたが、こらえきれず地面にぶつかる。

「あうっ！」

　そのままごろごろと転がった。

「イリヤさんっ、しっかりして！　全力の魔砲弾がまったく通じないなんて……！」

　ルビーの声にもイリヤは反応できない。ダメージからまだ回復していないのだ。

「■■っ」

　だが、相手は待ってくれない。狂戦士が吠えながら両腕を叩きつけてくる。

「イリヤさん……っ！」

「全力防ぼう御ぎよ！」

　ルビーの引きつった声にかぶさるようにもうひとつの声。

　次の瞬間狂戦士の拳は見えない壁にぶつかって、火花を散らした。

「ミユさん！」

　サファイアを構えた美遊がイリヤと狂戦士の間に立ちはだかっていた。彼女の防御障壁が狂戦士の攻撃を食い止めたのだ。

「ミユ……」

　ようやく意識を取り戻したイリヤがつぶやく。美遊は答えない。その余裕がないのだ。

「■■■■──っ」

　力任せに拳を押し込んでくる狂戦士の攻撃を受け止めるだけで、魔力のほとんどを使わなければならない。

「い、いったん引こう。ルビー！」

「はいはい」

　立ち上がったイリヤが再び魔ま力りよく砲ほうを放つ。

「■■っ」

　顔を狙われた狂戦士が一瞬ひるむ。

「ミユ！　撃ちまくって！」

　飛びあがりながら、イリヤが叫ぶ。

　美遊もイリヤに続いて大きく跳躍しながら魔ま力りよく砲ほうを連発した。

「■■■■■■──‼」

　狂戦士の体に、直上から光が降り注ぐ。

　イリヤと美遊の魔力砲による集中砲火。

　立て続けの攻撃に、一発ごとに狂戦士の体が沈んでいく。

「■■■！　■■■‼　■■■■[image: !!!]」

　雨のように降り注いだ魔力砲の砲ほう撃げきが止やむ。狂戦士の体はガレキの中に半ば埋うもれてしまっていた。




　だが。




　その体には、傷らしい傷は見あたらない。

「あんまり効いてないみたいだね」

　単に砲撃の圧力に抗こうしかねて、その場にひざを突ついただけなのだろう。

　その巨体がまたゆっくりと起きあがろうとしている。

　美遊が冷静に言った。

「たぶん、普通の魔力砲には耐たい性せいができている。もっと別の攻撃を……」

　別の攻撃。

　通常の魔法少女カレイドライナーの魔力による攻撃ではない、別のちから。

　それは……。

　クラスカード。

　英えい霊れいのちから。

　無敵にも思える狂戦士の防ぼう御ぎよ再生能力も、英霊の力をもってすれば打ち勝つことができるだろう。

「…………」

　──ごくり。

　イリヤののどが鳴る。

　その強こわばった顔をのぞき込む美遊は狂戦士の方に向き直って〝lancer〟のカードを取り出した。

「わたしがやる。イリヤは援えん護ごを」

「ううん、大丈夫。わたしもできる。……ミユが、一緒なら」

「イリヤ……」

「わたし、バカなことをしちゃったけど……ミユのおかげで少しわかった気がする。……友達を見捨てたままじゃ、前へは進めないって」

　イリヤはルビーを高く掲かかげる。

「わたしも……わかった気がする。ひとりじゃできないことでも、一いつ緒しよならうまくいくって」

　美遊もまた、サファイアをルビーと重ねるように高く掲げた。

　二本のステッキが輝き、震え出す。

　クリスタルガラスが共鳴するような澄すんだ音が響ひびき渡わたる。

　そこにクラスカードが出現する。『剣士セイバー』。

「「パラレルインクルード！」」

　ふたりの声に呼応するかのように、変化は頭上でも起こっていた。

　まるで、『キャスター』のカードのように光の輪がいくつも広がっていくのだ。だが、それは魔法陣とは少し違うように見える。

「■■■■……っ」

　狂戦士も、異変にわずかに戸惑いを見せた。

　だが、すぐに闘争心を……いや、闘争本能を取り戻したようだ。低く呻うめきながら膝をゆっくりと曲げ、身体を沈み込ませている。ひと跳とびでふたりに襲いかかる気なのだ。

「■■■■…………」

　重なる光の輪の中に、影絵のようになにかが浮かび上がってくる。

　剣だ。

　七本ある。

　光が少女たちを包み込む。

　輝きの中でルビーとサファイアが溶けるように消えていった。

「そうだね。なんでもできるよ……二人なら！」

　イリヤが宣言する。そしてその手に一振りの剣。

　美遊もまた。

「うん。前へ進もう」

　彼女の手にもまた、剣が現れる。

　両刃の長い刀身。英雄が携える勇気と誇りの証明。九振ふりの約束エさクれたス勝カ利リのバ剣ー。

「■っ■■■────っ！」

　狂戦士が弾かれたように宙へ飛ぶ。ふたり目がけて。

　そしてイリヤと美遊は声を合わせて叫んだ。




　ふたりで！
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　振り下ろされた剣から発した光が、狂戦士と衝突する。

「………………っ！」

　砲弾のごとく突進してきた狂戦士の身体が、空中で静止していた。いや、前へ進もうとする力が、光の奔ほん流りゆうによって阻はばまれているのだ。

　九振りの剣が、次々と光の中に吸い込まれるように消えていく。

　そのたびに巨体が震え、音のない咆ほう吼こうが鏡きよう面めん世界を震わせた。

「……っ、…………っ！」

　最後の一撃をくわえんと伸のばされた狂戦士の手が、光の中で砕くだけ散ちる。

　濁だく流りゆうの中の泥人形のように、狂戦士の身体がばらばらになっていく。

　光はさらに広がって、すべてを包み込んだ……。




　　　　３




　ビルの屋上に描えがかれた魔法陣の上に、凛、ルヴィア、美遊、そしてイリヤが現れる。

　屋上は静かで、はるか足あし下もとから街の喧けん噪そうがかすかに聞こえてくる。

　魔法少女たちの戦いの痕こん跡せきはどこにもない。

　現実へ帰ってきたのだ。

「リンさん、これ。クラスカード」

「どうぞ」

　ふたりがカードを差し出す。一番上のカードには〝berserker〟とある。

「ありがと」

　受け取った凛は、手の上でカードを広げる。

「七枚全すべてのカードを回収完かん了りよう。これで……コンプリートよ」

「良かったー」

　ほーっとイリヤが大きく息をつく。

　さすがの美遊もほっとした顔を隠かくさない。

「それでは、ここらで一発どでかい祝しゆく砲ほうを……」

「ちょっ……何するつもりなの」

　なにやら危ないことをしでかしそうなルビーを、イリヤが慌あわてて手で押さえる。

「こんな時間だと近きん所じよ迷めい惑わくに……」

「美遊様。若じやつ干かん争点がずれています」

　きょとんとしてサファイアを見返す美遊。

「イリヤ」

「ミユ」

　そんなふたりと二本に、凛とルヴィアが話しかける。

「え」

「はい」

「勝手に巻き込んでおいてなんだけど、あなたたちがいてくれて良かった」

　大真ま面じ目めな顔で言う凛。

「私ワタクシたちだけでは、おそらく勝てなかったでしょう」

　そしてルヴィア。

「だから、最後まで戦ってくれて……ありがとう」

「私ワタクシからもお礼を言わせて頂きますわ」

　ふだんのふたりとはあまりに違ちがう態度に、イリヤは目を丸くし、美遊はかえって恥はずかしそうにうつむいてしまう。

「それじゃ、このカードはわたしがロンドンに……ん？」

　見ると、凛の手の中にあったはずの七枚のカードがなくなっている。

　頭上から爆ばく音おんと、それから聞き慣れた高笑いが降ってきた。

　ぶわあっと強い風がイリヤたちをあおる。

「ホーッホッホッホ！　最後の最後に油断しましたわね！　ご安心なさい！　カードは全て私ワタクシが大だい師し父ふのもとへ届けて差し上げますわーっ！」

　ヘリコプターから下ろされた縄なわばしごにつかまったルヴィアが、笑いながら飛び去っていく。

「んなあああああっ、ちょ、ちょっと！　あんた手て柄がら独り占じめする気かこのー！」

　床ゆかを踏ふみならして凛が地じ団だん駄だをふんでももう遅おそい。

「ホーッホッホッホー！」

　高笑いはいよいよ遠くへ去っていく。

「………………」

「………………」

　去っていくヘリコプター。悔しがる凛。そんな光景を、しばし呆然と見つめていたイリヤと美遊は──やがて、くすくすと笑い出した。

「じゃ、帰ろっか」

「うん」

　ふたりはうちへ帰ることにする。

　手をつないで。

　長い夜がようやく終わろうとしていた。
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　　　　１




　イリヤ……。




　イリヤ、イリヤ……。




　だあれ？　だれが呼んでるの？




　ママ？




　イリヤ……イリヤ…………。




「んー……？　お兄ちゃん……？」

　イリヤは重いまぶたを開けようとした。

　そうだ、眠ねむっていたんだっけ。

　うちへ帰ってきたんだ。

　じんわりと、安心とよろこびが体の中に広がっていく。

　寝ねぼけたわたしを起こしてくれる、大好きなお兄ちゃんがいる自分のうちに。

「イリヤ、そろそろ起きないと」

　優やさしい声。

　大好き。お兄ちゃん。

　イリヤは想おもいのままに腕うでを伸のばして、お兄ちゃんの首に回す。

「えへへー……お兄ちゃん」

「おいおい、寝ぼけてるのか？」

「んー……そうかもー……。昨日は一いつ生しよう懸けん命めい頑がん張ばったから……」

　顔がにやけてしまう。

　こんなこと、起きているときならきっと恥ずかしくてできないだろう。

　でも、まだ寝ぼけているんだし、それに今朝は特別なのだ。

　だから──。

　首に回した手を引っ張って、お兄ちゃんの顔を引き寄せる。

「だから、ご褒ほう美びもかねて……」

「お、おい、イリヤ」

　まだ目をつぶっていたけれど、体温と息づかいが近づいてくるのはわかる。

　お兄ちゃん。

　大好き。

「おはようの……ちゅー……」




　ちゅ～～～～～～～っ。




　首に回した腕に触ふれるさらさらの髪かみ……。

　やわらかくって、いい匂においがする……。

「ん……？」

　お兄ちゃんの髪はもうちょっとふわふわって感じで……。

　それにこんな匂いじゃなかったような……。

　この匂いは、まるで同じ年とし頃ごろの女の子……そう、例えばミユみたいな……。

　ぼんやりと、理性が戻もどってくる。

　………………。

　イリヤは恐おそる恐る目を開いた。

　そこには、ぎゅっと目をつぶった美み遊ゆの顔の大アップ。

　イリヤは驚おどろいて美遊から唇くちびるを離はなした。

「あ……う……あ……。イ……イリ……」

　真っ赤になって泣きそうな顔の美遊がそこにいた。




「ホびゃぁああああ──ッ」




　絶ぜつ叫きようが衛え宮みや家と近所中に響ひびき渡わたった。

「おお……。朝から乙女おとめのスクリーム」

　リズは歯を磨みがく手を休めずつぶやいた。

　心配げにセラが階上を見上げる。

「美遊さん、どんな起こし方をしたのかしら……」

　美遊をイリヤの部屋に通したのはこのふたりなのであった。

　一方、叫さけびながらベッドから転がり落ち、そのまま勉強机まで転がっていって激しくお尻しりを打ったあと、痛いやら驚いたやら恥ずかしいやらでパニックになっているイリヤは平身低頭平謝り状態だった。

「ごごごごごめんミユ！　お兄ちゃんと間ま違ちが……っていや違くて！　そうじゃなくて！　夢で！　ドリームで！」

「お、落ち着いてイリヤ！　大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫だから！」

　こちらも頰ほおを赤く染めながら、美遊がイリヤをなだめる。

　美遊の落ち着いた様子に、ようやくイリヤも少しパニックから抜ぬけ出した。

「ご、ごめんね。ミユ……」

「ううん、いきなりでびっくりしただけ……。でも、」

　そしてそっと唇に指をあてる。

「イリヤが求めるなら出来る限り努力するから、次からはちゃんと……」

　視線を逸そらしてしまう。その指先が空中に小さく〝の〟の字を描えがいている。

「ストーップ！　違うから！　そっちじゃないから──────────っ！」

　再び近所中にイリヤの叫びが響き渡った。




　　　　２




「いってきまーす！」

　ハンカチは持ちましたか？　ティッシュは？　と細かいセラのチェックをあとに、イリヤは美遊の手を引いて玄げん関かんを飛び出していった。

　セラは苦く笑しよう気味に手を振ふって玄関の扉とびらを閉じた。

　リビングに戻ってくると、リズがもうテレビを見ている。

　勤勉なのだか、怠たい惰だなのだか。

「なんとも慌あわただしいですね……」

　あらためて玄関を見やって溜ため息いきをつくセラに、リズが視線はテレビに向けたまま答える。

「でも、イリヤすごく元気になった」

　気にしていないようで、やっぱり見ているところは見ているのである。

　リズもまた、衛宮家の一員なのだった。

　でも、できたらもうちょっと家事も手伝ってくれればいいのに、と思わずにはいられないセラである。

「そうね。昨日はあんなに沈しずんでいたのに……何があったのかしら？」

「ふふっ。元気になったのならいいじゃない」

　アイリが微笑ほほえみながらリビングに入ってきたところだった。

「奥様。おはようございます」

「ぐーてんもーげん」

「ん。おはよ」

　挨あい拶さつを返してから、アイリはふたりの様子を見て手を腰こしに当てた。

「なぁにふたりとも。まだイリヤの様子を気にしているの？」

「ですが奥様。昨夜の外出と言い、イリヤさんに何か……」

　だが、アイリはセラの言葉を途と中ちゆうで遮さえぎる。

「心しん配ぱい性しようね、セラは」

「そのようなことは……」

　心外な、という顔のセラにアイリは安心させるように微笑みかけた。

「大丈夫よ。夕べだって友達に会いに行っただけみたいだし、何より本人があんなに元気なんだから」

　昨夜の戦いを知ったらこのふたりはどう思うのだろう。

　セラはきっと卒そつ倒とうするだろう。

　アイリは……。

「それは……そうかもしれませんが……」

「そうそう。セラは心配しすぎ」

　不服げなセラにリズがまぜかえす。

「あなたは放任しすぎなんです！　いつもいつもいつもテレビばっかり見て、イリヤさんが真似まねしたらいったいどうするつもりなの！　がみがみがみがみがみがみがみがみ……」

　不満の矛ほこ先さきをアイリに向けるわけにはいかないセラは、攻こう撃げき対象をリズにしぼったようだ。機き関かん銃じゆうのようなお説教が開始された。

「それじゃ、私もそろそろ行くわね」

　えっ、とセラがお説教を中断して振り向いたときには、アイリはもう旅行かばんを手にしていた。

「もう発たたれるのですか？」

「随ずい分ぶんと急……」

「向こうで切キリ嗣ツグが待ってるんですもの。ひとりにしておけないわ」

「はぁ……」

　どうやらのろけられたらしいと分かったセラが気のない返事を返す。

　アイリは続けた。

「それに」

「それに？」

　リズが首を傾かしげる。

　アイリは少し遠い目をして微笑んだ。

「可愛かわいい娘むすめの成長なら、きちんと確かく認にんできたしね」




　　　　＊




　学校への道を走っていくイリヤと美遊。

　始業時間まではまだだいぶ間があったけれど、今日は急がなければいけない事情があったのだ。

「うっかりしてた。今日ってわたしとミユが日直なんだっけ」

「うん」

　うなずく美遊にイリヤははずかしそうに頭をかく。

「やー。起こしに来てもらえて助かったよ」

「昨日の今日で起きられないかもと思ったから、念の為ため」

「そっか。ありがとね、ミユ」

「これくらい、別にいい。……けど」

　その頰がかすかに朱しゆに染まる。

　頭のなかでは、「これくらい」……つまり、イリヤからの濃のう厚こうなキッスというかくちづけというか接せつ吻ぷんというか、そういうあれが再生されているのだが、当のイリヤの方は気づいていない。

「うん。このままじゃ時間ギリギリだよね」

「ギリギリどころか、ほとんどアウトかも」

　美遊の指し摘てきにイリヤが眉まゆをひそめる。

「うーん……。しょーがない、こうなったら……」

　走りながら周囲を見回すイリヤ。

「周囲に人ひと影かげ無し。……ルビー！」

「はいはーい。いっちょいきますかー？」

　イリヤの髪かみの中から現れたルビーがぽんっと柄えを伸のばす。

　サファイアも美遊のランドセルの中から顔を出した。

「仕方がありません。美遊様、わたしたちも……」

「うん。周りに人がいないうちに……」

「「コンパクトフルオープン！　鏡きよう界かい回かい廊ろう最大展開！」」

　魔ま法ほう陣じんが輝かがやきながら現れる。

　そして、光の中から現れたのは、二人の魔法少女！

　華はなやかなコスチュームでありながら、ランドセルを背負っているのがなんとも不自然ではあったが。

「走っても間に合わないなら……空から行こう！」

「うん」

　二人は空へと舞まい上がる。

　手を繫つなぎながら、二人で一いつ緒しよに。

「友達と……一緒の登校……」

「ん？　ミユ、何か言った？」

「……なんでもない」




　　　　３




「……なんていうか、もうアンタたちの仲がどうなってるのか分からんのだけども……」

　すっかりあきらめた、という顔で雀すず花かが溜息をついた。

「昨日までケンカしてなかったっけ？」

　その言葉にイリヤがえっとなる。

　その腕うでに美遊がぶら下がりかねない勢いでぺっとりとくっついて腕を組んでいる。

「やー……気のせいじゃない？　きっと全すべてが」

　イリヤが答えているあいだも、美遊は全身をこすりつけんばかりのくっつきっぷりだ。

「一夜にしてなんというデレっぷり……‼　これは──」

　さすがの那な奈な亀きもどこからどうつっこんでいいのかわからない。

「イリ子のやろー！　俺たちの知らないところで美遊ルート攻こう略りやくしやがったのか！　俺にも触さわらせろ！」

　龍たつ子この方はもっとよくわからない。

　ふたりにとびかかっていきそうな龍子をまあまあと抑おさえつつ、美み々みが苦笑する。

「ま、まぁ、仲が良いのは良いことじゃない。仲直りしたんだよね？」

「う、うん……」

「そっかー。良かったね、二人とも」

「あはははは……」

　美々の笑え顔がおに、イリヤも乾かわいた笑いを返した。

（正直なところ、昨日の今日でいきなりこんな状態なわけで……。わたしにも何が何だかさっぱり……）

　と、いつのまに美々の腕をすり抜ぬけたか、龍子がぱしぱしと美遊の頭を叩たたき出す。

「まーいいや！　ミユキチも丸くなったってことで、今後とも仲良くしよーぜっ！」

　だがしかし。

　美遊は龍子の手を無造作に押しのけて、

「は？　どうして貴女あなたと仲良くしなくちゃいけないの？」

　と、冷たく言い放った。

「へ……？」

「わたしの友達はイリヤだけ。貴女たちには関係無いでしょう？」

「「「なっ……」」」

　雀花、那奈亀、美々が絶句する。

　そして龍子が泣き出した。

「う……、うおおアアアアァァ────ッ！」

「な……泣かせたぞーッ！」

　どうするんだ、と雀花が龍子と美遊（とイリヤ）を交こう互ごに見る。

「ちょ、ちょっとミユーっ」

　困り切った顔のイリヤに、しかし美遊はにこりと天使のような笑顔で言った。

「なにを怒おこってるの……？　わたしの友達は生しよう涯がいイリヤだけ。他ほかの人なんてどうでもいいでしょう？」

　ざわっ。

　聞くともなしに、朝のおもしろコントを聞いていたクラスメイトたちがざわめく。

　い、いまの発言は……。

「なにそれ重っ！……っていうか友達の解かい釈しやく変じゃないか？」

　雀花に指摘されるまでもない。

　イリヤは頭を抱かかえた。

「わっ……わからない……っ！　いや、結構前からそうだったけど、ミユが何を考えているのかわからない……っ！」

　そんなイリヤには構わず、美遊は冷たい視線を雀花たちに向ける。

「貴女たちは必要無い。もうイリヤと私に近づかないで」

「オギャァアアアアァァァ！」

「いかん！　龍子がマジ泣きだ！」

「ちょっとイリヤ、なんとかしれー！」

「わ、わたしー？　お、落ち着いて龍子！　ミユは照れているだけで、別に本心ってわけじゃ……」

　だが、冷静なひと言がイリヤのフォローを粉ふん砕さいする。

「紛まぎれもない本心だけど」

「そんな曇くもりのない目で……」

　もうお手上げだ、と肩かたをすくめる美々の隣となりで、龍子がいよいよ派手に泣き始めた。

「オギャァアアアアァァァ！」

「ミユ───ッ」

（戦いは終わったけど……もしかしたら、本当に大変なのはこれからなのかも……）

　目の前の光景を見ながら、なんとなくイリヤはそう思った。
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「はいぃ？　なんですってぇ⁉」

　どこともしれない山奥の森の中。

　凛りんは電話の相手に聞き返した。

　携けい帯たい電でん話わを耳に当てている彼女は、まるで熊くまとでも戦ったあとみたいにずたぼろの姿だ。

　いや、みなまで言うまい。

　ご想像のとおり、たぶん熊よりもタチの悪い相手と戦っていたのである。

「どういう……意味ですか」

　電話の向こうの声が、冷静に、しかしわずかに「やれやれ」というニュアンスをこめて答える。

「言ったままの意味だ。カードの回収はご苦労だった。これで冬ふゆ木きの地脈も安定するだろう。約束通り、お前たちを弟で子しに迎むかえるのはやぶさかではない、と大だい師し父ふは仰おつしやっている」

「それなら……！」

「だがこうも仰っている」

　声は凛の抗こう弁べんを遮さえぎった。

「魔ま術じゆつを学ぶ以前に、お前らには一いつ般ぱん常識がまるで足りん、と」

「なっ……！」

「幸い、現在お前たちのいる日本は協調性……〝和〟を重んじる国だ。留学期間は一年。ケンカで講堂をブチ壊こわすような性格を直してこい。弟子にするのはそれからだ……とのことだ」

「…………ふっ」

　電話が切れるのと、凛の手の中で電話が粉砕されるのはほぼ同時だった。

「ふッッッざけんな──ッッ！」

　ふざけんな───。

　ふざけんな───。

　ふざけんな───。

　こだまが、墜つい落らくしたヘリコプターと、その隣でやはり熊と格かく闘とうしたあとのような姿で（誰だれと戦ったのかは言わなくてもわかるよね）のびているルヴィアの向こうの山々に何度も何度も響ひびき渡わたるのだった。








『Fate/kaleid liner プリズマ☆イリヤ』第２巻　こんどこそ、おしまい。









　あとがき







　スニーカー文庫では、一巻以来のご無ぶ沙さ汰たでした。初めての人は初めまして。「プリズマ☆イリヤ（通つう称しようプリヤ）」の小説版を担当させていただいております伊い藤とうヒロです。前巻に引き続き、二巻も書かせていただくこととなりました。

　ところで皆みな様さま、プリヤのアニメはご覧になっていただいてますでしょうか？

　この本が出るころには、すでに最終回を迎むかえているでしょうか。まだご覧になってない方は、ぜひブルーレイディスクやＤＶＤなどでご覧になっていただければと。あるいはベータマックスで録画したのを。

　アニメ版はイリヤたちの可愛かわいさもさることながら、やっぱりバトルのシーンがいいですね。イリヤたちは常に夜中に戦うのですが、こう、黒と青の夜空を背景に、ピンクの衣い装しようのイリヤが舞まい、魔ま法ほう陣じんとビームがビカビカッと光って、とにかくカッコいい。『ああ、漫まん画ががアニメになるというのは、こういうことか』とアニメ化の意義というものを再確認させられるような、素す晴ばらしい出で来き栄ばえでした。……これだけ褒ほめたら、アニメ会社さんからなにかお仕事貰もらえないかな？（強ごう引いんな営業）

　ともあれ、アニメはたいへん素晴らしいものでして、それに負けじと──というわけでもありませんが、この二巻では、ちょっとバトルのシーンはがんばってみました。皆様、いかがだったでしょう？

　さて、この場を利用して関係者の方々にご挨あい拶さつを。

　原作のひろやま先生、お忙いそがしい中の監かん修しゆうありがとうございました。

　それから一巻に引き続き、アニメを制作なさったＳＩＬＶＥＲ ＬＩＮＫ．様に表紙とカラーイラストを、ｂｕｎ１５０さんにモノクロイラストをいただいております。ありがとうございます。

　アニメ版シリーズ構成の井いの上うえ堅けん二じ先生と脚本水みな瀬せ葉は月づき先生もありがとうございます。お二方の脚本をもとに、この小説は書かれております。

　相変わらずの豪ごう華かメンバーで、ホントに恐きよう縮しゆくするばかりです。




　さて、ここでもう二人ほど、豪華メンバーの紹しよう介かいを。この二巻では執しつ筆ぴつ協力として、作家の田た中なか桂けい先生と、ライターの天あま野の雄ゆう矢や先生をお迎えしております。

　田中桂先生はアニメのノベライズやムック、脚本など多た彩さいな仕事をしておいでで、とにかく『アニメ作品』というものの構造に詳くわしい方です。今回はホント、いろいろ助けられました。『アニメ仙せん人にん』とか『ノベライズの怪かい人じん』とか、そういう二つ名を名乗ったらいいんじゃないかと思うのですが、どうでしょう？

　二巻は実質的に田中先生との共同執筆でして、けっこうな量を書いていただいてます。この人の仕事は、丁てい寧ねいだし繊せん細さいだし、伊藤もいろいろ見習わないといけません。というか『伊藤も見習え』と天野さんから言われました。そうなんだよな。他の人からも、よく『お前は、やり口が雑なんだよ』と言われるし……。

　その天野さん──天野雄矢先生ですが、こちらは美少女ゲームを中心に活動されているライターさんです。伊藤は美少女ゲームのライターもやっているのですが、よく一いつ緒しよにシナリオ書いてます。

　天野先生には今回、Ｆａｔｅ参さん謀ぼうといいますか、設定や描びよう写しや関係のチェックをお願いしました。天野先生は伊藤の知る中では、おそらく一番Ｆａｔｅシリーズに詳しい男でして、彼の知識なしでは小説版プリヤは完成することはなかったでしょう（……というような褒め方をしようと思ったら、天野さんから『そういう言い方されるとプレッシャーを感じるからやめてくれ』と言われました。謙けん虚きよな人です）。

　伊藤もＦａｔｅシリーズは大好きなのですが、やはり設定が複雑なシリーズですので、より詳しい人の力を借りなければ。特に伊藤は、自分の脳内設定とオフィシャルをゴッチャにするタイプなので。本書の二章で、伊藤は『エクスカリバーというものが、本当はなにを象しよう徴ちようしており、どうしてこれほどの力を持っているのか』という説明を二ページほど書いたのですが、天野先生は『この設定、ありそうだけど実はありません』と冷れい酷こくにまるまるカットしやがりました。チェッ、名文だったのに。でも、その冷酷さを買ってチェックをお願いしてるのだから、それでいいのです。……チェッ（[image: ←]根に持ってる）。




　ともあれ、そんな具合に、本書は多くの方々のお力ちから添ぞえの賜たま物ものです。担当編集者のＯさんもありがとうございます。

　最後に、この本を手にとっていただいた読者の皆様にも感謝を……。




　フー、キレイに終わった。あとがきって毎回、苦労するんだよな。意外と書くことなくて。でも今回は、各所にお礼言うだけで、なんとか四ページ埋うまったから……。




　──ＲＲＲＲＲ




　はい、もしもし？

『──あの、伊藤さん』

　おや、編集のＯさん。

『──実はページの関係で、あとがきをもうちょっとだけ書いていただくことになりまして』

　まだ書けと⁉　無茶なことを！　急に言われても書くことないですって。巻末の『第二次世界大戦の敗北は～』の字をデカくしてページ埋めるとかできないんですか？

『──巻末？　第二次世界大戦？　なんです、それ？』

　あるでしょ、そういうページ。スニーカー文庫なんだから。

『──ないですよ、そんなの』

　あるよ！　ちゃんと見ろ！　絶対書いてあるから！

　まあ、いいや。では一つ魔法少女についてのお話でも……。

　一応、これでも『魔法少女研究家』を名乗ってたりもしますので。

『──伊藤さん、いろいろヘンな仕事やってますね？』




　魔法少女──この単語は、単に『魔法を使える若じやく年ねん女性』を意味しているものではありません。

　もし魔法が使えれば、その少女は『女の魔法使い』とは呼ばれるでしょう。ですが魔法少女と呼ばれるためには、もう二つの要素が必要です。

　フリルのコスチュームやハートマークつきのステッキじゃありません。魔法少女に必要なもの、それは──『子供の夢』と、それを叶かなえてあげたいという『大人の愛情』です。

　なぜなら魔法少女というのは当然のことながら、本来は子供のために作られたテレビ番組。番組を作る大人や、玩具おもちやを買ってあげる親の存在なしには成り立たないものなのです。それは舞ぶ踏とう会に行きたいシンデレラと、ドレスを与あたえる魔法使いの関係と同じこと。パロディでない本物の魔法少女は、子供を見守る大人の匂いを必ず感じさせます。

　このプリズマ☆イリヤは、どちらかといえばパロディものの魔法少女であるのですが──しかし物語が進むにつれて、ただの暢のん気き者かと思われたルビーとサファイアは大人としての一面を見せ始め、また凛りんとルヴィアも子供たちとの関係性の中で徐じよ々じよに『見守る大人』へと目覚めていきます。

　また、イリヤと美み遊ゆもそう。夢を持たない美遊が夢を持ち、そんな美遊を通してイリヤは自分の夢を再確認し、二人は『夢見る子供』となりました。

　こうしてイリヤたちは、子供の夢と、見守る大人、その両方を手にした『本物の魔法少女』になったのです。

　プリズマ☆イリヤというのは、きっと、そんなお話であるのでしょう。


伊藤　ヒロ　
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